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序

言

チ

ャ

ー

テ

イ

ス

ト

運
動

は

一
八

四

二
年

の
第

二
次

請

願

が

ウ

イ

ッ
グ

と

ト
ー

リ

ー

に

よ

り

葬

り

去

ら

れ

、

同

年

の

ス

タ

ッ
フ

ォ
ド

シ

ャ
ー

、

ラ

ン

カ

シ

ャ
ー

で

の

ス

ト

ラ

イ

キ
が

弾

圧

に

よ

っ
て
終

止

符

を

打

つ
や
、

沈

滞

期

に

は

い

っ
た

。

こ
う

し

た
時

期

に

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス

ト
達

が
大

き

な
期

待

を

一
時

よ

せ

た

の
が
、
一
八
四
四

年

四

月

に

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

北
東

部

炭

田

で
生

じ

た
炭
礦

労

働

者

に
よ

る
闘

争

で

あ

っ
た

。
q

本

論

文

は

こ

の
労
働

争
議

に
お

け

る
苛

酷

な

弾

圧

者

と

し

て

エ

ン
ゲ

ル

ス

の

『
イ
ギ

リ

ス
に

お

け

る

労

働

者

階

級

の
状

態

』
以

来

、

喧

伝

さ

れ

て
き

た
第

三

代

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯
t
h
e
 
t
h
i
r
d
 
M
a
r
q
u
i
s
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
d
e
r
r
y

〔
一
七

七

八

ー

一
八

五

四

〕
の
炭
礦

経

営

を

対

象

と

し

て
と

り

あ

げ

、

こ

の
争

議

に

お

い

て
彼

が

弾

圧

者

と

し

て
行

動

し

た
理

由

を

経

営

内

容

と

関

わ

ら

し

め

て
把

握

し

よ

う
と

す

る

も

の
で

あ

る

。
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時
、

北

東

部

炭

田

で
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炭
礦

主

達

が

一
種
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売

規

制
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る

《
t
h
e
 
L
i
m
i
t
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t
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h
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i

以
下

、

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

と
略

記

-

を

結

成

し

、
に

石

炭

の
積

送

り

を

実

質

的

に
支

配

し

て

い

た

が
、

こ

の

「
ヴ



エ
ン
ド

」

は

一
八

四

四
年

争
議

の
直

後

に
崩

壊

し
去

っ
た

。

そ

し

て
、

こ

の

「
ヴ

ェ
ン
ド

」

を

崩

壊

に

い

た

ら

せ

る

行
動

を

と

っ
た

の
が
、

や
は

り

ロ
ン
ド

ン
デ

リ

侯

で

あ

っ
た
。

し
た

が

っ
て
、

ロ
ン
ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

経

営

を
対

象

と

し

て

と

り

あ

げ

一
八

四

四
年

争

議

と

の
関

連

で

追

求

す

る

こ

と

は
、

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

崩

壊

の
原

因

に

つ

い

て
も

一
定

の
解

明

を
与

え

る

こ
と

と

な

ろ

う

。

と

こ

ろ

で
、

イ
ギ

リ

ス
石

炭

産
業

史

の
研

究

が

他

産
業

の
そ

れ

に
比

し

手

薄

で

あ

る

こ

と
、

し

か

も

こ

の
事

情

は

産
業

革

命

・
産

業

資

本

確

立
期

に
関

し

て
特

に

あ

て

は
ま

る

こ

と

は

研

究

史

を

顧

み

る

ま

で
も

な

い
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"

し

た

が

っ
て

、

わ

れ

わ

れ

は

イ

ギ

リ

ス
石

炭

産

業

全

体

に

つ

い

て
、

ま

た
北

東

部

石

炭
産

業

や

「
ヴ

ェ
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い
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考
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を
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ロ
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ド

ン
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リ
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礦

経

営
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い
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ろ

う
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後

、
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を
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い
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ロ

ン
ド
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リ
侯
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礦
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営

に
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い

て
述

べ

る

こ

と

に

し

た

い
。

な

お
、

こ

の

と

い
う

資

料

は

一
九

六

三

年

に

の
依

頼

に
応

じ

て
第

九
代

ロ
ン
ド

ン
デ

リ

侯

が

同

に

寄

託

し

た
も

の

で

あ

る
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こ

の
結

果

、

従

来

分

散

し

て

い
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同

家
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資
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が

一
ケ

所

に

集

め

ら

れ

、

彪

大

な

マ

ニ
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リ
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が
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な
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え

て
、

同

資

料

に
関

す

る
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が

公
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さ

れ

、
但

資

料

全
体

の
概

観

が

一
応

把

握

で

き

る

と

と
も

に
利

用

が
容

易

と

な

っ
た
。

一
九
世

紀

前

半

の

イ
ギ

リ

ス
炭
礦

企
業

の

ほ

と
ん

ど

が
零

細

な
も

の

で

あ
り

残

存

し

て

い
る

資

料
も

少

な

く
、

こ

う

し

た
資

料

的

制

約

の
た

め

か

、

一
九

世

紀

前

半

の
個

別

炭

磧

を
対

象

と

す

る
研

究

は

極

め

て
少

な

い
。

後

述

す

る

よ

う

に

ロ
ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

は
、

当

時

の

イ

ギ

リ

ス

に

お
け

る

石

炭
生

産

者

の
中

心

地

域

に
立

地

し

た

大
炭
礦

の

一
つ
で

あ
り

、

し

か

も

と

い

う

内
部

資

料

が
利

用

し

う

る

極

め

て
数

少

な

い

一
例

で
あ

る

。

勿

論
、
S

・
C

・
二

ユ
ー

ト

ン

編

の

カ
タ

ロ
グ

を

手

懸

り

と

し

て

を

利

用

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ
た

の

で
あ

る
か

ら

、

そ

の
利

用

も

極

め

て
制

約

さ

れ

た

も

の
で
あ

っ
た

。

本

論

文

が

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

経

営

そ

の
も

の

の
詳

細

な

経

営

分

析

を

お

こ

な

っ

て

い
な

い
の

は

既
述

し

た

視

角

か

ら

は

そ

こ
ま

で

の
分
析

を

必

要

と

し

な

か

っ
た

こ

と

に

も

よ

る

が
、

こ
う

し
た

資

料

利

用

上

の
制

約

に

も

よ

る

の

で
あ

る

。

註①

本
論

文

で
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北

東
部

炭

田
」

と
呼

ぶ

の
は
、
ダ

ラ
ム
、

ノ
ー

サ

ン
バ
ー

ラ

ン
ド
両

州

に
ま

た
が
る

炭
田

の
こ
と

で
あ
る
。

②

は
研
究

史
上
、

通

常

「
ニ

ュ
ー

カ

ス
ル

・
ヴ

ェ
ン
ド
」

と

呼
ば

れ

て

い
る

。

③

簡

単

に
は
、
拙

稿

「
書

評

吉

村
朔

夫
著

『
イ
ギ

リ

ス
炭

鉱
労
働

史

の

研
究

』
」

(
『
エ
ネ

ル
ギ

ー
史

研
究

ノ
ー

ト

』
4
号

〔
一
九

七
四

年

〕
)

参

照
。

な
お
、

本
資

料

か
ら

の
引
用

に
際

し

て
は
、

こ

の

カ
タ

ロ
グ

の
分

類
番
号

を
付

記
す

る
。

H
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産
業
革
命
と
イ
ギ
リ
ス
石
炭
産
業

イ
ギ
リ
ス
で
は
石
炭
採
掘
の
歴
史
は
古
く
、
既
に

=
二
世
紀
に
は
始
ま

っ
て
い

た
が
、
木
材

・
薪
炭
に
代

っ
て
石
炭
の
使
用
が

一
般
化
し
た
の
は

一
六
世
紀
中
葉

以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
q

石
炭
は
家
庭
用
燃
料
と
し
て
広
範
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
製
塩
業
、
ガ
ラ
ス
工
業
、
煉
瓦
製
造
業
等
々
の
鉄

の

精
錬
を
除
く
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
工
業
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
石
炭
需
要
の
急
増
に
促
さ
れ
、
石
炭
生
産
が
急
速
に
展
開
し
た
。
し

か
し
、

こ
の
石
炭
需
要

の
増
大
と
い
う
事
実
そ
れ
自
体
は
、
従
来

の
木
材

へ
の
需

要
が
石
炭
に
よ

っ
て
代
替
さ
れ
た
事
態
を
反
映
し
た
も

の
で
し
か
な
く
、
石
炭
市

場
は
家
庭
用
炭
市
場
を
基
軸
と
し
て
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
石
炭
市

一
2

一

(the L
im

itation of the V
end)

N
ew

castle V
end

L
ondonderry papers

C
ounty R

ecord O
ffice

R
ecord O

ffice

L
ondonderry papers

D
urham

 S.  C
.  N

ew
ton (ed.), T

he L
ondonderry Papers : C

atalogue

of the D
ocum

ents D
eposited in the D

urham
 C

ounty R
ecord 

O
ffice by the 9th M

arquess of L
ondonderry (D

urham

C
ounty C

ouncil, 1969)

D
/L

o/E
 484•••

L
ondonderry Papers

L
ondonderry Papers



場
の
展
開
に
お
い
て

一
大
画
期
を
な
し
た
の
は
、
産
業
革
命
を
機
と
し
た
動
力
用

炭
市
場

・
原
料
炭
市
場

の
展
開
で
あ

っ
た
。

産
業
革
命
期
は

一
面
で
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
水
力
か
ら
蒸
気
力

へ
と
決
定
的
に
移

行
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
が
綿
業
を
基
軸
と
し
て
達
成
さ
れ

た
こ
と
は
既
に
幾
多

の
研
究
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
綿
業
に
お
い

て

一
七
九
〇
年
代
に
ク

ロ
ン
プ
ト
ン
の
ミ

ュ
ー
ル
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
は
じ
め
、

蒸
気
機
関
の
利
用
と
相
俟

っ
て
『
本
来
的

機
械
体
系

』
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。@

こ
の
蒸
気
機
関

の
動
力
源
こ
そ
が
石
炭
で

あ
り
、
蒸
気
機
関
の
普
及
は
石
炭
の
需

要
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
た
。
し
か
も
、

こ
の
蒸
気
機
関
は
鉄
道
、
汽
船
を
出
現

さ
せ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
し
く

「
蒸
気
機
関
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
広
大
な
炭
層
を
は

じ

め

量

要

な

も

の
と

し

た

」

⑤

(
F
・

エ
ン
ゲ

ル

ス
)

の

で

あ

っ
た

・

ま
た
製
鉄
業
に
お
い
て
は

一
八
世
紀
末

に
H

・
コ
ー
ト
の
パ
ド
ル
炉

に
よ

っ
て

精
練
に
コ
ー
ク
ス
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
石
炭

・
鉄
の
結
合
が
技
術
的
基

礎
を
確
立
し
た
。
@

加
え
て
、
送
風
用
動

力
と
し
て
蒸
気
機
関
が
使
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
製
鉄
業

の
発
展
は
石
炭
需
要

を
急
増
さ
せ
た
。
し
か
も
綿
業

の
場
合

と
異

な
り
製
鉄
業

の
展
開
は
動
力
用
炭
市
場
の
展
開
を
促
し
た
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
原
料
炭
市
場
を
も
展
開
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
従
来

の
家
庭
用

炭
を
基
軸
と
し
た
石
炭
の
需
要
構
造
は
大
き
く
変
化
し
、
多
様
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
⑤

と
同
時
に
、

イ
ギ
リ
ス
石
炭
産
業
は
イ
ギ
リ

ス
経
済
を
主
導
す
る
二
大

産
業
部
門
た
る
綿
業
、
製
鉄
業
に
緊
密
に
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
国
民

経
済
の
再
生
産
軌
道

に
定
置
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

註

を
参

照

。

②

さ
し

あ
た
り
、

吉

岡
昭
彦

稿

「
産
業

革
命

の
展

開
」

(
山

中

・
豊

崎

監

修

『
経
済

政
策

講
座

』
2

「
経
済

政
策

の
史
的
展

開
」

〔
有
斐

閣
、

昭
和

三

九
年

〕
)

七
九

-
八
〇
頁

を
参

照
。

③

エ
ン
ゲ

ル

ス
著
、

武

田
隆

夫
訳

『
イ
ギ

リ

ス
に
お
け

る
労
働

階

級

の
状

態

』

(
新

潮
社
、

昭
和

三
五
年

)

三
六

頁
。

④

さ

し

あ
た
り
、

桑
原
莞

爾

稿

「
製
鉄
業

」

(
吉

岡
昭
彦

編
著

『
イ
ギ

リ

ス
資

本
主
義

の
確

立

』
〔
御
茶

の
水

書

房
、

一
九

六
八
年

〕
第

三
章

)
を

参
照
。

な

お
次

の
叙
述

に
も

留
意

さ
れ

た

い
。

「
石

炭
を

燃
料

と

し
て
溶

鉱

す
る
場
合

に
は
、

少

な
く

と
も

二

つ
の
解
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
問

題

が

あ
る
。

そ
の
第

一
は
、

石

炭

は
木
炭

の
も

た
な

い
不

純
物

と
く

に
硫

黄
を
含

有

し

て
お
り
、

こ
れ

が
鉄
を

可

鍛
性

の
な

い
も

の
に
す

る

の
で
、

ま
ず

こ

の
硫

黄

が
鉄
に

入
り
込

ま
な

い
よ
う

に
処

理

さ
れ

ね
ば

な
ら

な

い

と
い
う
問

題

で

あ
る
。

…
…

…
第

二

の
問
題

は
、

木
炭

よ
り
燃

え

に
く

い

石

炭
、

な

い
し

こ
の
石
炭

よ
り
も

一
層

燃

え
に

く

い

コ
ー

ク

ス
を

い
か

に

し
て
有
効

に
燃

焼
さ

せ

る
か
と

い
う

問
題

で

あ
る
。
」

(
堀

江
英

一
編

著

『
イ
ギ

リ

ス
工
場
制
度

の
成

立

』

一
〇

一
-

一
〇

二
頁

)

こ

の
第

一
の
問

題

が

コ
ー
ク

ス
の
使

用

に
よ

っ
て
、
第

二

の
問
題

が

蒸
気
機

関
を

用

い
た

送

風
機

構

の
確

立

に
よ

っ
て
解

決
さ

れ
た

の
で
あ
る
。

⑤

「
一
八
三

〇
年

以
前

で
は
石

炭

の
最
大

の
需
要

は

家
庭

の
燃
料

用
、
次

い
で
煉

瓦
製
造
業

、

製

パ

ン
業
、

醸

造
業

な
ど

の
家
内

工
業

用

で

あ

っ
た
。

鉄
工
業

で
さ

え
全
体

の

一
〇

～

一
五
%
ぐ

ら

い
を
消

費
す

る

に
す
ぎ
な

か

っ
た
。

と

こ
ろ
が

一
八

三

〇
1
六

五
年

に
は
木

綿
工
業

に
お
け

る
蒸

気
機

関

の
普

及
、

蒸
気
機

関
車

、

蒸
気

船

の
発
達

が

あ

い
つ

い
だ
。

そ

れ

に

つ

れ

て
鉄

工
業

の
消
費

量

も
約

三
〇
%

に
達

し

た
」

の

で
あ
る
。

(
河

野

.

飯

沼
編

『
世
界
資

本
主

義

の
形
成

』
〔
岩

波
書

店
、

昭
和

四

二
年

〕

一
四
五
頁

)
P

・
デ

ィ
ー

ン
と

W

・
A

・
コ
ー

ル

の
推
計

に

よ
れ

ば
、

一
八
四
〇
年

の
石
炭
消

費

は
、

一
般
製

造
業

…
…

三

二

・
五

%
、

家

庭
用

消
費

…
…

三

一
・
五
%
、
製

飲
業

…

…

二
五
%
、

鉱
山
業

…

…
三

%
、

蒸

気
船

…
…

一
・
五
%
、

ガ

ス

・
電
気

…
…

一
・
五
%
、

そ
れ

に
輸
出

…

…
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五

%

で

あ

っ

た

。

(
P
.
D
e
a
n
e
&
W
.
A
.
C
o
l
e
,
B
r
i
t
i
s
h
 
E
c
o
n
o
m
i
c

G
r
o
w
t
h
1
6
8
8
-
1
9
5
9
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
2
n
d
 
e
d
 
1
9
6
7
 
P
2
1
9

)

⑧

吉

岡
昭

彦
編

著
、

前
掲
書

、
序

章
参

照
。

②

石
炭
産
出
地
域
の
分
布

わ
れ
わ
れ
が
対
象
と
す
る
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
炭

田
の
分
布
に
つ
い
て
概
観

を
得
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
図
1
は

一
八
三
〇
年
の

「
石
炭
業
調
査
特
別
委
員

会
報
告
書
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
縮
図

で
あ
る
が
、
G

こ
れ
は
内
陸
水
運
に
関

心
を
抱
い
た
フ
レ
ド
リ

ッ
ク

・
ペ
イ
ジ
F
r
e
d
r
i
c
 
P
a
g
e

な
る
人
物
が

一
〇
～

一
二
年
間
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
を
旅
し
、
石
炭
が
産
出
地
域
と
ど
の
程
度
離
れ
た
地

域
で
消
費
さ
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
た
め

に

一
八
二
八
年
頃
に
作
成
し
た
も

の
で

あ
る
。
¢

作
製
者
の
目
的
か
ら
地
図

に
は
各
炭
田
が
市
場
と
し
て
い
た
地
域
が
記

入
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
図

1
を
参

照
す
る
こ
と
で
、
当
該
期

の
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
石
炭
産
出
地
域
の
分
布
、

及
び
そ
の
各
々
が
市
場
と
し
て
い
た
地
域
が

具
体
的
に
把
握
で
き
よ
う
。

図
1
か
ら
北
東
部
炭
田
が
極
め
て
広
大

な
地
域
を
市
場
と
し
て
把
握
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
表

1
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
北
東
部
炭
田
は
た
だ
単
に
広

大
な
地
域
を
市
場
と
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
そ
の
生
産
量
も
他
地
域
を

少

な

く

と

も

一
八

世

紀

末

ま

で

は

i

圧

倒

し

て

い

た

の

で

あ
る

。

こ

の
よ

う

に
北

東
部
炭
田
が
広
大
な
地
域
を
市
場
と
し
て
確
保
し
生
産

量
も
多

か

っ
た

の
は
、

タ
イ
ン
川
、

ウ
イ
ァ
川
と
い
う
航
行
可
能
な
河
川
に
よ
り
北
海
に
出
て
、
海
路
に

よ
り
石
炭
を
輸
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
炭

層
が
当
時

の
採
掘
技
術
に
は
り
採
掘
可

β

能
か

つ
水
運
利
用
可
能
な
場
所
に
存
在
し

て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
北
東
部
炭
田
こ
そ
が
、
石
炭
が
木
材
に
と

っ
て
代

っ
た
時
期
よ
リ
イ
ギ
リ
ス
石
炭
産
業

の
中
心
と
な

っ
て
き
た
炭
田
な
の
で
あ
っ
た
。

《
i
n
l
a
n
d
 
c
o
a
l

》
¢
の
販
路
は
輸
送
手
段

が
発
達
し
て
い
な
い
時
期
で
は
極
め
て

限
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
爆
発
的
な
成
長
を
と
げ
た
と
い
わ
れ
る

一
六
世
紀
後

表1地 域別出炭量の推移

1901-101781-901681-901551-60

%出炭 量%出 炭 量%出 炭量%出炭量

年代

地域

21

トン

50,000,00029

トン

3,000,00041

トン

1,225,00051

トン

65,000
Durham&

Northtimberland

1537,000,000151,600,00016475,0001940,000Scotland

2150,000,0008800,0007200,0001020,000Wales

41100,180,000594,000,00029850,0005165,000Midland

12,120,0005500,0{〕05100,00026,000Cumberland

12,610,0004595,0004132,000714,000そ の 他

Yorkshire,Lancashire,Cheshire,但 し 、Miblandsの 中 に は 、

Derbyshire,Nottingham Shorpshire
,Staffordshire,Worcestershire,

Warwickshire,Leicestershire,Rutlandshireを 含 ん で い る 。

〔J.U.Nef,TheRiseofBritishCoalIndustry,London,1932,

Vol.1.P.P.19-20よ り作 成 〕

半

の
時
期
に
急
激
な
展
開
を
遂
げ
た
の
も
輸
送
費
の
割
安
で
あ
っ
た

《
s
e
a
-
b
o
r
n
e

。

c
o
a
l

》

⑤

就
中
、
北
東
部
か
ら
産
出
さ
れ
る
石
炭
で
あ
っ
た
。
ω

そ
し
て
、
こ

の
事
情
は
、

そ
の
後
も
輸
送
手
段
が
発
達
す
る
ま
で
は
-

と
り
わ
け
鉄
道
が
普

及
す
る
ま
で
は

1

基
本
的
に
変
化
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

 し
か
し
、
石
炭
需
要
の
急
増
は

一
八
世
紀
末
か
ら
の
運
河
建
設
を
促
し
、
ま
た

輸
送
手
段

の
発
展
は
各
地
で
の
石
炭
資
源
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

一4一



図1石 炭産出地域の分布 〔出典は註(1)参照 〕

、

図で黒 くぬってあるところが炭田。その炭田を含み点線でかこまれている地域が当該炭田の

市場 とする地域であり、たとえば北東部炭田はロンドンを含むイングラン ド南東部沿岸地域

を市場 としていることになる。
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そ

の
結

果
、

北

東

部

が

そ

の
地

理

的

優

位

に

よ

っ
て
保

持

し

て

い
た

市

場

も

、

次

第

に
他

地

域

の
炭

田

に

よ
り

蚕

食

さ

れ

は

じ

め

て

い

た
。

一
九

世

紀

初

頭

に
も

な

る

と

「
タ

イ

ン

川
、

ウ

ィ

ア
川

の
炭
礦

主

達

は
、

自

分

達

が

以
前

と

は

全

く

異

な

な

っ
た
状

況

に

い
る

こ
と

に
気

つ
ぎ

始

め

て

い
た

。

彼

等

は

最

早
、

石

炭
業

を
完

全

に
手

中

に

は

し

て

い
な

か

っ
た
。

自

分

達

の
意

志

で
自

分

達

の
石

炭

価

格

を
固

定

し

販

売

を

規

制

す

る

こ

と

も

最

早

で

き

な

か

っ
た

。

競

争

者

は
、

あ

ち

こ

ち

で

出

現

し

た
。

課

税

を

免

れ

て

い

る

に

よ

っ

て
、

並

び

に
、

今

や

か

な

り

の
取

引

に

な

っ

て

い

る

ウ

ェ
イ

ル

ズ

の

に

よ

っ
て
、

彼

等

が

以
前

に
保

持

し

て

い

た
市

場

か

ら
、

年

々
、

次

第

に
追

い
出

さ

れ

つ

つ
あ

っ
た

」
σ

と

い

わ

れ

る

程

の
状

況

に
北

東

部

は

お

か

れ

て

い
た

の

で

あ
る

。

と

は

い
え

、

い
ま

だ

、

北

東

部

炭

田

が
市

場

と

す

る

広

大

な

地

域

及

び
北

東

部

炭

の
市

場

占

有

率

の
高

さ

は

他

炭

田

を

圧

し

て

い
た

こ
と

に

注

目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

註D

図

1

は
、

た

も

の

で

あ

る

。

か

ら

、
に
縮

小
さ

れ
転
載

さ

れ
て
い
る
も

の
を
複
製

し

③

さ
し

あ
た

り
、

桑

原
莞

爾

稿

「
一
七
、

八
世
紀

の
イ
ギ

リ

ス
石

炭
産
業

史

に
関

す
る
覚

え
書

」

(
『
歴

史

』
〔
東
北

史
学

会

〕
第

二
六
輯
、

一
九
六

三
年

)

一
八

-

一
九

頁
を
参

照
。

④

と
対

比
的

に
使

用
さ

れ
る

。

が
用

い
ら

れ
る
場
合

が

あ
る
。
陸
上

輸

送

〔
↑
↓

水
上

輸

送

〕
に
よ

り
市

場

に
も

た
ら
さ

れ
る
石

炭
を

指

す
。

⑤

註

④
参

照

⑧

「

炭
と

炭
を

く
ら

べ

て

み
る
と
、

一
六

世
紀
半

で
も

一
七

世
紀

末

で
も
、

総
取

引
量

に
お

い
て
は
後
者

が

大

で

あ

る

に
も

拘

わ
ら
ず
、

こ

の

あ
い
だ

の
伸

び
率

を
問
題

と

す

る
か
ぎ

り
、
前

者
は
完

全

に
後
者

を
圧

倒
し

て
お

り
、

な
か

で
も

二

ユ
ー
カ

ス
ル
↓

ロ
ン

ド

ン
石
炭
取

引
量

は
全

く
比
較

に
絶

す

る
拡
大

を

と
げ

て
い
る
…

…

ニ

ュ

カ

ス
ル
↓

ロ
ン
ド

ン
取
引

の
拡

大

こ
そ

は
、

石
炭
業

の

い
わ

ゆ
る

『
爆
発

的
発
達

』
の
波
頭

を
な

す
も

の
で

あ

っ
た
」

(
田
中

豊

治
著

『
イ

ギ
リ

ス

絶
対

王
政
期

の
産
業

構
造

』

〔
岩

波
書

店

、
昭

和

四
三
年

〕
二
六

三
頁
。

Ⅲ

北
東
部
石
炭
産
業
の
展
開

①

中
心
地
域
の
推
移

北
東
部
炭
田
に
お
け
る
石
炭
採
掘
は
極
め
て
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

の
み
な
ら
ず
、
北
東
部
炭
田
の
出
炭
量
は

一
九
世
紀
初
頭
で
も
他
炭
田
を
は
る
か

に
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
北
東
部
炭
田
に
お
け
る
石
炭
採
掘
は

一
定

の

地
域
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
時
期
を
経
る
と
と
も
に
石
炭
採
掘

の
中
心
地
域
も
移
動
し
て
い
た
。
以
下
に
お
い
て
、
我
々
は
北
東
部
地
域
の
炭
層

の
賦
存
状
況
に
関
説
し
つ
つ
、
石
炭
採
掘
の
中
心
地
域
の
推
移
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
し
た
い
・
ω

北
東
部
炭
田
全
体
の
形
状
は
ほ
ぼ
三
角
形
で
あ
っ
た
。

(
以
下

の
説
明
に
お
い

て

は
図
Ⅱ

参

照

。

)

す

な

わ

ち
、

い
わ

ば

ー

図
Ⅱ

で

は

一
番

、

上
方
-

を
三
角
形
の
頂
点
、
-

地
図
Ⅱ

で
は
右
下
-

と

-図
Ⅱ

で
は
左
下

ー

と
を
結
ぶ
線
を
底
辺
と
し
た
三
角

形
に
擬
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
角
形
の
上
部
で
は
炭
層

の
露
頭
が
海
岸
線

近
く
を
走
り
、
三
角
形
の
下
部
に
な
る
に
つ
れ

ー

つ
ま
り
、
ダ
ラ
ム
州
の
方
に

南
下
す
る
に
し
た
が

っ
て
i

炭
層

の
露
頭
は
海
岸
線
を
離
れ
た
と
こ
ろ
を
走

っ

て

い

る
。

す

な

わ

ち

、

タ

イ

ン
川

の
南

部

で
は

と

を

結

ぶ
線

の
西

側

に

炭

層

の
露

頭

は
限

ら

れ

て
お

り

、

し

か
も

そ

の
露

頭

が

あ

る
地

(inland coal)

 (sea-borne coal)

R
obert L

. G
allow

ay, op.cit., p. 457

R
eport of the Selcet C

om
m

ittee on the State

of the C
oal T

rade  ,L
ot J. H

. C
l apham

, A
n E

concm
ic H

istory 

of M
odern B

ritain: T
he E

arly R
ailw

ay A
ge 1820-1850, 2nd

ed.,facing page 236

1830. V
ID

 R
eport ......on the State of the C

aolT
rade, p. 291

W
orkw

orth

H
artlepool

W
oodland Fell

(sea-borne coal)
(land-sale coal)

[4--+
(sea sal a coal))

(sea sale)
(land-sale)

G
ateshead

C
oxhoe



域

は
渓

谷

に

よ

り

深

く

え

ぐ

ら

れ

た
地

域

で

あ
る

。

ま

た
、

ダ

ラ

ム

州
南

東

部

で

は

八

〇

〇

～

九

〇

〇

フ

ィ

ー

ト
に

及

ぶ

こ

と

も

あ
る

マ
グ

ネ

シ

ア
石

灰

岩

層

に

よ

っ
て

炭

層

が

お

お

わ

れ

て

い
る

。
(
図
Ⅱ

で
横

線

が

引

か

れ

て

い

る

地

域

)

ま

た
、

こ

の
炭

田

に
は

タ

イ

ン
川
を

横

切

る

巨

大

な

断

層

「
九

〇

尋

断

層

」
N
i
n
e
t
y

F
a
t
h
o
m
 
D
y
k
e

が

あ

っ
た

こ
と

も

付

言

し

て
お

こ

う

。

以

上

が

北

東

部

炭

田

の
地

質

的

特

徴

の
概

略

で

あ
る

が

、

北

東

部

で

最

初

に

重

要

性

を

帯

び

た

炭

層

は

ハ
イ

・
メ

イ

ン
層
H
i
g
h
 
M
a
i
n
 
S
e
a
mと

い
わ

れ

る

第

一
級

の
家

庭

用

炭

を

産
出

す

る
炭

層

で

あ
る

。

(
北

東

部

炭

田

の
炭

層

に

つ

い

て

の
詳

細

は

表
Ⅱ

参

照

)

そ

れ

故
、

こ

の
炭

層

の
露

頭

が

あ
る

地

域

、

加

え

て

輸

送

の
便

が

よ

い
と

こ

ろ

で

は

活

発

に
採

掘

が

お

こ

な

わ

れ

た

の

で

あ

っ
た

。

「
ヘ

ン
リ

ー

八

世

の

治
世

の
末

〔
つ
ま

り

、

一
六

世

紀
中

葉

〕
に

は

、

ほ

と
ん

ど

の

.
s
h
i
o
'
s
 
c
o
a
l

.

が

河

川

に

近
く
、

ニ

ュ
ー

カ

ス

ル

の
真

向

い

に

あ

る

ウ

ィ

ッ

カ

ム

・
マ
ナ

ー

と

ゲ

イ

ツ

ヘ

ッ
ド

・
マ
ナ

ー
t
h
e
 
m
a
n
o
r
s
 
o
f
 
W
h
i
c
k
a
m

a
n
d
 
G
a
t
e
s
h
e
a
d

内

で

掘

ら

れ

た
炭
礦

か

ら

の
も

の

で

あ

っ
た

」
@

と

言

わ

れ

、

コ

七

世

紀

末

に

は
ダ

ラ

ム
、

ノ

ー

サ

ン
バ

ラ

ン
ド

で
産

出

さ

れ

た
全

石

炭

の
約

三

分

の

二
は

二

ユ
ー

カ

ス

ル
地

域

の
も

の

で

あ

っ
た

」
に

と

述

べ
ら

れ

る
よ

う

に

な

っ
た

の
も

、

も

っ
ぱ

ら

こ

の

ハ

イ

・
メ

イ

ン
層

の
採

掘

に

よ

る

も

の
で

あ
り
、

ハ

イ

・
メ
イ

ン
層

の
露

頭

が

そ

の
流

域

近

辺

に

あ
る

タ

イ

ン
川

流

域

、

就

中

、

二

ユ
ー

カ

ス
ル
地

域

が

北

東

部

に

お

け

る

初

期

の
石

炭
採

掘

の
中

心

地

域

に

な

っ
た

の

で

あ
る

。

一
八

世

紀

に

は

排
水

過

程

に

蒸
気

機

関

が

導

入

さ

れ

、

さ

ら

に

一
七

九

〇

年

代

に

は
捲

揚

過

程

へ
の
蒸

気

機

関

の
導

入

に

よ

る

生

産

体

系

の
決
定

的
変

革

が

お

こ

な

わ

れ

た

が

、
④

こ

れ

ら

の
新

技

術

の
導

入

・
普

及

は

タ

イ

ン

川

流

域

の
石

炭

採

掘

可

能

地

域

を

拡

大

す

る

と

と
も

に
、

他

方

で
ウ

ィ

ア
川

流

域

に

お

け

る

石
炭

採

掘

を

も

進

展

さ

せ

た
。

と

は

い

え
、

依

然

と

し

て
輸

送

手

段

が

未

発

達

な

こ
と

に
制

約

さ

れ
、

北

東

部

に

お

け

る

石

炭

採

掘

は
馬

車

道
w
a
g
g
o
n

w
a
y
s
-

に

よ

る
短

距

離

の
輸

送

で
石

炭

を

船

積

場
s
t
a
i
t
h
s
に

運

び

う

る
地

域

-

通
常
は
、
河
川
の
船
積
場
か
ら
二
～
三

マ
イ
ル
の
地
域
-

に
局
限
さ
れ
て

い

た

の
で

あ

っ
た

・

⑤

ウ

ィ

ア
川

流

域

の
石

炭

採

掘

は

一
七

世

紀

初

頭

よ

り

発

展

を
開

始

し

、

一
八
世

紀

末

に

は

タ

イ

ン
川

流

域

と
な

ら

び
北

東

部

の

二
大

中

心

地

域

と

な

り

つ

つ

あ

っ

た

が
、
⑥

ウ

ィ

ア
川

流

域

で
採

掘

さ

れ

る

炭

層

は

メ

イ

ン
層
M
a
i
n
 
S
e
a
m

フ

ァ
イ

ブ

●
ク

ォ
ー

タ

ー

層
F
i
v
e
 
Q
u
a
r
t
e
r
 
S
e
a
m

で

あ

っ
て
、

タ

イ

ン

川

流

域

の

ハ

イ

・
メ

イ

ン
層

か

ら

出

炭

す

る

石

炭

に

較

べ

て
質

の
劣

る

家

庭

用

炭

で

あ

っ

た
。

し

た

が

っ

て
、

一
九

世

紀

初
頭

で
は

炭

質

の
面

か

ら

し

て
も

依

然

と

し

て
タ

イ

ン
川
流

域

の
炭
礦

が
北

東

部

石

炭
業

の
中

心

を

な

し

て

い
た
。
⑦

し

か

し
、

一
八

二
〇

年
代

に
至

リ

ウ

ィ

ア
川

流

域

と

タ

イ

ン
川

流

域

と

の
立

場

が
逆

転

す

る

こ

と

に

な

っ
た

。

ウ

イ

ァ
川

流

域

の
炭
礦

で
は

メ

イ

ン
層

、

フ

ァ
イ

ブ

・
ク

ォ
ー

タ

ー
層

の
下

層

に

あ
た

る

ハ

ッ
ト

ン
層
H
u
t
t
o
n
 
S
e
a
m
を
採

掘

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

タ

イ

ン
川

流

域

の

ハ
イ

・
メ
イ

ン
層

の
石

炭

と

質

的

に
対

等

な

石

炭

を

手

に

す
る

こ

と
が

で
き

た

。

更

に
ダ

ラ

ム

州
南

東

部

に

あ

る

マ
グ

ネ

シ

ァ
石

灰

岩

層

の
下

に
も

ハ

ッ
ト

ン
層

が

存

在

す

る

こ

と

が

一
八

二
〇

年

代

の
初

頭

に
確

認

さ

れ

た

の
で

あ
る

。

し

か

も
、

こ

の
時

期

に

は

タ

イ

ン
川

流

域

の
炭
礦

で

は

ハ
イ

・
メ

イ

ン
層

が

澗

渇

し

か

か

っ

て

い
た

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

一
八

二

〇

年

代

に

も
な
る
と
北
東
部
炭
田
に
お
け
る
石
炭
採
掘

-

就
中
、
家
庭
用
炭
の
採
掘

ー

の
中
心
地
域
は
ウ
ィ
ァ
川
流
域
の
炭
礦
、
と
り
わ
け
ダ
ラ
ム
州

の
南
東
部

へ
と
移

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
⑱

勿
論
、
産
業
革
命
を
機
に
し
た
石
炭
需
要
構
造
の
変
動
は
北
東
部
地
域
の
石
炭

採
掘
に
も
影
響
を
与
え
て
は
い
た
。
た
と
え
ば
、

一
八
三
〇
年
代
に
は
ボ
イ
ラ
用

炭

。
s
t
e
a
m
 
c
o
a
l

の
需
要
が

「
九
〇
尋
断
層
」
の
北
側
で
の
採
掘
を
促
進
し
、

以

前
に
は
採
掘
す
る
価
値
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
炭
層
に
ま
で
採
掘
が
進
め
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
北
東
部
全
体
に
新
炭
礦

を
群
生
さ
せ
も
し
た
。

し
か
し
な

が
ら
北
東
部
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、

や
は
り
ウ
ィ
ァ
川
東
岸
で
特
に

活
発
に
採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
ン
川
流
域
に
お
け
る

ハ

イ

・
メ
イ
ン
層

の
涸
渇
と
い
う
状
況
は
こ
の
地
域
の
発
展
に
極
め
て
有
利

に
作
用



図Ⅱ 北東 部 炭 田 の地 質

      Arthur E. Smailes, "The Development of the Northumberland —and Durham 
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表Ⅱ 北東部炭田の炭層

タ イ ン 川

Newcastle

の 東 側

炭

層

周
の

距

離

炭 層 名

 The Monkton or 

Hebburn Fell Seam 

The Three  quarter 

Coal 

The High Main 
Coal 

The Metal Coal 

Stone Coal 

The Yard Coal 

Bensham Seam 

Six quarter Coal 

Fire-quarter Coal 

Low Main Coal

未 発 見

同 ヒ

Beaumont Seam

未 発 見

同 ヒ

同 ヒ

同 ヒ

fath.

12

82

50

7

7

10

12

15

4

6

28

地

表

か

ら

の

深

さ

fath.

12

94

124

151

158

148

160

1ア5

179

185

215

炭

層

の

厚

き

fLin.

210

12

60

30

08

50

48

26

28

60

210

Newcastleの 西 側

Tanfield地 域

炭

層
間
の
距
離

炭 層 名

露 頭

Shield Row Seam 

United  and from 
the Five quarter 

Seam 

Brass Thill Seam 

United and from 

the Hutton Seam

LowMain

Harvey's Low Main 

or Bubly Bank Seam

fath

56

12

7

28

7

40

地
表
か

ら
の

深
さ ・

fath

56

48

55

83

40

130

炭

層

の

厚

さ

Ryton,Walbottle

地 域

fLin.

4栂

42

410

66

30

60

炭 層 名

露 頭

同 上

同 上

同 上

同 上

Grand Lease Main 

Coal 

Crow Coal 

Fivequarter Coal

TewnleyMain,

UpperMainor

EngineSeam

StoneCoet,Fiv●

・quarterS●amor

.MalnCoalMein

Unde Fivequarter 
Seam 
The  Threequarter 
Seam 

The Brockwel I 
HorseIy wood or 
Splint Coal Seam

炭

層
間
の

距
離

fath.

11

1・」2

sぢ

22

15

sJ2

4

9

地
表
か
ら
の

深
さ

炭

層

の

厚

さ

fath.

11

2%

25

47

62

6s1/2

69%

ア8%

ft.in.

66

25

58

510

29

54

26

52

ウ ィ ア 川

Chester・le・streetの 東 側

Houton・le・Spring

地 域

炭 層 名

露 頭

Three quarter Coal 

 Five-quarter Coal 

Upper or High 
Main 

Maudlin Coal

未 発 見

Low Main 

Hutton Seam

未 発 見

同 上

BeaumontSeam

未 発 見

同 上

同 上

同 上

炭
層

間
の
距

離

地
表
か
ら
の
深
さ

炭

層

の

厚

さ

fath.

68

14

1112

1112

io12

14

2212

fath.

68

82

9砺

105

11S16

12916

152

fLin.

18

56

60

59

20

59

20

Chester・1e・streetの 西 側

Pe且ton,Beamish

地 域

炭 層 名

露 頭

Shield Row Seam

Fivequarter Seam

Main Coal or 
Brass Thill

Supposed to be 
united and from 
the Hutton  i  eam

LowMain

未 発 見

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

炭
層

間
の
距
離

19

12

10

22

5

地
表
か
ら
の
深
さ

19

2ア

37

59

64

炭

層

の

厚

さ

40

46

47

45

40

ゴ シッ ク体 の炭 層 が1850年 頃 に 北 東部 炭 田 で採掘 が お こなわ れ て いた 炭層 。
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し
、

フ

ァ

ト

フ
ィ

ー

ル

ド

や

ペ

ン

シ

ョ
ウ

の
石

炭

積

込

波

止

場

近
辺

の
旧

来

か

ら

石

炭

採

掘

が

お

こ

な

わ

れ

て

い

た
地

域

に

新

た

な

生

命

を

吹

き

こ
ん

だ

だ

け

に

と

ど

ま

ら

ず
、

レ
イ

ン

ト

ン

、

ピ

ッ
テ

ィ

ン

ク

ト

ン

地

域

に
南

方

へ
と

、

マ
グ

ネ

シ

ア
石

灰

岩

層

の
下

層

の
採

掘

に

東

方

へ
と

地

域

的

に
拡

大

し

採

掘

が

活

発

に
お

こ

な

わ

れ

る

こ
と

と

な

っ
た

。
汐

(
図

Ⅲ

参

照

)

ウ

ィ

ァ
川
流

域

及
び

ダ

ラ

ム

州
南

東

部

に
新

た

に

掘
削

さ

れ

た
炭
礦

群

は
輸

送

手

段

の

整

備

を

促

し

、

新

た
な

馬
車

道

の
建

設

や
港

湾

の
整

備

・
拡

張

あ
る

い

は

新

し

い

港
湾

の

建

設

が

行

な

わ

れ

た

り

し

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

ら

の
輸

送

手

段

の

整

備

、

と

り

わ

け

鉄
道

の
導

入

等

に

よ

っ
て

テ

ィ

ー
ズ

川

流

域

の
炭
礦

も

急

速

に

発
展

し

て
く

る

こ

と

に
な

る

。

註①

以
下

の
論
述

に
関

し

て
は
次

の
論
稿

に
大

き
く
依

拠

し

て
い

る
。

な

お

、

イ
ギ

リ

ス
石

炭
産
業

の
技

術

的
展

開
を

あ

つ
か

っ
た
日
本

語

の
文

献

と

し

て
次

の

論
稿

を

あ
げ

て
お

こ
う
。

阿
部

功
稿

「
石
炭
業

に
お

け
る

『
構

築
物

』
と

『
施
設

』
」
(
『
経
済

論
叢

』

〔
京
都
大

学

〕
第

一
〇

二
巻
第

三
号

〔
一
九
六

八
年

〕
)
、

「
体

系

的
切

羽
と

機
械
採

炭
」

(
『
経
済

論

叢

』

〔
京

都
大

学

〕
第

一
〇

二
巻
第

四
号

〔

}
九
六

八
年

〕
)

⑧

桑
原
莞

爾
、

前
掲

稿
、

一
九
頁

。

タ

イ

ン
川
地

域
か

ら

ウ

ィ
ァ
川
地
域

へ
の
中

心

の

移
行
、

お
よ
び

そ
れ

を
決
定

的

に
し

た

マ
グ

ネ

シ
ァ
石

灰
岩

層

の
下

に
お

け
る

ハ

ッ
ト

ン
層

の
発

見

に

つ
い

て
は

が
詳

し

い
。

②

「
ヴ

エ
ン

ド
」

に

よ

る

規
制

①

「
ヴ

ェ
ン
ド

」

の
成

立

・
展

開

北

東

部

に

お

け

る

石

炭

採

掘

は

そ

の
中

心

地

域

を

移

動

し
な

が

ら

展

開

し

た

。

し

か

し
、

北

東
部

に
お

け

る

石
炭

業

の
展

開

は

単

に
炭

層

等

の
自

然

的

諸

条

件

に

よ

っ

て

の

み
規

定

さ

れ

た
も

の

で
は

な

か

っ
た
。

そ

れ

ど

こ
ろ

か

、

北

東

部

の
石

炭
業

の
展

開

を

特

徴

づ

け

た
も

の
は
、

北

東

部

の
炭
礦

主

達

に
よ

っ
て
形

成

さ

れ

た

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

に

他

な

ら

な

か

っ
た

と

い

う

こ

と

が

で

き

よ

う

。

P

・
M

・
ス

ウ

ィ
ー

ジ
ー

に
先

駆

け

て

こ

の

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

に
関

す

る

詳

細

な

研

究

を

お

こ

な

っ
た

H

・
レ
ヴ

イ

に

よ
れ

ば
、

「
炭

坑

業

で

の
最

初

の
結

合

は

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

北

部

の
炭

坑
所

有

者

に

よ

っ
て

形
成

さ

れ

た

『

二

ユ
ー

カ

ス

ル

・
ヴ

ェ
ン

ド

』
の
名

で
知

ら

れ

る

独

占

組

織

で

あ

っ

て
、

タ

イ

ン
、

テ

ィ

ー

ズ
、

ウ

ィ

ァ
地

方

の
炭

田

と

、

北

東

岸

・

ロ
ン

ド

ン
間

の
石

炭

の

積

送

り

を

支

配

し

て

い

た

。

二

ユ
ー

カ

ス

ル
炭

は

ロ

ン
ド

ン

の
石

炭

取

引

を

独

占

し

て

い

て
、

そ

こ

で

の
供

給

は
単

一
の
販

売

組

織

に

よ

っ

て
お

こ

な

わ

れ

て

い
た

。

こ

の

カ

ル

テ

ル
は

前

世

紀

〔

一
九

世

紀

…

…

引

用

者

〕
の
三

〇
年

代

に

力

の
絶

頂

に
達

し

た

…

…

。

ニ

ュ
ー

カ

ス

ル

・

ヴ

ェ
ン
ド

は

単

な

る

紳

士

協

定

で
は

な

か

っ
た
。

そ

れ

は

規
約

・
組

織

の
き

ち

ん

と

し

た

カ

ル

テ

ル

で
、

価

格
を

設

定

し
、

生

産

割

当

分

を

各

炭

坑

所

有

者

に
振

り

分

け

て
、

そ

の

一
定

の
比

率

を

市

場

に

出

す

こ

と

に

な

っ
て

い
た

」
0

の

で

あ

る

。

そ

し

て
こ

の

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

は

}
七

七

一
年

に
成

立

し
、

そ

れ

以

後
、

断

続

的

に

で

は

あ
る

が

一
八

四

五
年

に
至

る
ま

で

存

続

し
、

北

東

部

の
石

炭

業

を

規

制

し
続

け

た

の

で

あ

っ
た

。

②

「
ヴ

エ
ン

ド

」

が

断

続

的

に

で

は

あ
れ
長

期

に

わ

た

り

存

続

し

た
要

因

に

つ

い

}10「

Fatfield
Penshaw

 R
.  L

.  G
allow

ay, op.cit., p. 447f

R
ainton

Pittington
A

rthur E
.Sm

ailes, op.cit., p. 206

A
uthur E

. Sm
ailes, "T

he D
evelopem

ent of the N
orthum

berland 

and D
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 C
oalfield", T
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agazine, 
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J. U
. N
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て
触

れ

て
お

き

た

い
。

こ

れ

に
関

し

て
、

H

・
レ
ヴ

ィ
は

次

の

二
点

を

あ
げ

て

い

る

。

「
第

一
に
生

産

地

域

は
協

定
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

〔

「
ヴ

ェ
ン
ド

」

の

こ
と

…

…

引

用

者

〕
の
統

一
的

な

プ

ラ

ン
に

よ

っ

て
運

営

さ

れ
、

し

か
も

ア
ウ

ト

サ

イ
ダ

ー

が

実

質

的

な

競

争

を

お

こ
な

っ

て
価

格

を

下
落

さ

せ
、

こ

の
決
定

を

無

駄

に
し

な

い

よ

う

に

す

る

も

の

で
な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ
た

。

第

二

に

ニ

ュ
ー

カ

ス

ル
が

お

山

の
大

将
c
o
c
k
 
o
f
 
t
h
e
 
w
a
l
k

で

あ
る

市

場

、

つ
ま

り

支

配

し

う

る

市

場

、

し

た

が

っ
て
国

内

・
国

外

で

あ
れ

他

の
生

産

者

あ
る

い

は
生

産

者

団

体

が

無

視

し

え

な

い

ほ
ど

の

競

争

を

引

き

起

す

こ

と

は

で

き

な

い
故

に
、

そ

こ

に

お

け

る

価

格

を

決
定

す

る

こ

と
が

で

き

る

市

場

を

見
出

す

こ
と

が
必

要

で

あ

っ
た

。

つ
ま

り
、

そ

の
結
合

は
生

産

の
独

占

と

市

場

の
独

占

に

依

存

し

て

い
た

。
」
俗

た

し

か

に
、

H

・

レ
ヴ

イ
が

主

張

す

る

よ

う

に
、

「
生

産

の
独

占

」

「
市

場

の
独

占

」

こ

そ

は

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

存

続

の
基

盤

で

あ

っ
た

こ

と

は

認

め
ね

ば

な

る

ま

い
。

だ

が
、

こ

れ

だ

け

で

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

存

続

を

説

明

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

す

な

わ

ち
、

北

東

部

が

生

産

を

「
独

占

」
、

市

場

を

「
独
占

」

し

え

た

の

は
、

炭

層

の
賦

存

状

況

、

水

運

の
便

に

よ

る

と

こ

ろ

が

大

き

か

っ
た

の
で

あ
る

。

換

言

す

れ

ば
北

東

部

に

よ

る
市

場

・
生

産

の

「
独

占

」

と

は
、

鉄

道

等

の
輸

送

手

段

が

未

発

達

な
段

階

に

お

け
る

立

地
条

件

の
優

位

に
よ

る

も

の

に
他

な

ら

な

か

っ
た

。

し

た

が

っ
て
、

北

東

部

が

他

地

域

に
先

駆

け

て
石

炭

生

産

を

展

開

す

る

こ
と

が

で
き

た
理

由

、

あ

る

い

は

「
ヴ

エ
ン

ド
」

成

立

の
背

景

に

つ
い

て

は

「
生

産

の
独

占

」

「
市

場

の
独

占

」

か

ら

説

明

し

え

て
も

、

北

東

部

の
炭
礦

主

が
単

な

る

「
紳

士

協

定

」

で

は

な

い

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

に
結

集

し

た

理

由

、

あ

る

い
は
北

東

部

の
炭
礦

主

が

「
ヴ

ェ
ン

ド

」

に
参

加

せ
ざ

る

を

得

な

か

っ
た
要

因

に

つ

い

て
、

そ

れ

ら

は
何

等

積

極

的

に
説

明

す

る

も

の

と

は

い
え

な

い

で

あ

ろ

う
。

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

成

立

の
要

因

に
関

し

て
、

次

の
証

言

に
注

目

し

た

い
。

「
わ

れ

わ

れ

は
炭
礦

を

二
、

三

ケ
月

間

、

あ
る

い
は

十

二

ケ
月

間

停

止

し

て
も

、

巨
大

な

費

用

が

か

か

り

ま

す

。

労

働

者

は
十

二
ケ

月

間

雇

用

さ

れ

て

い
る

の
で

あ
り

、

エ

ン

ジ

ン
は
炭
礦

か

ら

水

を

汲

み
上

げ

ね

ば

な

り

ま

せ
ん

。
」
但

つ
ま

り
、
炭
礦

で
は
出
炭
を
完
全
に
停
止
し
て
も
、
そ
の
炭
礦
を
完
全
に
放
棄
し
な
け
れ
ば
排
水

等
の
維
持
費
の
支
出
は
避
け
ら
れ
な
い
。
加
え
て
、
投
下
資
本
規
模
が
巨
大
で
あ

り
、
価

投
下
資
本
は
土
地
と

一
体
化
さ
れ
処
分
が
困
難
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

投
下
資
本
を
無
に
帰
す
炭
礦

の
放
棄
を
避
け
る
た
め
に
は
、
炭
礦

主
は

一
定
程
度

の
損
失
を
た
と
え
計
上
し
て
も
主
な
費
用
価
格
を
ま
か
な
え
る
限
り
石
炭
の
生
産

・

販
売
を
続
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
に
規
定
さ
れ
、
炭
礦

主
は
価
格

低
落
を
防
ぐ
た
め
に
販
売
競
争
を
制
限
し
、
価
格
の
大
幅
な
変
動
を
避
け
、
価
格

の
維
持
 

し
か
も
可
能
な
限
り

の
高
価
格
の
維
持
ー
ー
を
実
現
す
る
機
構
と
し

て

「
ヴ

ェ
ン
ド
」
の
成
立
を
は
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑯

輸
送
手
段
が
未
発
達

で
、
い
ま
だ
全
面
的
な
炭
田
間

の
競
争
が
生
じ
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
、
別
言
す

れ
ば
北
東
部
が
生
産

・
市
場
を

「
独
占
」
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
段
階
に
お

い
て
、
特
異
な
資
本
構
成
に
も
と
つ
く
経
営
的
要
請
か
ら
、
北
東
部
の
炭
礦
主
は

価
格
調
節
機
構
と
し
て

「
ヴ

ェ
ン
ド
」
を
成
立

・
存
続
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

註①

ヘ
ル

マ
ン

・
レ
ヴ

ィ
著
、

高

橋
哲

雄
訳

『
イ
ギ
リ

ス
と

ド
イ

ツ

ー

類

似
性

と
対

照
性

1
ー

』

(未

来
社

、

一
九

七
四
年

)

六

二
-

六
三
頁

。
但

し
、

地
名
表

記

は
本

論
文

の
表

記
に
改

め
た

。

③

成

立
年

に
関

し

て
、

ハ
モ
ン
ド
夫
妻

の
よ

う

に

一
七

八
六
年

を

あ
げ

る

研
究
者

も

い
る
。

(
C
f
.
J
L
H
a
m
m
o
n
d
 
T
h
e
 
S
k
i
l
l
e
d
 
L
o
n
d
o
u
r
e
r

1
7
6
0
-
1
8
3
2
,
1
9
1
9
,
p
2
4

)

し
か

し
、

一
八

二
〇

年

以
前

の

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の
歴

史
に

つ
い

て
は
、

同

時
代

人

の
示
す

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

の

機
能

し

て

い
た
年
、

し

て
い
な

い
年
が

矛
盾

し

て
い
る

こ
と
な

ど
か

ら
明

確
に

は

し
が
た

い
。

(
C
f
.
P
.
M
.
S
w
e
e
z
y
,
M
o
n
o
p
o
l
y
 
a
n
d
 
C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 
i
n

t
h
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
C
a
o
l
 
T
r
a
d
e
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
M
a
s
s
,
1
9
3
8
,
p
p
3
9
-
4
1

1

)

一
八

二
〇
年

以
後

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

が
全
期

間

に
わ

た

っ
て
、

あ
る

い
は

一

部

の
期

間
、

機
能

し

て

い
な

か

っ
た
年

は
、

一
八

二

一
、

一
八

二
四
、

一
八

二
六
、

一
八

二
九
、

一
八
三

三
、

一
八

三
四
年

で

あ

っ
た
。

I
b
i
d
.
,
p
1
4

)



な

お
、

同
報

告
書
、

五
五
頁

の

の
証

言

も

参
照
。

5

一
八

二
〇
年
代

末

の

の
証
言

に
よ
れ

ば
、

一
坑

の
掘
削

費

用

に
三
万
ポ

ン
ド
以
上

か
か

る
場
合

が

あ
る
と

い
わ
れ

て

い
る

。
彼

の
言

に

よ
れ
ば
炭
礦

の
資
本

投
下

額

は

一
万

～

一
五
万

ポ

ン
ド

で
あ
る

。

北
東

部
炭

田

の
事
情

に
精

通

し

て
い
る

一
匿
名

氏

に
よ
れ

ば
、

一
八
四
〇

年
代

初
頭

に
は
北

東
部

に

お
け

る

一
流

の
炭
礦

と

は
五

〇
万

ポ

ン
ド
、

二
流

の
炭
礦

で

二
〇
万

ポ

ン
ド
、
三

流

で
四
万

か
ら

六
万

ポ

ン
ド
、

八
、
O
O
O
～
二
万

五
、○
O
O

ポ

ン
ド

の
投
下

資
本

で
は
四
流

と

い
わ

れ
た
。

②

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

の
規
制

競
争
を
制
限
し
価
格
調
節
機
構
と
し
て
機
能
し
得
る
た
め
に

「
ヴ

ェ
ン
ド
」
は

如
何
な
る
規
制
方
法
を
と
っ
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
考
察
を
加
え

て
お
き
た
い
。
q

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

の
規
制
方
法
に
関
し
て
は

二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
価
格
と
販
売

量
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

価
格
の
決
定
に
関
し
て
は
、

「
ヴ

エ
ン
ド
」
の
協
定
に
入
る
前
に
最
上
炭
を
産

出
す
る
炭
礦

主
が
販
売
価
格
を
指
定
し
、
次
に
そ
れ
以
下

の
炭
質
の
産
出
者
が
順

次
、
決
定
し
た
と
い
う
。@

「
我
々
は
価
格
を
規
制
し
な
い
。
我
々
は
そ
れ
を
炭

礦
主
自
身
に
ま
か
せ
る
」
⑤

と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
れ
は
石
炭

の
需
要
が

主
に
家
庭
用
炭
を
中
心
に
し
て
発
達
し
、
炭
質
に
よ

っ
て
価
格
の
序
列
が
社
会
的

に
定

ま

っ
て

い

た

こ
と

に
よ

る

の

で

あ
る

。

し

た

が

っ
て
、

こ

の
価

格

決

定

に
関

し

て
は

「
ヴ

ェ

ン
ド

」

内

部

で
問

題

と

な

る

こ
と

は

あ
ま

り

な

か

っ
た
と

い
わ

れ

る
。

勿

論

、

価

格

の
決
定

は

全

く

無

条

件

で

な

さ

れ

た

の
で

は
な

か

っ
た

。

他

地

域

か

ら

の
石

炭

が

市

場

に
流

入

す

る

限

界

に

ま

で
炭

価

を

高

く

維

持

し

て

お

く

よ

う

に
考

え

ら

れ

て
お

り
、
④

も

し
価

格

の
設

定

が

高

す
ぎ

て

他

地

域

か

ら

の
競

争

⑤

が
生

じ

る

よ

う

で

あ
れ

ば

訂

正

さ

れ

る

こ

と

に
な

っ
た

の
で

あ
る

。

販
売
量

の
調
整
は
、
最
初
に
各
炭
礦

間
の
販
売
量

の
相
対
的
比
率
を
固
定
し
て

お
き
、
こ
の
比
率
を
崩
さ
ず
に
ー

こ
の
比
率
に
応
じ
て
総
販
売
量
を
分
配
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
i

現
実
の
市
場
変
動
を
考
慮
に
い
れ
な
が
ら
販
売
す
る
絶
対
量

を

決
定

し

て

い
く

と

い
う

極

め

て

巧
妙

な

方

策

が

と

ら

れ

て

い
た

。

一
八

二

九
年

以

降

に

な

る

と

各
炭
礦

を

査

定

し
、

そ

の
生

産

能

力

、

炭

質

等

々

が

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

を
実

際

に

機

能

さ

せ

て

い
る

に
報

告

さ

れ
、

そ

の
報

告

に
基

づ

き

相

対

的

な

販

売

量

が
各
炭
礦

に

割

り

当

て
ら

れ

た

が
、

こ

の
炭
礦

に

割

り

当

て

ら

れ

た
相

対

的

販

売

量

が

《
げ
霧
凶ω
》

と

呼

ば

れ

た
も

の

で

あ
る

。

勿

論

、

の
決
定

に

異

議

が

あ

っ
た

場
合

に

は

「
仲

裁

者

」

が
任

命

さ

れ
、

彼

等

の
決

定

に

よ

り

最

終

的

に
決

定

さ

れ

た

。
⑯

こ

の

を

基
準

と

し

て
現

実

の
販

売

量

が

決
定

さ

れ

た

の
で

あ
り
、

市

場

の
動

向

に
留

意

し

な

が

ら

が

二
週

間

に

一
度

ず

つ
、

に
対

す

る

一
定

の
割

合

を

表

示

す

る

を

「
ヴ

エ
ン

ド
」

加

盟

の
全
炭
礦

に

一
律

に
指

示

し

た

。

そ

の
指

示

に
基

づ

き

各

炭
礦

は

二
週

間

以
内

に

《
O
O
ヨ
ヨ
一一け
①
①
》
に

よ
り

許

さ

れ

た

だ

け

の
石

炭

を

販

売

す

る

の

で

あ

る
。

P

・
M

・
ス

ウ

ィ

ー

ジ

ー

が
例

を

あ
げ

て
説

明

し

て

い
る

の

で
引

用

し

て

お

こ

う

。

「
A

氏

が

五

万

二

ユ
ー
カ

ス

ル

・
チ

ョ
ー

ル
ド

ロ
ン

の

を

割

り

当

て

ら

れ

て

い
る

。

が

月

の
初

め

に
集

ま

り
、

次

の

二

週

間

の

は

一
、
O
O
O

に

つ
き

二
五

と

決

定

す

る

。
こ

の

こ
と

は
、

そ

の
期

間
内

に

A

氏

は

自

分

の

の

一
、
○

○

○

に

二

五

チ

ョ
ー

ル

ド

ロ
ン
、

つ
ま

り
計

一
、
二
五

〇

チ

ョ
ー
ル
ド

ロ

ン
を

販

売

し

う

る

と

い
う

こ

と

「
13一
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を
意

味

す

る

。

《
b
a
s
i
s

》

が

一
万

チ

ョ
ー

ル
ド

ロ
ン

の

B

氏

な

ら

ば

二
五

〇

チ

ョ
ー

ル
ド

ロ
ン

の
販

売

だ

け

が
同

じ

期

間

に
許

さ

れ

る

だ

ろ

う

。

等

々
。
」
σ

こ

の

《
b
a
s
i
s

》

と

《
i
s
s
u
e
s

》
と

を
組

合

わ

せ

る

こ
と

に

よ

っ

て

「
ヴ

エ
ン

ド
」

は
各
炭
礦

間

の
均

衡

を

協

定

に

入

っ
た

時

の
状

態

に
保

持

す

る

一
方

、

市

場

の
動

向

を

み
き

わ

め

つ
つ
価

格

維
持

を
達

成

し

よ

う

と

し

た

の
で

あ

っ
た

。

註①

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

の
規
制

に
関

し

て
は
、

既

に
H

・
レ
ヴ

ィ
、

P

・
M

・

ス
ウ

イ
!
ジ

ー

の
研

究

に
よ

っ
て

一
応
、
紹

介
さ

れ

て

い
る

の

で
、

こ

こ

で
は
本
論
文

に
関

係

す

る
限

り

で
そ

の
概
要

を
説

明

す

る
に
と

ど
め

て
お

き

た

い
。

鋤

「
諸
君

が
利

益

の

あ
が
る
と

考

え
る
価

格
を
北

〔
東

〕
部

で
固
定

す

る

の
は
ど

う

い

っ
た
原

理

に
よ

っ
て
で

あ
る

か

～

i

我

々
は

(
現
在

で
は

ウ

ィ
ア
川
か

ら
船

積

み
し

て

い
る
)

最
上

炭

の
所

有

者
を
協
定

に
入

る
前

に
呼
び
、

彼
等

が
自

分

の
石
炭

を
販
売

す

る
予
定

の
価
格

を
述

べ
さ

せ

る
。

他

の
石
炭

所
有

者

が
自
分

の
石

炭
を

販
売

す

る
価

格
を

述

べ
る

こ
と

が

で

き

る

よ
う

に
す

る
た
め

に
、

そ
う
す

る

こ
と
が
必

要
な

の
で

あ
る
。

」

〔
1
8
3
6
(
5
0
2
)
X
I"
R
e
p
o
r
t
…
o
n
 
t
h
e
 
S
t
a
t
e
 
o
f
 
t
h
e
 
C
o
a
l
 
T
r
a
d
e
,

Q
1
4

I
b
i
d
Q
1
5

I
b
i
d
,
Q
Q
.
1
2
2
.
1
4
2
&
1
4
3

5

「
一
八

二
八
年

に
固
定

さ

れ
た
価

格

は
大

層
、

高

か

っ
た

の
で

た
だ

ち

に
競
争

を

ひ
き
お

こ
し

た
。

す
な

わ

ち
、

独
占

た
り

え
な

い
こ
と
が

す

ぐ

わ
か

っ
た
。

ヨ
ー
ク

シ

ャ
ー
、

ス

コ

ッ
ト
ラ

ン
ド
そ

れ

に
ミ

ッ
ド

ラ

ン
ド

諸

州
か

ら

の
競
争

を
ま

ね

い
た
。

そ

の
結

果
、
競

争

の
帰

結

と
し

て
石
炭

の
価
格

を
下

げ
ざ

る
を
得

な

か

っ
た
」
I
b
i
d
 
Q
1
2
4

I
b
i
d
 
Q
Q
6
3
7
&
6
3
8

㈲
P
M
S
w
e
e
z
y
,
o
p
 
c
i
t
 
p
6
1
な

お

、

チ

ョ
ー

ル

ド

ロ

ン
c
h
a
l
d
r
o
n

は

、

石

炭

の

「
量

」

を

計

る
単

位

で

、

二

ユ
ー

カ

ス

ル

・
チ

ョ
ー

ル
ド

ロ

ン

と

ロ

ン

ド

ン

.
チ

ョ
ー

ル

ド

ロ

ン

の

二
種

類

が

あ

る

。

本

論

文

で

は

特

に

こ

と

わ

ら

な

い
限

り

前

者

で

あ

る

。

W

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
炭
礦
経
営

我
々
は
イ
ギ
リ
ス
石
炭
産
業
、
及
び
北
東
部
石
炭
産
業
の
展
開
や

「
ヴ

エ
ン
ど

の
規
制
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
前
提
と
し
て
、

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
炭
礦

-

後
述
す
る
よ
う
に
北
東
部
の
大
炭
礦

1

と
い
う
個
別
経
営
を
対
象
と
し
て

考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
だ
が
、

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
の
炭
礦
経
営
全
般

に

わ
た

っ
て
論
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
に
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
が
如
何
な
る
事
情

で
北
東
部
の
石
炭
産
業
と
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
な

さ
れ
、
次
い
で
既
に
論
及
し
た
北
東
部
に
お
け
る
石
炭
産
業

の
展
開
の
中
で
彼
の

炭
礦

が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
経
営
の
展
開

の
結
果
と
し
て
、
経
営
状
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
が
後
の
論
旨
と
関
連
す

る
限
り
で
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

①

参
入
事
情

も
と
も
と

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
自
身
は
格
別
、
石
炭
産
業

-

就
中
、
北
東
部
石

炭
産
業
-

に
関
係
が
深
い
人
物
と
い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

石

炭

産

業

と

は

全

く

無

縁

と

も

い
う

べ
き

人

物

で

あ

っ
た

。

そ

の
彼

が
炭
礦

経

営

と

関

係

を

も

つ
に

い
た

っ
た

の

は
ダ

ラ

ム

州

の
旧

家

の
娘
、

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ア
ン

・

エ
ミ

リ

・
ヴ

ェ
イ

ン

・
テ

ン

ペ

ス

ト
F
r
a
n
c
e
s
 
A
n
n
e
 
E
m
i
l
y
 
V
a
n
e
-
T
e
m
p
e
s
t

ω

〔

一
八

〇

〇
-

六

五

〕

(
以

下

、

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ア

ン
と

略

記

)

と

一
八

一
九
年

に

結

婚

し

た

こ

と

に

よ

る

も

の

で

あ

る
。

と

い
う

の
は

フ
ラ

ン

シ
ス

・
ア

ン
は
ヴ

エ
イ

ン

・
テ

ン

ペ

ス

ト
家

の
炭
礦

を

相

続

し

た
女

性

で

あ

っ
た

か

ら

で

あ
る
。

彼

女

の
家

系

の

一
つ

で

あ
る

ヴ

ェ
イ

ン
家

は

石

炭

産

業

史
上

、
著

名

な

「
グ

ラ
ン
ド

・



リ

ー

ス
」

に

関
与

す

る

な

ど

早

く

か

ら

石

炭
業

と

の
関

係

が

あ

っ
た

。

ま

た

}
方

の

テ

ン
ペ

ス

ト
家

も

一
八

世

紀

初

頭

に

は

「

と

ダ

ラ
ム

市

と

の
間

の
地

域
、

様

々

の
時

期

に

お

い

て
、

や

近
隣

の
場

所

を

含

む

価
」

地

域

ー

本

論

文
Ⅲ

1

ω

で
述

べ
た

如

く

、

タ

イ

ン
川
流

域

で

ハ
イ

・
メ
イ

ン
層

が
澗

渇
す
る
に
と
も
な
い
北
東
部
に
お
け
る
石
炭
採
掘
の
中
心
と
な
る
地
域

-

に
お

い

て
石

炭
採

掘

を

お

こ
な

う

よ

う

に

な

っ
た

。

し

か

も

コ

七

五

八

年

に

は

テ

ン

ペ

ス

ト
家

は

ウ

ィ

ァ
川

で

二
万

八

六

六

チ

ョ
ー

ル

ド

ロ

ン
…

…

(
す

な

わ

ち

)

五

万

五

〇

〇

〇

ト

ン

以
上

の
石

炭

を

船

積

し

て

い

た

」
⑭

と

い
わ

れ

る

程

の

規
模

で

も

あ

っ
た

。

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ア

ン

の
父

が

ヴ

ェ
イ

ン

・
テ

ン

ペ

ス

ト
と

い

う
姓

を
名

乗

り

、

こ

の
ヴ

ェ
イ

ン
家

、

テ

ン

ペ

ス

ト
家

両

家

の
炭
礦

を

含

む

財

産

を

相

続

し
、

後

に

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ア

ン
が
相

続

し

た
。

彼

女

は

当
時

の

イ

ン
グ

ラ

ン

ド

に

お

け

る

最

も

巨

額

な

財

産

を

相

続

す

る

女

性

の

一
人

で

あ

っ
た

。
価

の

み

な

ら

ず

「
ナ

ポ

レ
オ

ン
戦

争

が

終

わ

っ
た

時

に

は

〔
ヴ

ェ
イ

ン

・

〕
テ

ン

ペ

ス
ト
家

の

炭
礦

は

既

に

サ

ン
ダ

ー

ラ

ン
ド

か

ら

〔
年

〕
約

二

五

万

ト

ン

の
石

炭

を

船

積

し

て

い
た

。

こ

の
総

船

積

量

を
凌

駕

す

る

企

業

は

な

く
、

た

だ

ラ
ム

プ

ト

ン
家

の
炭
礦

だ

け

が

こ

れ

に

匹

敵

す

る
量

を
船

積

し

て

い
た

」
⑥

と

い
わ

れ

る

程

の
炭
礦

を

も

そ

の
財

産

の
中

に

含

ん

で

い
た

の

で

あ
る

。

し

か

も

、

そ

れ

ら

の
炭
礦

は

ま

さ

に
北

東

部

に

お

け

る

石

炭

採

掘

の
中

心

地

域

と

な

る

地

に

あ

っ
た

こ

と

を

考

え

れ

ば

、

北

東

部

石

炭

産
業

に
大

き

な

位

置

を

占

め

る

こ
と

に

な

る

こ

と

が

わ

か

ろ
う

。

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

は

こ

の

フ

ラ
ン

シ

ス

・
ア

ン
と

の
婚

姻

に

よ

り

単

に
炭
礦

主

と

し

て

で

は
な

く
、

北

東

部

に

お

け

る

屈
指

の
大
炭
礦

主

と

し

て

石

炭
業

と

関

わ

り

を

も

つ
こ

と

に

な

っ
た

の

で

あ

る

。

註①

彼
女

の
伝
記

が
、
第

七
代

ロ
ン
ド

ン
デ
リ
侯

夫
人

に
よ

り
書

か

れ

て

い

②

「
ゲ
イ

ツ

ヘ
ッ
ド
と

ウ

ィ

ッ
カ

ム
の
両

地
域

に
お

け

る
鉱
山

の
リ
ー

ス

が

こ

の

世

紀

〔

一
六

世

紀

〕
の
後

半

に
な

さ

れ
た

こ
と

は
、

タ

イ

ン
川

地
域

の
石

炭
業

の
歴

史

に
お

い
て

}
つ
の
画

期
を
な

す

と

い

っ
て
よ

か

ろ

う

。

そ
の
重

要
性

か
ら

、

そ

の
リ
ー

ス
は

『
グ

ラ

ン
ド

・
リ
ー

ス

』
と

い

う
名

を

う

る
こ
と

に
な

っ
た
。

そ
の
リ

ー

ス
は
次

第

に

ニ

ュ
ー

カ

ス

ル
市

が
所
有

す
る

こ
と

に
な
り
、

タ

イ
ン
川
流

域
に

お
け
る

石
炭
生

産

の
巨
大

な
独

占

の
中
核

を
形

成
し

た
」

な

お

を
参

照
。

ま
た
、

田
中

豊
治

は
次

の
よ
う
に
把

握
さ

れ

る
。

「
グ

ラ
ン
ド

・
リ
ー

ス
」

は

「
『
都

市

』
商
人

層

が
獲
得

し
た

炭
鉱

群

の

『
最
上

の
獲
物

』
で

あ
る
と

と
も

に
、
北
部

石
炭
業

地

域

に
成

立
し
た

彼
ら

の
『
巨
大
な
独
占

の
中
核

』

と
も

い
わ
れ
、

…

…
こ

の
時

期

以
降
、

石

炭
業

を

め
ぐ

る
新

た
な

る
経
済

的

な

い
し
政

治
的
抗

争

の
焦
点

を
、

ま

さ

に
全

機

構
的

な
意
味

で
形
づ
く

る

こ
と
に
な

る

の
で

あ

っ
た
。

…
…

『
グ

ラ

ン
ド

・
リ

ー

ス

』
の
成

立

に

よ

っ
て
、

ダ

ー

ラ
ム
司
教

の
石
炭
業

支
配

は
完

全

に
崩

壊
し
、

『
都
市

』

商
人

層
-

こ

の
ば

あ

い
と
く

に

二

ユ
ー
カ
ー

ス
ル

の
そ
れ
-

に
た

い

す

る
敗

北

は
決
定

的

と
な

っ
た

と

い
わ

ね
ば
な

ら
な

い
。

」

(
田
中
豊

治
、

前

掲
書

、
二
一

三
ー
二
一

四

頁
)
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②
炭
礦

経

営

の
拡

大

①

新

坑

の

掘
削

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

は

一
躍

に

し

て
北

東

部

に

お

け

る

屈

指

の
大
炭
礦

主

と

な

っ

た

の
で

あ
る

が

、

そ

の
炭
礦

が

け

っ
し

て
行

き

届

い

た
管

理

の
下

に

あ

っ
た

わ

け

で

は

な

か

っ
た

。

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ア

ン
に

よ

れ

ば

「
私

が
未

成
年

で

あ

っ
た

こ

ろ

に

は

す

べ

て
が

荒

れ

は

て

て

お

り

放

置

さ

れ

て

い

た

」
0

と

い
わ

れ

る

程

だ

っ
た

の

で

あ
る
。

し

た
が

っ

て
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

は

婚

姻

直

後

、

北

東

部

に

赴

き

新

た

な

管

理

人

を

任

命

す

る

こ
と

で
所

領

・
炭
礦

の
整

備

を

は

か

っ
た

が

、
炭
礦

に

・

は

既

に

名

声

が

高

く
当

代

一
流

の
礦
山

監

督
C
o
a
l
 
V
i
w
e
r
で

あ
る

ジ

ョ
ン

・

パ

ド

ル
J
o
h
n
 
B
u
d
d
l
e
を

迎

え
整

備

・
拡

充

を

精

力

的

に

お

こ
な

っ
た

。

②

或

る
炭
礦

が

一
定

の
出

炭

能

力
を

維

持

す

る

に

と

ど

ま

ら
ず

、

そ

の
拡

大

を

は

か

る

と

す

れ
ば

新

坑

の
掘

削

が

お

こ
な

わ

れ

る

と

考

え

て
よ

い
が

、
⑤

一
八

二
〇

年

代

か

ら

三

〇

年

代

中

頃

ま

で

に

ロ
ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

で

の
出

炭

能

力

増
大

に
関

係

あ

る
事

実

を
年

表

式

に

示

し
た

の
が
表

皿

で

あ

り

、
A
l
e
x
a
n
d
r
i
a

P
i
t
t
,
L
o
n
d
o
n
d
e
r
r
y
 
P
i
t
,
B
u
d
d
l
e
 
P
i
t
,
A
d
o
l
p
h
u
s
 
P
i
t

D
o
r
 
W
h
i
t
f
i
e
l
d
 
P
i
t
,
N
e
w
 
D
 
P
i
t

の
七
坑
と
B
r
o
o
m
s
i
d
e
 
c
o
l
l
i
e
r
y

が

新
た
に
掘
削
さ
れ
て
い
る
。
価

一
八
四
〇
年
代
前
半

の
資
料
に
よ
れ
ば
ロ
ン
ド
ン

デ
リ
侯
単
独
で
所
有
す
る
坑
p
i
t

の
数

は
一
三

で
あ
り
、
B
r
o
o
m
s
i
d
e
 
c
o
l
l
i
e
r
y

を
除
い
て
も
そ
の
過
半
数

に
あ
た
る
七
坑
が
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て

掘
削
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
時
期

に
彼

の
炭
礦
で
は
如
何
に
精
力
的

に
新
坑
が
掘
削
さ
れ
た
か
が
窺
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら

の
炭
坑
群
が
全
面

的
に
生
産
を
開
始
す
る
三
〇
年
代
以
降
、

彼
の
炭
礦

で
は
出
炭
能
力
が
激
増
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
新
坑

の
掘
削
は
旧
坑
で
の
掘
進

と
相
侯

っ
て
短
期

・
長
期
の
再
生
産

の
条

件
を
具
備
さ
せ
る
が
、
炭
礦

経
営
が
本

来
不
安
定
な
要
因
を
内
包
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
坑
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

⑦

っ
て
彼
の
経
営
が
安
定
化
の
方
向
に
向
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

表 Ⅲ ロ ン ドンデ リ侯 の炭礦 にお け る掘 削状 況

**P
ittingtonCollieryでFiveQuarterSeamの 下 か ら、MainCoalSeamま で の

掘 進 が 始 ま る 。
1820年

PittingtonCollieryでHigMain*か らMaudlrnSeam*ま で の 試 錐 が 始 ま る。

No「tPittingtonCollie「yのAdolphusPitで 、 坑 底 よ り試 錐 が お こ な わ れ 、Three

Quarter*とFiveQuarter*を 確 認 。

RaintonCollieryのNorthPitでLowMainSeamよ り試 錐 が お こ な わ れ 、

H・tt・nSeam*を 確 認 。

1821年

RaintonCollieryでAlexandriaPitの 掘 進 作 業 が10月22日 に 始 ま り、Hutton

Seam*に 着 炭 し、1824年8月4日 に 作 業 完 了 。

1823年

この年 の夏 にLetchPitが 掘 削 され る。1824年

1826年NortPittingtonC・llieryでLondonderryPitの 掘 削 が4月3日 に始 ま り、Hutton

Seam*に 着 炭 し 、1828年6月19日 に掘 削 作 業 を 完 了 。

こ の 頃BuddlePit,AdolphusPitが 掘 削 さ れ る 。

PenshawCollieryでD・rWhitfieldPitの 掘 削 が10月30日 に 始 ま り、Hutton

Seamま で 掘 削 さ れ た 。

1830年

亀

PenshawC・11ieryでnewDPitの 掘 削 が 始 ま り、HuttonSeam*ま で な され

た 。

1831年

1850年 代 中 期 にBroomsideCollieryが 掘 削 さ れ る 。

〔出 典 は註④ 参 照、)*は 炭 層 名 で あ る。



註
引

用

さ

れ

た

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ア

ン

の

日

記

の
中

の

言

葉

。

・本

書

に

最
初

は
ジ

ョ

ン

・
パ
ド

ル
だ
け

で
な

く
、
』
」
く
⑦
m
o
コ

と

一
緒

で

あ

っ
た

が
、

ほ
ど
な

く

パ
ド

ル

一
人

と
な

っ
た
よ

う

に
思
わ

れ

る
。
礦

山

監
督

に

つ
い
て

は
パ
ド

ル
自

身

の
次

の
返
答

を

み
よ
。

「
礦
山
監

督
と

し

て
あ
な

た
が

す
る

こ
と

に
な

っ
て
い
る

の
は
ど
ん

な

こ
と

で
す

か
2
炭
礦

の
採

掘
、

操
業

の

部

面

に
関
す

る

あ
ら

ゆ
る

こ
と

で
す

。

…
…

あ
な

た
は
炭
礦

の
経

営

に

つ

い
て
も

意

見
を
出

す

の
で
す
か

P

ー

そ
う

で
す
。
採

掘

に
関

し

て
も

で

す
か

P
l

そ
う

で
す
。

」

ジ

ョ
ン

・
パ
ド

ル
は
北

東

部

に

お
け
る
採

炭
方

式

に
通
気

法

の
パ
ネ

ル
式

採
炭

法
を
導

入

し
、
改

良

を
も

お

こ
な

っ
た

極

め

て
有
能

な

技
術
者

で

あ
り
、

後

に

「
石

炭
業

の
王
」

と
ま

で

い
わ

れ

た
人

物

で

あ

っ
た
。

③

隅

谷
三
喜

男
著

『
日
本

石
炭

産
業

分

析

』

(岩

波
書

店
、

昭
和

四
三
年

)

四
四

七
頁
。

④

表
Ⅲ
は
前
掲
の

の
他

、

と

及
び

に
よ
り
推
定

し
た
も

の

で

あ
る
。

さ

し

あ
た
り
問
題

と

な
る

炭
層

に

つ
い

て
は
表
Ⅱ

参

照

の
こ
と
。

樹

こ
こ

で

と

の
用
法

に

つ
い

て
触

れ

て
お

こ
う
。

「
我

々

は
…
…

と

と

を
区
別

す
る

こ
と

が
重

要

で

あ

る

と
述

べ

て
き

た
。

は
多

く

の

を
含

み
う

る

の
で

あ

る
。
」

旦

し

、

{

の
場
合

が

あ
る
た

め
か
、

厳
密

に
使

い
わ

け
ら

れ

て
い
る

と
は
限

ら
な

い
。

一
応
、

資
料

の
原
語

の
ま
ま

あ
げ

た
。

な
お

同
資
料

で

ロ
ン
ド

ン

デ
リ
侯

の

炭
礦

に

つ
ぐ

坑
数

を
も

つ
も

の
が
、

八

な

い
し
九

で

あ
り
、

そ

れ
ら
を

除

く
と

ほ
と
ん

ど
が

二
～
三
坑

し
か

も

た
な

い
炭
礦

で

あ

っ
た
。

こ
の

こ
と

か
ら

も
彼

の
炭
礦

が
北

東
部

の
大
炭
礦

で

あ

っ
た

こ
と
が

窺

え
よ
う

。

⑨

隅

谷

三
喜

男
、

前

掲
書
、

四
四

七
頁

。

は

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

に

つ
い
て

こ
の
点
を

強
調

し

て

い
る
。

②

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

築

港

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯

が

結

婚

し

た

当

時
、

彼

の
炭
礦

で

は

「
石

炭

は

に

あ
る

ウ

ィ

ア
川

河

畔

の

に
ま

で

運
ば

れ
、

そ

こ
か

ら
川
?

冨
①
一ω

、

す

な

わ

ち

平

底

船

で

〔
ウ

イ

ア

〕
川

を

サ

ン

ダ

ー

ラ

ン

ド

ま

で
下

り
、

そ

こ

で

船

積

さ

れ
」
"

て

い

た

の
で

あ
る

が

、

こ

の

よ

う
な

石

炭

輸

送

方

法

は

彼

の
炭
礦

で
出

炭

能

力

が

増

大

す

る

に

つ
れ

、

経

営

上

の
問

題

と

し

て

意

識

さ

れ

ざ

る
を

得

な

く

な

っ
た

。

彼

の
炭
礦

で

は

石

炭

を

地

域

外

へ
搬
出

す

る

た

め

に

炭

車

か

ら

川
鵬

、

川
鵬

か

ら

船

舶

へ
と

二

回

は

積

み
換

え
を

し
な

け

れ

ば

な

ら

ず
、

加

え

て
川
?

の
輸

送
能

力

が

小

さ

く

、

産

炭
量

の
増

加

が
川
?

に

よ

る
輸

送

費

ば

か

り
か

サ

ン
ダ

ー

ラ

ン
ド

で

の

ド

ッ
ク
使

用

料

を
増

大

さ

せ
た

の

で
、

石
炭

積

込

波

止

場

か

ら

サ

ン
ダ

ー

ラ

ン

ド
ま

で

の
輸

送

が

問

題

と

な

っ
た

の

で

あ

る

。

こ

の
輸

送

問

題

に
解

決

を

与

え

た

の
が

シ
ー

ア
ム

・
ハ
ー

バ

ー

の
築

港

で

あ

り
、

こ

の

シ

ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ
ー

と

炭

坑

を

結

ぶ
鉄

道

の
建

設

で

あ

っ
た

。

ロ
ン

ド

ン

デ

リ
侯

は

シ
ー

ア

ム

・
マ
ナ

ー
を

一
八

二

一
年

の
競

売

で

六
、
三
〇
〇

ポ

ン
ド

で
入

手

し

、
@

ウ

ィ

リ

ァ
ム

・
チ

ャ

ッ
プ

マ

ン

の
指

揮

に

よ

り

{
八

二
八

年

よ

り

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

の
築

港

に

着

手

し

た

。
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と

同

時

に

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

の
保

持

す

る

炭

鉱

で

あ
る
R
a
i
n
t
o
n
 
c
o
l
l
i
e
r
y
,

P
i
t
t
i
n
g
t
o
n
 
c
o
l
l
i
e
r
y

か

ら

産

出

す

る

石

炭

を

運

ぶ

た

め

に

シ

ー

ア

ム
と

レ
イ

ン

ト

ン
と

の
間

の
鉄

道

敷

設

も

始

め
ら

れ

た
。
β

一
八

三

一
年

に

ノ
ー

ス

・
ド

ッ
ク

N
o
r
t
h
 
D
o
c
k

が

完
成

す

る

こ

と

で
、

石

炭
積

出

港

と
し

て

シ

ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー
は

機
能

し
始

め

た

が
、
㈲

シ
ー

ア

ム

・
ハ

ー

バ

ー

が

そ

の
姿

容

を

整

え

た

の

は

一
八

三

五
年

に

お

け

る

サ

ウ

ス

・
ハ
ー

バ

ー
S
o
u
t
h
 
H
a
r
b
o
u
rの
完

成

に

よ

っ
て

で

あ

っ
た
。
価

更

に

「
サ

ン
ダ

ー

ラ

ン

ド

を
す

た

れ

さ

せ

る

だ

ろ

う

」
⑯

と

ま

で

い
わ

れ

た

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

の
拡

張

が

一
八

四

四
年

に

始

ま

り

⑦

一
八

四

五

年

一
月

末

に

完

成

し

た
。

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

は

炭

坑

と

鉄
道

に

よ

っ
て
結

ば

れ

る

こ

と

で
、

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

に

お

け

る
石

炭

積

出

港

と

し

て

の
機

能

を

果

し

た

が
、

こ

の
港

は
他
炭
礦

の
石

炭

船

積

み

に
も

利

用

さ

れ

た

。

例

え
ば

、

一
八

三

三

年

に

は S
o
u
t
h
 
H
e
t
t
o
n
 
c
o
l
l
i
e
r
y

一
八

三

五
年

に

は
H
a
s
w
e
l
l
 
c
o
l
l
i
e
r
y

が

シ

ー

ア
ム

・

ハ
ー

バ
ー

よ

り
石

炭
を

船

積

み
し

て

い

る
。
⑱

既

に

、

本

論

文

の

皿

ー

①

で
述

べ

た

如

く

一
八

二
〇

年

代

に

は
、

ダ

ラ

ム
州

南

東

部

に

あ
る

マ
グ

ネ

シ

ァ
石

灰

岩

層

の
下

層

に

あ
る

石

炭

の
採

掘

が

お

こ
な

わ
れ

る

よ

う

に

な

っ
て
お

り
、

そ

の
地

域

に

立

地

す

る
炭
礦

に

と

っ

て

シ

ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

は

石

炭

積

出

港

と

し

て
絶

好

の
位

置

に

あ

っ
た
。

こ

の
た

め

シ

ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

の
開

港

は

た

だ

単

に

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

経

営

に
便

益

を

与

え

た

に

と

ど

ま

ら

ず

、

他
炭
礦

に

も
多

大

の
便

益

を

も

た

ら

し

た

。

こ

の

こ

と

は

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

に

お

け

る

石

炭

の
船

積

み
を

増

加

さ

せ
、

そ

れ

に

よ

っ
て

シ

ー

ア
ム

・
ハ
ー

バ

ー
使

用

に

よ

る
収

入

を

ロ
ン

ド

ン

デ

リ

侯

の
経

営

に
も

た
ら

す

こ

と

に

も

な

っ
た

。

(
表

Ⅳ

参

照

)

②
ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯

が

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

の
築

港

に

着

手

し

た
当

時

は

自

由

に

処

分

で
き

る

現

金

が

僅

か

一
、
五
〇
〇
ポ

ン
ド

で

あ

っ
た

と

い

わ

れ
、

借

入

金

の

意

義

の
極

め

て
高

い

こ

と

が
主

張

さ

れ

て
き

た

が

、
qO

借

入

金

の
意

義

を
余

り

に

高

く

評

価

す

る

こ

と

に

は

疑

問

が

残

ろ

う

。

図

W

に
よ

れ

ば

一
八

四

五

年

ま

で

の

表 Ⅳ シ ー アム ・ハ ーバ ーの収入 ・費 用 ・利益 の動 向
(出 典 は註(9)参照)

益利
用

利 子 支 払維 持 費
入収年

£sd

525167

sd££sd

OOO

£sd

52516718ろ0

2,1441701,087005,2511701

4,2141112,975007,1871112

5,6651955,5571895,8851010,9041903

1,95346464855,967656,5841924

5,564701,96111861016107,9561645

4050197

5680188

1,7001815,4757119,207576

1ろ01.50

2,3111984,0401g10,053017

2,140185

1,550891,98709

5,056278,478608

6,205859,5401799

3,1751971,8501424,96111g9,9685640

5,247751,654215,7447108,6451741

6,5571491,2611225,28115110,901202

5,491710*1,567194,770689,8281615

7,777298510112,5779211,00512104

10,4963101,1261695,06921014,692555

但 し、1833年 は1834年3月21日 まで 含 む。1834年 は残 りの期 間 だ け の合 計 。 また1830～33年

まで の収入 欄 の数字 はLimew・rksに よ る収入 を含 む。本 文 に述 べ た こ とか ら明 らか な よ うに1850

年 の収 入 の数 字 は石 炭 船 積 に よる収 入 を一 切含 ま ず、Limeの 販売 に よる もの。 また*の 数字 は、資

料 の ままで あ る。 層



シー ア ム ・ハ ーバ ー築港 費 の動 向

〔出典 は註⑫ 参照 〕

表V

用費年

 

借

入

金
総

額

は

七
万

二
、
○
O
O
ポ

ン
ド

で

あ
る

が
、

一
八

四

五
年

末

に

は

残

額

は

二

万

五

〇

〇

ポ

ン
ド

に
な

っ
て

お

り
、

返

済

が

一
応

は

順

調

に

お

こ
な

わ

れ

て

い

19

る

と
推
定

さ

れ

る

。
q

こ

の
返

済

を

可
能

に

し

た

の
は

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

や

炭
礦

等

の
収

入

に

よ

っ
た

の

で

あ

る
。

ま

た
、

借

入

金

の
う

ち

で
も

特

に

そ

の
意

義

が

重

視

さ

れ

る

一
回

目

の
国

庫

か

ら

の
借

入

金
F
i
r
s
t
 
E
x
c
h
e
q
u
e
r
 
L
o
a
n

の
三

万

五
、
○
○
○
ポ

ン
ド

が

借

入

れ

ら

れ

た
時

期

は

一
八

三

三
年

で

あ

っ
た

。

資

金
調

達

の
目

途

が

つ
い

て

い
た

と
想

定

さ

れ

る
と

し

て
も

、

こ

の
借

入

れ

が

な

さ

れ

る
ま

で

に

九

万

一
、
○
O

O
ポ

ン
ド

以
上

が
実

際

に

支
出

さ

れ

て

お

り
、

〔
表

V

参

照

〕
@

、

し

か

も
、

一
八

三

一
年

に

は

既

に

ノ
ー

ス

・
ド

ッ
ク
よ

り
船

積

み

が

開

始

さ

れ

て

い

た

の
で

あ
る

。

こ

の
借

入

金

が

シ

ー

ア
ム

・

ハ
ー

バ
ー

の
築

港

に

図 Ⅳ シー ア ム ・ハ ーバ ー築 港 費 の資 金源 泉

〔出典は註⑪参照 〕
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SeahamHarbourの 所 でのeは

維持費にまわったことを示 し、
*は 資料 のママの数字。斜線部
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*

£55480

17s.11d
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大

き

な
意

義

を

も

っ
て

い

た

こ

と
-

す

く

な

く

と

も

、

こ

の
借

入

金

な

く

し

て

は
順
調
に
築
港
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
ー

は
認
め
な
け
れ
ば

な

ら

な

い

が
、

借

入

金

で

す

べ

て

が

ま

か

な

わ

れ

た

わ

け

で

は

決

し

て
な

か

っ
た
。

そ

れ

ど

こ
ろ

か

、

築

港

資

金

が

ロ

ン
ド

ン

デ

リ

侯

の
炭
礦

・
所

領

等

の
収

入

か

ら

調

達

さ

れ

て

い
る

こ
と

、

更

に

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー
が

港
湾

と

し

て
機

能

し

始

め

て

以
降

は

そ

の
収

入

が

建

設

資

金

に

ま

わ

っ
て

い
る

こ

と
を

考

え

れ

ば
、

ロ

ン

ド

ン
デ

リ
侯

の
経

営

に
お

け

る
利

潤

の

一
部

が
再

投

資

さ
れ

て
築

港

が

推

進

さ

れ

た

こ

と

こ
そ

が

強

調

さ

れ

る

べ
き

で

あ
ろ

う

。

と

は

い

え
、

不

足
分

が

巨

額

の
借

入

金

で

ま

か

な

わ

れ
、

そ

の
返

済

の
た

め

に

シ
ー

ア
ム

・
ハ
ー

バ

ー

の
築

港

が

彼

の
経

営

に

大

き

な

制

約

を

与

え

る

こ
と

に
な

っ
た

こ
と

も

否

め

な

い
事

実

で

あ

っ

た
。

ま

た

、

J

●

パ

ド
ル
は

三

ケ
月

た
ら
ず

の
間

に

二
〇
九

隻

(

三

万

一
、
〇
八
八

ト
ン
)

も

の
船

が
利

用

し
た
と
報

告

し

て

い
る
。

に

よ

れ

ば
、

一
八

三

五

年

七

月

二
九

日

に

サ

ウ

ス

・

ハ
ー

バ

ー

が

オ

ー

プ

ン

し

て

い

る

。

註

及
び

⑧

表
Ⅳ
を
作
成
す
る
の
に
依
拠
し
た
資
料
は

、20、

も

参

照

。

②

彼

は

最
初
よ

り

シ
ー

ア
ム
に

石
炭
積

出

港
を

築

く

こ
と
を

意
図

し

て
お
り
、

自
分

の
炭
礦

で
の
輸

送
問
題

を
的

確

に
認

識

し

て

い
た

こ
と
は
、

こ
の
土
地
購

入
直

後

に
彼

が
異

母

兄
力

ー

ス
ル
リ
ー

に

あ
て
た
次

の
手
紙

か
ら

も
窺

え
よ

う
。

「
今

後
、

石

炭
を

大
量

に

〔
地

域
外

に

〕
移
出

す

る

た
め
に

サ
ン
ダ

ー

ラ

ン
ド

以
上

に

立

派
な
我

々
自

身

の
港

を
築
き
、

我

々

の
炭
礦

か
ら
四

マ
イ

ル
の
鉄
道

で
そ

の
港
ま

で
運
び
、

サ

ン
ダ

ー

ラ

ン
ド
港
使

用

料

を
払

わ

な
く

て
も
よ

い
こ

の
海
岸

に
我

々

の
石
炭

を
も

た
ら
す

こ
と
、

こ

の
よ
う

に
し

て
我

々
が
現
在
、

港

湾
使

用
料

と
し

て
支
払

っ
て
い
る

一

チ

ョ
ー

ル
ド

ロ
ン
に

つ
き
六

シ

リ
ン
グ
を

負
担

す

る

こ
と

な
く

石
炭

の
輸

送
径

路

を
増
加

さ

せ
る

こ
と

は
、

か

な

り
見
込

み
の

あ
る

こ
と

で
す

。
」

に
含

ま
れ

て

い
る

で

あ

る

。

⑳

表
Ⅳ

を
作
成

す

る
た

め
に
用

い
た

資
料

は
、

註

⑨

に

あ
げ
た
資
料

、

及

び
同

じ
く

の
中

に
含

ま
れ

て
い
る

と
註

⑨

の
D

＼
L。
＼
E
4
8
5

の
両

者

に
含
ま

れ
る

 D
/L

o/B
 228 Sum

m
ary H

istory of L
ondonderry C

ollieries 

from
 1758,  S.  C
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ew

ton (ed.) , op.cit., p.39

D
/L

o/B
 28 Sum

m
ary H

istory.....from
 1758

(E
dith, M

archioness of L
ondonderry, op.cit., p. 158)

 J.L
atim

er, L
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ecords; or H
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em
arkable of 

R
egister E

vents, ......in N
orthum

berland &
 D
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, N

ew
castle

upon-T
yne and B

erw
ickuponT

w
eed; ........., N

ew
castle, 1857

E
dith, M

archioness of L
ondonderry, op.cit., p. 228
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J.L
atim

er, op.cit., pp. 14&
41

D
/L

o/B
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m
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istory of L
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S. C
. N

ew
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E
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D
/L
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xpenditure
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B
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nnual R
evenue of Seaham

H
arbour

Seaham
 H

arbour; Statem
ent of the

A
nnual R

evenue E
xpenses and Profit

E
dith, M

archioness of L
ondonderry, op.cit., p. 158. Sir

C
astlereagh

A
rchibald A

lison, Som
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ccount of M
y L

ife andW
ritings: A
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A
utobiography, E

dinburgh, E
dinburgh, 1883, V

ol 2 , p.25.
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D
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M
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表

V

の
依
拠

し
た
資
料

は

の
両
者

に
含

ま

れ

て
い
る

で

あ

る

。

で

あ

る

。

及
び

③

経

営

の
悪

化

①

石

炭

販
売

収

入

の
低

下

新

坑

の
掘

削

、

港

湾

・
鉄
道

の
建

設

に

よ

り
生

産

力

が

飛

躍

的

に
増

大

し

た

ロ

ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

で

あ

っ
た

が
、

そ

の
彼

の
炭
礦

で

は

一
八

三

〇

年

代

末

以

降

、

石

炭

販

売

収

入

が

低

下

す

る

と

い
う
事

態

が

生

じ

て

い
た

。

以
下

に

お

い

て
、

わ

れ

わ

れ

は

こ

の
事

態
を

確

認

し

て

お

こ

う

。

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

に

お

い

て
販

売

さ

れ

る

石

炭

の
銘

柄

の

う

ち

で
、

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ

ン
ド
」

及

び

「
エ
デ

ン

・
メ

イ

ン
」

と

い
う
銘

柄

は

、

彼

の
炭
礦

で

の
全

石

炭

販

売

量

、

及
び

販

売

収

入

に

大

き

な

比

重

を

占

め

る

も

の

で

あ

っ
た
。
q

表

Ⅵ

は

一
月

か

ら

五
月

ま

で

の

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

候

の
炭
礦

に

お

け

る
全

石

炭

販

売

量

・
販

売

収

入

と

「
ウ

ォ
ー

ル

ズ

エ
ン

ド
」

「
エ
デ

ン

・
メ

イ

ン
」

二

銘
柄

の
そ

れ

と

を

一
八

三

五
年

か

ら

一
八

三

八

年

ま

で

の
期

間

に

限

っ
て

示

し

た

も

の
で

あ

る
。
@

こ

の
表

か

ら

わ

か

る

よ

う

に

「
ウ

ォ

ー

ル
ズ

エ
ン

ド
」

「
エ
デ

ン

・
メ

イ

ン
」

の

二
銘

柄

を
合

計

し

た

販

売

量

・
販

売

収

入

は
全

石

炭

の
そ

れ

に

占

め

る

比

重

が

極

め

て
高

い
。

そ

れ

に

と
ど

ま

ら
ず

、

こ

の

二
銘

柄

の
合

計

が

示

す

趨

勢

は

販

売

量

、

販

売

収

入

の
ど

ち
ら

の
場

合

に

お

い

て
も

全

石

炭

の
趨

勢

と

ほ

ぼ

一
致

し

て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

に

お

け

る

全

石

炭

の
販

売

量

・
販
売

収

入

の
推

移

は

、

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ

ン
ド

」

「
エ
デ

ン

・
メ

イ

ン
」

の
二

銘
柄

を

加

え

た
も

の

の
推

移

が

わ

か

れ

ば

、

σ

表Ⅵ ロンドンデリ侯の炭礦における石炭販売

但 し、各 年1～5月 まで の合 計 で あ る。 小 計 はWallsendEdenMainの 計 で

あ り、総 計 は ロン ドンデ リ侯 の炭礦 での 全石 炭 の 計。 出典 は註② 参 照・

(i)販 売量

1858185718361855年

18,510ch19,154ch24,028ch21,157chWallsend,

11,51625,53220,19519,052EdenMain

29,82644,48644,22540,169計小

41,55755,94552,64445,727計総

⑪ 収 入

1858185718561855年

£sd

28227150

£sd

2909770
£sd

54259180

£sd

5012041Wallsend

2151227555251112465918025500115%EdenMaln

2455502626221815889916055420156%計小

7519501568098161628724105615156計総
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表 Ⅵ ロ ン ドン デ リ侯 の炭礦 にお け る石 炭販 売 量 の低 落

〔Wallsend,EdenMainの 計、 出典 は註(3)参照 〕

販 売 量(チ ョー ル ドロン)

115,584

92,964

88,466

77,455

79,579

68,758

59,540

年
1837

1838

1839

1840

1841

1842

1845

図Vロ ンドン市場における最上炭価格の変動 〔トン当 り〕

(シ リ ン グ)
40

3Q

20

b5

〔 出 典:P.M.Sweezy,op.cit.,P155〕

一
応

、

推

定

で
き

る

と

い

え

よ

う

。

こ

の

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ
ン

ド
」

「
エ
デ

ン

・
メ

イ

ン
」

二
銘

柄

の
販

売

量

は
、

表

Ⅵ

に

み
ら

れ

る

よ

う

に

一
八

三

〇
年

代

末

よ

り

傾

向

的

に
低

落

し

て

い

た
。
¢

し

か
も

、

こ

の
期

間

に

お

け

る

ロ
ン

ド

ン
市

場

で

の
最

上

炭

の
価

格

は

顕

著

な
上

昇

傾

向

を

示

す

こ
と

は

な

く

、

逆

に

明

ら

か

に

一
八

四

〇

年

以

降

は

低

落

傾

向

に

あ

っ
た
。

〔
図

V
参

照

〕
こ

の

こ

と

か

ら

判

断

す

れ

ば

、

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

の
炭

磧
で
は
石
炭
販
売
量
の
低
下
に
伴

っ
て
ー

と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
以
上
に
急
激

に
1

販
売
収
入
が
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
際
、

「
販
売
の
落
ち
込
み

は
驚

く

ほ

ど

急

で

あ

っ
た

し
、

い
ま

だ

に
急

で

あ

る
」
と

い
わ

れ

た

し
、
一
八
四
三

年

の
収

支

に

関

し

て

は

「
恐

る

べ
き

事

態

で

あ

る

。
」

収

入

は

あ

の
大

事

業

〔
す

な

わ

ち
、

シ
ー

ア
ム

・
ハ
ー

バ

ー

や
ウ

ィ

ン

ヤ

ー

ド
等

々

〕
が

決

定

さ

れ

た

時

の

半

分

に

ま

で
減

少

し

て

い
る

」

と
指

摘

さ

れ

て

い

た

。
"

こ

の
収

入

の
減

少

は
、

借

入

金

の
返

済

と

い

う
事

情

を

内
包

し

て

い

た

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
経

営

に
極

め

て
深

刻

な

影

響

を

与

え

る

こ
と

と

な

っ
た

。

「
支
出

の
う

ち

の
大

部

分

が

負

債

の

弁

済

に
な

さ

れ

て
、

他

の
目

的

に
使

う

に

は
何

も

残

ら

な

い
。

そ

れ

ど

こ

ろ

か

昨

年

〔

一
八

四

三
年

〕
が

常

態

で

あ
る

限

り

欠

損

と

な

る
」
⑤

と

い

っ
た
事

態

に
彼

の
経

営

は
直

面

せ
ざ

る

を

え
な

か

っ
た

の

で

あ

る

。

註①

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ
ン
ド
」

は
家
庭

用
炭

の
う

ち

の
最
上

炭

で

あ
る
。

こ

の
名
称

は

か

つ
て
最
上

炭
を

産
出

し

た
北

東
部

の
炭
礦

、

ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ

ン
ド
炭
礦
W
a
l
l
s
e
n
d

に
ち
な

む
も

の
で

あ
る
。
各
炭
礦

は

最
上
炭

に

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ
ン

ド
」

の
名

称
を

つ
け
る

こ
と
が

普

通

で
あ

り
、

こ
の
名

称
を

も

つ
銘
柄

も
多

い
。

し
た

が

っ
て
、
他

と

区
別

す

る
た

め
に

ロ
ン
ド

ン
デ
リ

侯

の
炭
礦

な

ら
ば

「
ス
チ

ュ
ワ
ー

ツ

・
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ

ン

ド
」
S
t
e
w
a
r
t
'
s
 
W
a
l
l
s
e
n
d

ー

な

い
し

は

、

を
W
a
l
l
s
e
n
d

・

S
t
e
w
a
r
t

と

呼

ば

れ

る

こ

と

も

多

い
。

「
エ
デ

ン

・
メ

イ

ン

」

は

ロ

ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

で

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ
ン

ド

」

に

つ

ぐ

炭

質

を

も

「22一



つ
家
庭

用
炭

で
あ
る
。

石
炭

の
取

引

に
お
け

る
銘
柄

の
意

義

に

つ
い
て
は

隅
谷
氏

の
次

の
指
摘

を
参

照
。

「
石
炭

に
は

二
重

の
意
味

に

お
い

て
差
別

が
存

す
る

。

一
つ
に
は

『
山

の
生

れ

』

瓠
自
然

的
性

状
を

異

に
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、

二

つ
に
は
採

炭

・
運
搬

・

選
炭

に

よ

っ
て
形
成
さ

れ

る
形
状

に
よ

っ
て
、

市
場

と
価

格

を
異

に
す
る

か
ら

で
あ
る
。

こ

の
二

つ
は
相

合

し

て
複

雑
多

様

な
炭
種

を
構

成
す

る

が
、

こ
の
炭
種

は
古
く

か
ら

銘
柄

と
呼

ば
れ
、

石
炭

取
引

の
基

本
要

因

と
な

っ

て
き

た

の
で

あ
る
。
」

(
隅

谷
、

前
掲
書

、

四
三

四
頁
)

し
た

が

っ
て
個

別

経

営

の
販

売
高

に
関

し

て
も

銘
柄

別

に

み
る
必

要
が

存
す

る
。

②

表

Ⅵ

の
作

成

に
依
拠

し
た
資

料

は

表

Ⅵ

は

、

に
依

拠
し

た
。

で

あ

る

。
お
よ
び

②

原

因

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
一の
炭
礦

で
石
炭
販
売
量
が
低
落
し
、
石
炭
販
売
収
入
が
急
減

し
た
の
は
彼

の
炭
礦
で
生
産
力
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ

と
は
既
に
述

べ
た
こ
と
か
ら
も
明
白
と
お
も
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
販
売
量

低
落
は
何
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

既
述
し
た
よ
う
に
、

一
八
三
〇
年
代

に
も
な
る
と
鉄
道

の
発
達

に
よ
る
輸
送
費

の
低
下
や
、

そ
れ
に
伴
う
各
地
で
の
石
炭
採
掘
の
進
展
に
よ
り
、
北
東
部
は
そ
の

市
場
を
蚕
食
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
産
業
革
命
を
機
と
し
て
全
国
的
に
石

炭
需
要
が
急
増
し
て
い
る
時
期
に
北
東
部
炭

の
販
売
量
は
急
増
し
え
な
か

っ
た
。

P

.
M

.
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
の
推
定
に
よ
れ
ば
北
東
部
炭
田
全
体
と
し
て
の
石
炭
販

売
量
は

一
八
二
八
～
三
六
年
に
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
八
三
六
～
四
三
年

に
は

二
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
に
と
ど
ま

っ
た
の
で
あ
る
。0

ま
た
、
鉄
道

の
発
達
に

よ
る
輸
送
費
の
低
廉
化
、
及
び
石
炭
需
要
の
急
増
に
よ
る

一
八
三
〇
年
代
前
半
の

価
格
上
昇
に
よ
り
、
北
東
部
地
域
内

で
も
新
た
な
炭
礦

の
開
削
が
三
〇
年
代
前
半

か
ら
活
発
化
し
、
三
〇
年
代
末
に
は
こ
れ
ら
の
炭
礦
群
が
生
産
を
開
始
し
、
北
東

部
の
炭
礦
数
、
出
炭
能
力
は
三
〇
年
代
後
半
よ
り
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
際
立

っ
て
増
加
し
た
。
P

・
M

・
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー

の
推
定
で
は

一
八
二
九
～
三
六
年
に

炭
礦

数
は
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
出
炭
能
力
は
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、

一
八
三
六
～
四
三
年
に
は
炭
礦
数
は
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
出
炭
能
力

に
い
た
っ
て
は
九

}
パ
ー
セ
ン
ト
と
急
増
し
た
の
で
あ
っ
た
。
②

こ
う
し
た
北
東

部
炭
田
に
お
け
る
出
炭
能
力
の
増
大
と
販
売
量
増
加
と
の
間

の
不
均
衡
に
対
応
す

る
た
め
に
、

「
ヴ

ェ
ン
ド
」
は

に
対
す
る
現
実
の
販
売
量
ー

つ
ま
り
、

現
実

の
販
売
量

＼

ー

を
低
下
さ
せ
、
個
々
の
炭
礦
で
の
販
売
量
を
制

限

す

る

こ

と

で
調

整

を

は
か

り
、

高

炭

価

を

維

持

す

る

と

い
う

方

策

を

と

ら
ざ

る

を

得

な

か

っ
た
。
価

し

か

も

、

こ

の
規
制

策

に
も

か

か

わ

ら

ず

炭

価

は

」
八
三

〇

年
代

末

よ

り
低

落

傾

向

を

た

ど

っ
て

い

た
。

し

た

が

っ
て

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

規

制

下

に

あ
る
炭
礦

に

と

っ
て

は
出

炭
能

力

が

急

増

し

て

も

販

売

量

を

増

加

で

き

ず

、

加

え

て
価

格

の
低

落

に
よ

り
販

売

収
入

が

激

減

す

る

と

い
う
事

態

を

招

い

た

の

で

あ

る

。ロ
ン

ド

ン

デ

リ

侯

の
炭
礦

に

お

け

る

「
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ
ン

ド

」

「
エ

デ

ン

・
メ

イ

ン
」

二
銘

柄

の
販

売

量

は

、

「
ヴ

エ
ン
ド
」

規

制

で

の

に
対

す

る

現

実

の
販

売

量

低

落

と

ほ

ぼ
同

一
の
傾

向

を

も

っ
て
低

下

し

た

。

〔
図

Ⅵ

参

照

〕
ω

す

な

わ

ち
、

ロ
ン

ド

ン

デ

リ

侯

の
炭
礦

に

お

け

る

石

炭

販

売

収

入

の
減

少

も

実

は

こ

の

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の
規

制

策

に

よ

る

も

の

で
あ

っ
た

。

こ

の
よ

う

な

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の
規

制

策

自

体

が

、

北

東

部

炭

田

の
他

炭

田

に
対

す

る
優

位

を

脅

か

す

よ

う

一23「

(productive differentiation)
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に
な

っ
た

イ
ギ

リ

ス
石

炭

産

業

自

体

の
構

造

的

な

変

化

に
起

因

し

て

い

た

と

し

て

も

、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

と

い
う

個

別

経

営

に
と

っ
て

は

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の

規
制

策

こ

そ

が
経

営

を

圧

迫

す

る

も

の

と

し

て
把

握

さ

れ

ざ

る
を

得

な

い

で

あ
ろ

う

。

こ

の
よ

う
な

状

況

の
下

で
発

生

し

た

の
が
、

一
八

四

四
年

争

議

で

あ

っ
た

。

図VIrヴ ェン ド 」の 規制 とロ ン ドン デ リ侯 の炭礦

〔出典 は註④ 参 照 〕

(チ ョール ドロン)

10,003

40414245(年)

Wallesend,EdenMalnの 販 売量

185556575859

④はロン ドンデ リ侯 の炭礦での

現実の販売量 の推移⑤は

《basis》

④

も参

照

 

図

班
は

④
が
本

論
文

Ⅳ

ー
③
ー
①

の
註

③

に

あ
げ

た
資
料

、

⑤
が

に
よ

り
作
成

し

た
も

の
で

あ
る
。

V

一
八
四
四
年
争
議
と

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

ー
経
営
悪
化

へ
の
対
応
ー

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
の
炭
礦

で
は
新
坑
の
採
削
、
輸
送
手
段
の
整
備

に
よ

っ
て
生

産
能
力
を
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
八
三
〇
年
代
末
よ
り
石
炭
販
売
収
入

は
激
減
し
、
借
入
金
の
返
済
等
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
経
営
は
危
胎
に
頻
し
て
い

た
。
我
々
は
炭
礦

労
働
者

の
労
働
条
件
を
考
察
し
た
う
え
で
、
こ
の

一
八
四
四
年

争
議

の
発
生
と
経
過
に
言
及
し
、
経
営
状
態
が
悪
化
し
て
い
た

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
炭
礦
経
営
に
こ
の
争
議
が
与
え
た
影
響
と
、
彼
自
身
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
炭
礦

労
働
者

の
労
働
条
件

①

労
働
力
の
構
成
と
雇
用
構
造

北
東
部
炭
田
に
お
け
る
炭
礦
労
働
者

の
労
働
条
件
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
提
と

し
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
北
東
部
で
の
労
働
力
構
成
、
雇
用
構
造
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一勿噛
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最
初
に
北
東
部
の
石
炭
産
業
全
体
、
及
び
個
別
の
炭
礦

に
お
け
る

一
、

二
の
事

例
を

あ
げ
、
当
該
期
、
北
東
部
の
労
働
力
構
成
に

つ
い
て
簡
略
に
考
察
を
加
え
る

こ
と
に
し
よ
う
。
北
東
部
石
炭
産
業
全
体

の
労
働
力
構
成
を
示
し
た
の
が
表

Ⅵ
で

あ

り
、
①

個

別

の
事

例

を

示

し

た

の
が
表
Ⅸ

・

表

x

で

あ

る
・
②

こ

の
う

ち
書

は
調

査
時

期

が
一

八
四
四
年

二
月

で
あ
り
、
争

議

直

前

の
労

働

力

構

成

を

示
す
も

の
と

し

て
貴

重

で

あ
る

。

表

K

は

ウ

ォ
ル
ボ

ト

ル
炭
礦

と

い

う

タ

イ

ン

川
上

流

の
北

岸

に

あ
る
炭
礦

で
、

こ

の
頃

の
別

の
資

料

に

よ

れ

ば

三
坑

を

も

ち
、

年

出

炭

量

が

六

万

{
、六
九

九

ト

ン
、

採

掘

深

度

七

六

一
1

=

○

尋

と

い
う

タ

イ

ン
川
流

域

で

は
中

程

度

の
規

模

、

当

時

の
大

規

模

な
炭
礦

が

あ

っ
た

ウ

ィ

ァ

川
流

域

の
炭
礦

を

含

め

れ

ば

小

規

模

な
炭
礦

で

あ

る
。
β

あ
る
論

者

の
整

理

に
よ

る

な

ら

ば
「
四

流
」

程
度

の
規
模

の
炭
礦

と

い
う

こ
と

に
な

ろ

う

。
但

だ

が
、

こ

の
ウ

ォ
ル

ボ

ト
ル

炭

磧

程

度

の
炭
礦

が
北

東

部

炭

田

に

お

い

て
多

数

を

占

め

て

い
る

こ
と

を

考

え

る
な

ら

ば
、

北

東

部

に

お

け

る
炭
礦

の
労

働

力

構

成

の
典

型

を

示

す
も

の
と

考

え

て

よ

か

ろ

う
。

ま

た

表

X

は

ソ
ー

ン

リ

イ
炭
礦
T
h
e
r
n
l
e
y
 
C
o
l
l
i
e
r
y
と

ラ

ド

ワ

ー

ス
炭
礦
L
u
d
w
o
r
t
h
 
C
o
l
l
i
e
r
y

の
例

を

示

し

た
も

の

で
調

査

時

期

は

ス

ト
ラ

イ

キ

後

で

あ
る
。

ラ
ド

ワ
ー

ス
炭
礦

は

ス

ト
ラ

イ

キ
後

に
始

め

ら

れ

た
炭
礦

で

あ

り
、

さ

し

あ

た

り
対

象

で

は

な

い
が

比

較

の
意

味

で

あ
げ

て

お

く

。

こ

の

ソ
ー

ン

リ

イ
炭
礦

は

一
八

四
〇

年

代

の
資

料

に
よ

れ

ば

四

坑

を

も

ち

年

間

一
五

万

九
、
五
六
一二
ト

ン
を

産

出

す

る

ウ

ィ

ア
川

流

域

の
炭
礦

で

あ

り
、

北

東

部

全

体

か

ら

す

れ

ば

「
二
流

」

の
炭
礦

で

あ

っ
た

。

⑤

こ

れ

ら

三

つ

の
表

か

ら

共

通

し

て

い
る

こ

と

は
、

採

炭
夫

の
比

重

が

高

い
こ

と

で

あ
ろ

う

。
北

東

部

石

炭

産

業

の
坑

内

・
坑
外

作

業

に
従

事

し

て

い

る
労

働

者

数

の
約

三

分

の

一
を
採

炭

夫

が

占

め

て

い
る

の

で

あ
る

。

し

か

も

「
婦

人

は

坑

内

で
㊦

も

坑

外

で
も

ダ

ラ

ム
州

の
炭
礦
D
u
r
h
a
m
 
C
o
l
l
i
e
r
i
e
s

で

は
雇

わ

れ

て
い
な

い
。
」
ー

と

一
八

四

一
年

の
調

査

で

一
礦
山

監

督

が

述

べ

て

い

る
よ

う

に
、

一
八
世

紀
末

に

は

婦
人

労
働

者

は

坑

内

作

業

か

ら

姿

を

消

し
、

こ

の
時

期

と
も

な

れ

ば
北

東

部

の

炭
礦

で
は

婦

人

労

働

者

が
雇

用

さ

れ

て

い
な

い

こ
と

を

考

え
れ

ば

、
σ

採

炭

夫

は

成
人
男
子
労
働
者
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
。
し
か
も
N

・
ウ

ッ
ド
N
.
W
o
o
d

が

「採
炭
夫
の
数
は
炭
礦

で
雇
わ
れ
て
い
る
成
人
男
子
労
働
者
m
e
n

の
総
数

の
う
ち
、
お
そ
ら
く

二
分

の

一
か
ら
三
分
の
二
に
な
る
で
あ
ろ
・2
⑧

と
述

べ
た

如

く
、

た
だ
炭
礦

労
働
者
全
体
に
お
け
る
比
重
だ
け
で
な
く
、
成

人
男
子
労
働
者
に
占
め
る
割
合
が
大
き

い
の
で
あ
る
。

(但
し
、
表
K
の
ウ

ォ
ル

ボ
ト
ル
炭
礦

で
は
採
炭
夫
数
は
成
人
男
子
労
働
者
の
三
分

の
一
を
超
え
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
)

こ
の
採
炭
夫
に
つ
い
で
坑
内
労
働
者

の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
の
が
運
搬

夫
p
u
t
t
e
r
s、
馬
輓
夫
d
r
i
v
e
r
sと
い
う
坑
内
運
搬
に
従
事
す
る
労
働
者
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
坑
内
運
搬
を
担
う
労
働
者
が
採
炭
夫
と
異
な
り
年
少
労
働
者
で

あ
っ
た
こ
と

〔
表
朕

・
X
参
照

〕
、
及
び
運
搬
夫
よ
り
馬
輓

夫
の
ほ
う
が
よ
り
幼

い
労
働
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
採
炭
過
程
、
運
搬
過
程
と
い
う
石
炭
産
業
に
お
け
る
基
本
的
労
働
過
程
に

従
事
す
る
労
働
者
で
あ
る
採
炭
夫
、
運
搬
夫
、
馬
輓
夫

の
構
成

の
特
徴
は
、
北
東

部
石
炭
産
業
に
お
け
る
技
術
的
発
展
段
階
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の

時
期
に
お
け
る
北
東
部
で
の
採
炭
方
式
は
、
残
柱
式
採
炭
法
及
び

「
運
搬

の
機
械

化
に
対
応
す
る
残
柱
式
切
羽
の
新
た
な
、
体
系
的
展
開
」
汐

で
あ
る
パ
ネ
ル
式
採

炭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
パ
ネ
ル
式
採
炭
で
さ
え
も

「
区
画
内
の
各
切
羽
の

採
炭
労
働

の

一
丁
切
羽
的
性
格
は
、
…
…
ま

っ
た
く
否
定
さ
れ
る
も
の
で
な
か

っ

た
。
」
⑳

加
え
て
、
運
搬
過
程
が
機
械
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
採
炭
労
働
は

相
変
ら
ず
鶴
嘴

等
の
採
炭
具
を
用

い
る
手
労
働
に
よ

っ
て
い
た
た
め
に
出
炭
量
を

増
大
さ
せ
る
に
は
採
炭
夫
を
大
量
に
投
入
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
採
炭
夫
の
比
重

が
高
い
の
も
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
坑
内
運
搬
に

馬
匹
が
導
入
さ
れ
た
り
、
木
製
の
レ
ー
ル
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て

一
八
世

紀
末
に
は

「
少
な
く
と
も
主
要
坑
道
に
関
し
て
ほ

、
そ
の
労
働

の
重
筋
性
が
部
分

的
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
」
q
て
い
た
た
め
に
、
坑
内
運
搬
が
年

少
労
働
者
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
技
術
的
発



展
に
規
定
さ
れ
て
北
東
部

で
は
極
め
て
特
徴
的
な
坑
夫
の
熟
練
形
成
の
階
階
が
形

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の

「
採
炭
夫

11
成
人
男
子
労
働
者
」

「
運
搬
夫

・
馬

輓夫　
年
少
労
働
者
」
と
い
う
関
係
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
。

}
八
世
紀
末
に
は
北
東
部
炭
田
で
は
特

徴
的
な
熟
練
形
成
の
階
　

が
で
き
あ
が

っ
て
い
た
。

こ
,の
階
　

を
T

・
S

・
ア
シ

ュ
ト
ン
、
J

・
サ
イ
ク
ス
が
紹
介
し
て

い
る
が
、
そ
れ
を
隅
谷
三
喜
男
氏
の
要
を

整
理
で
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
坑
内
労
働
は
七
、
八
歳
、
時
に
は
六
歳
か
ら
始
ま
り
、
ま
ず
通
気
番
と

し
て
通
気
ド
ア
で
四
、

五
年
働
く
。
次
に
炭
車
で
石
炭
を
切
羽
か
ら
主
要
坑

道
ま
た
は
卸
し
ま
で
運
搬
す
る
労
働

に
、
下
働
き
と
し
て
二
、
一二
年
従
事
す

る
と
、
運
搬
助
手

(
h
a
l
f
-
m
a
r
r
o
w

)

と
な
り
、
や
が
て
一
人
前
の
運
搬

夫
と
な
り
、
下
働
き
の
少
年
を
使

っ
て
運
搬
の
責
任
を
も

つ
。
こ
う
し
て
運

搬
作
業
に
習
熟
す
る
と
、
次
に
は
半
日
運
搬
に
従
事
し
、
半
日
採
炭
を
見
習

う
運
採
炭
夫
(
p
u
t
-
a
n
d
-
h
e
w
e
r

)
と
な
る
。

こ
の
期
間
は
比
較
的
短
く

一

年
以
上
に
亘
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
こ
う
し
て

一
人
前
の
熟
練
坑
夫
が
生

ま
れ
る
の
で
あ
る
。
」
㈲

こ
う
し
た
事
情
は
当
該
期
に
お
い
て
も
基
本
的
に
変
化
は
生
じ

て
い
な
か

っ
た
。

あ
る
礦
山
監
督
は
、
次
の
如
く
明
言
し
て
い
る
。

「
少
年
達
は
最
初
、
通
気
番

t
r
a
p
p
e
r
s

と
し
て
雇
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
馬
を
扱
う
よ
う
に
な
り

〔
つ
ま
り
馬
輓

夫
と
な
り
…
…
引
用
者

〕
そ
し
て
、

つ
い
に
は
運
搬
夫
に
な
る
。
更
に
こ
の
少
年

達
が
成
年
に
な
る
と
採
炭
夫
に
な
る
。
」

⑯

ま
た
、
採
炭
過
程
、
運
搬
過
程
以
外
で
は
、
既
に
坑
道
維
持
の
労
働
が
分
化
し

て
い
る
こ
と
、
並
び
に
機
械
運
転
及
び
修
理

の
労
働
が
分
化
し
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
通
気
番
と
し
て
炭
礦

に
従
事

し
た
年
少
労
働
者
が
、

一
人
前

の
採
炭

夫
と
な
る
べ
く
熟
練
形
成

の
階
 
を
昇

っ
て
い
る
途
中

で
坑
内
労
働
か
ら
引
き
あ

げ
ら
れ
徒
弟
と
し
て
養
成
さ
れ
る
の
は
、

後
者

の
労
働
者
群
と
し
て
で
あ
っ
た
。

「
教
育
が
あ
り
、
行
な
い
の
良
好
な
若
者

は
時
に
は
坑
外

へ
引
き

あ
げ
ら
れ
て
、

〔出典 は註(1)参照 〕表順 北東部石炭産業の労働力構成

計テ イーズ 川ウ ィ ア 川タ イ ン 川

12,809

8,981

5,524

1,851

1,156

515

5,100

3,155

1,548

5,858

4,710

1,665

Hewers

ers & 
 years

Putters, Tra pp
Boys under  2'

Deputies &Overman, 
Wasteman

5,803

1,788

1,829

1,164

441

199

216

55

1,507

670

764

448

1,855

919

849

66t

Brakemen, 
 &  C

Bankmen, 
Enginmen

Smiths,Carpenters, 

Mason & C

of all kinds 
20 years

Boys 

under

Enployed in 
Coal

Persons 

Shipping

55,8984,21115,17216,515計



表灰

<地 ド》

採 炭

労働力構 成(1)

 Hewers 

Putters 

Driver 

Trappers 

Shifters 

Overman

〔出典は註(2)参照 〕

Men

95

Boys

運 搬

通 気
坑道維持

(14～18才)

(11～14才)

(7～10才)

12

5

7

5

5

5

2

36

30

14

監 督

坑道維持
捲 揚

〃

坑道維持 ・

 Overmen's deputies

Rolleyway men

Cranemen 

Onsetters

Horse keepers

Wood and water leaders

Wastemen

Furnace man

(12～16才).…_

2

2

4

1

〈地上〉
Blacksmiths 

 EngineWrights and joiners 

Waggonwaywrights •-
Masons and labours 

General labours

136

11

8

4

4

4

4

10

4

85

修 理

1

Cartmen 

Waggonmen

Wailers

 Pic

and skreeners

kcarriers and

Banksmen 

Braken 

Plugmen 

Firemen

(少 年は14才 位)

 waydeaners (10～12才)

4

3

7

7

2

4

4

32

6

5

Heapmen 

Corvers

Staithmen  and

Keelmen

offputters

(少 年 は15～18才) 16

Men

<地 下》156

<地 上>112

11228

Boys

85

28

248 113

総計 561人

表X 労働 力構成

Overman 

Deputy overmen 

Hewers 

Putters 

Drivers 

Trappers 

Helpers up and way cleaners 

Wood and water leaders 

Stone and small leaders 

Switch keepers 

Repairing waggon-ways 

 Platelayers 

Master wasteman 

Wastemen 

Horse keepers 

Furnace keepers 

Lamp keepers 

Onsetters 

Rapper-men at shafts 

Accountants 

Shifters

*

**

この うち4人 は

出来高払い

(Ⅱ）

〔出典は註②参照 〕

1日

ソ ー ン リィ

炭 鉱

6

18

321

87

55

51

29

15

13

4

12

8

↑

50

5

4

5

8

2

17

40

709

4s.4d

ラ ドワ ース

炭 鉱

2

7

120

54

9

M

9

6

5

1

1

5

1

9

1

2

2

5

8

256

で日の所 得

5Sod

54

3

3

1

0

可

2

2

1

3

3

4

2

2

2

2

4

2

2

2

10

0

2

to

2

0

8

0

9

0

2

7

0

0

9

4

8

2

10

年 令

28～40*

21～50

20～64**

14～21**

12～15

10～12

12～15

15～20

16～40

11～15

30～50

21～45

21～41

56～70

21～50

36～54

20～55

25～45**

28～45

15～50

20～50



上
位
の
仕
事

-

機
械
工

等

1

に
対
す
る
徒
弟
と
し
て
昇
格

さ
せ
ら
れ
た
」
M

の
で
あ
る
。
北
東
部
で
は
採
炭
労
働

に
関
し
て
は
徒
弟
は
存
在

し
て
い
な
か

っ
た
。
怖

に
も
か
か
わ
ら
ず

機
械
運
転
及
び
修
理

の
労
働
に
は
徒
弟

`

が
存
在
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
携
わ
る
労
働
者
は
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
炭
礦

を
操
業
し
て
い
く
に
は
欠
か
せ
な
い
労
働

で
あ
り
、
ま
た
質
の
高

い
労
働
力
の
確

保
が
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
管
理
労
働
が
は

っ
き
り
と
分
化
し

て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

「
残
柱
式
切
羽
の
孤
立
分
散
的
な
労
働
様
式
」
及
び

一
丁
切
羽
的
性
格

を
完
全
に
は
否
定
し
き
れ
な

い
が
故
に
や
は
り

「
孤
立
分
散
的
」
な
性
格
を
も
た

ざ
る
を
得
な
い
パ
ネ
ル
式
で
は
、
労
働
者

を
現
場
監
督
が
直
接
に
管
理
す
る
必
要

が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
我
々
は
北
東
部
に
お
け
る
炭
礦

労
働
者
か
ら
、
次
の

如
き
労
働
者
群
を
析
出
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ω

現
場
監
督
を
典
型
と
す
る
管
理
労
働
者

①

採
炭
過
程
に
従
事
す
る
成
人
男
子
熟
練
労
働
者

…㎝

㈲
群
の
労
働
者
に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
運
搬
夫

・
夫
馬
輓
を

典
型
と
す
る
年
少
労
働
者

㈲

坑
道
維
持
等
に
あ
た
る
成
人
男
子
労
働
者

⑨

機
械
工
を
典
型
と
す
る
成
人
男
子
熟
練
労
働
者

㈲

⑨

の
徒
弟

で
あ
る
年
少
労
働
者

こ
の
六
群
の
労
働
者
が
、
礦
山
主
、
礦
山

監
督
の
支
配

の
下
に
お
か
れ
て
い
た

の
で
あ
つ
た
。

こ
の
労
働
者
群
が
ど
の
よ
う
に
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
た
の
か
が
次

の
問
題
で
あ

る
。
北
東
部
で
は
こ
の
時
期
、

す
べ
て
の
労
働
者
が
直
接
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
特

に
サ
ウ
ス

・
ス
タ

ッ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー

で

こ
の
時
期

に
隆
盛
を
誇

っ
て
い
た

「
バ

ッ
テ
ィ

・
シ
ス
テ
ム
」

と
呼
ば
れ
る
下
請
制
度
は
存
在
し

て
い
な
か

っ
た
。
㈲

ま
た
既
に
研
究
史
上
、
北
東
部
に
特
徴
的
な
雇
用
形
態
と
し

て
年
季
雇
用
制

の
存
在
が
い
わ
れ
て
き

て
い
る
が
、

さ
き
に
あ
げ
た
六
群
の
労
働
者
が
す
べ
て

}
年
間
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
論
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ

た
が
重
要
な
点
で
あ
る
。

「
ダ
ラ
ム
州
で
は
採
炭
夫
、

運
搬
夫
、
そ
れ
に
大
部
分
の
馬
輓
夫

が
年
ぎ
め
で

雇
わ
れ
て
い
る
」
⑯

と
い
わ
れ
た
様
に
、
北
東
部
に
お
い
て
年

間
雇
用
制

の
下

に
あ
っ
た
の
は
前
述
し
た
㈲
群
、
及
び
通
気
番
を
除

い
た
⑪
群
の

労
働
者
で
あ
っ
た
。
　

こ
れ
ら
の
労
働
者
の
み
が
年
季
雇
用
制

の
対
象
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
の
鍵
は
、
採
炭

・
運
搬
と
い
う
石
炭
産
業

に
お
け

る
二
大
基
本
労
働
過
程
に
従
事
す
る
労
働
力
を
確
保
す
る
と
い
う
炭
礦

資
本
家
側

の

利
害
と
、
山
間
僻
地
に
あ
る
た
め
他
の
雇
用
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
労
働
者
の
利

害
と
が

一
致
し
て
い
た
点
に
見
出
さ
れ
よ
う
。

一
八
四
四
年

の
争
議
も
後
に
ふ
れ

る
よ
う
に
要
求
項
目
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
年
季
雇
用
制
の
下
に
あ

っ
た
労
働
者

に
よ

り
闘

わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
年
季
雇
用
制
下
の
労
働
者
が

如
何
な
る
労
働
条
件
の
下
に
あ
っ
た
の
か
を
労
働
日
、
賃
金

の
面
か
ら
考
察
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
更
に
、
山
間
僻
地
に
立
地
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
炭
礦

村
落
を

形
成
す
る
に
い
た
る
労
働
者
が
、
如
何
な
る
生
活
条
件
の
下
に
お
か
れ
た
か
に
つ

い
て
、
炭
礦

に
従
事
す
る
が
た
め
に
生
ず
る
生
活
の
態
様
と
い
う
観
点
か
ら
考
察

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

註①

表
Ⅷ

の
依
拠

し
た
資

料

は
、

で
あ
る
。

②

表
Ⅸ

の
依
拠

し
た
資
料

は
、

engine w
right

Y
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ond System

by the year
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で
あ
る
。

な
お
、

本
資

料

は

以
下

と
略
記
。

ま

た
表

X

の
依
拠

し
た
資
料

は
、

で
あ
る
。

⑧④

本

論
文

の
斑
1

②
ー
①

の
註

⑤
を
参

照
。

励

お
よ

び
本
論
文

皿
1
②

1
①

の
註
⑤
を

参

照
。

剛

の
証

言

ω⑧③

阿
部

功
稿

「
体
系

的
切

羽
と

機
械
採

炭
」

四
〇

頁

㎝

前

掲
稿
、

四

〇
頁

。
な

お
、
残

柱
式

採
炭

法

ー

炭
柱

式

と
も

い
う

ー

と

は
、

炭

層

の
中

に
坑

道
を

基
盤

の
目

の
よ

う
に

掘

っ
て

い
き
、

炭

柱
を

上

盤
を

支

え
る

た
め

に
残

し
て

い
く
方

法

で
あ
り
、

後

に
は
炭
柱

を
引

く

こ
と

が
お

こ
な

わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
。

ま

た
、

パ
ネ

ル
式

を
阿

部
氏

の

言

に
よ

り
説
明

し

て
お

こ
う
。

パ
ネ

ル
式

で
は

「
あ
ら

か
じ

め

い
く

つ
か

の
区

画

に
分
割

さ
れ

る
。
周

囲

に
幅

二
〇

ヤ
ー
ド

ほ
ど

の
炭
礦

を

残
し

た

各
区
画

内

で
は
、

炭
柱

作

り
掘
進

と

炭
柱

弓
き

が
継

起
的

に
お

こ
な
わ

れ
、

採
炭

が

完

了
す

る
と
各

区

画
は

跡
払

し
硬

の
充

填

に
よ

っ
て
閉

鎖
さ

れ

て
し
ま

う
」

(
前

掲
稿
、

三
九
頁

)

こ

の
パ
ネ

ル
式

に
よ

り
切

羽
出

炭
量

と
塊

炭
率

が

増

大

す
る

と
と
も

に
、

採
炭

工
程

に

あ
る
程
度

の
計

画
性
、

組

織
性

が
も

た
ら

さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。

(
四
〇

頁
)

㈲

阿
部

功
稿

、
「
石
炭
業

に
お
け

る

『
構

築
物

』
と

『
施
設

』
」
八

二
頁

。

㎝

隅

谷
、

前

掲
書
、

三
九

八
頁

。

面ω㈲㈹㈲⑱

通
気
番

が
除
外

さ

れ

た

の
は
、

通

気
ド

ァ
数

が
採

掘

の
進
展

に
応

じ

て

変

動

す

る
か

ら
で

あ
る
。

ま
た
、

本

来
な

ら
ば
年

季

雇

用
制

の
対

象

と
な

る
坑
夫

の
五
%
程

が
景

気
変

動

へ
の
対

応

の
た

め
そ

の

対
象

か
ら

は
ず

さ
れ

て

い
た
と

い
う
証

言

に
も
止

目

し

て
お
き

た

い
。

(き
ミ

ゆ
で
●朝
ω
㊤
)

㈹

②

労
働
日

こ
の
時
期

の
北
東
部
に
お
け
る
炭
礦

の
典
型
的
な

一
日
は
次

の
よ
う
な
も

の
で

あ
っ
た
。

「厳
密
に
言
え
ば
炭
坑
の
労
働
は
休
止
す
る
こ
と
が
な
い
。
主
要
な
労
働

者
群
が
去
り
、
そ
の
日
の
操
業
が
終
わ
っ
た
と
告
げ
ら
れ
る
と
、
す
ぐ
に

現
場
監
督
次
長

の
何
人
か
と
彼
等
を
助
け
る
労
働

者
が
坑
内
に
異
常
が
な

い
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
降
り
て
く
る
。
そ
し
て

労
働
者
が
炭
柱
引
き
を
お
こ
な

っ
て
い
る
場
所
で
は
、
も
は
や
支
柱
を
必

要
と
し
な
い
場
所
か
ら
支
柱
を
取
り
去

っ
て
、
石
炭
を
透
し
掘
つ
や
崩
落

さ
せ
て
い
る
労
働
者
の
上

に
上
盤

が
落
ち
て
こ
な
い
よ
う
に
切
羽

の
近
く
に
支
柱
を
運
び
固
定
す
る
。
午
前

一
時
頃
に
現
場
監
督
と
次
長

の

一
人
が
坑
内

の
幾
つ
か
の
部
分
を
歩
き
、
現
場
監
督
次
長
が
義
務
を
遂
行

し
た
か
、
更
に
ガ

ス
が
作
業
上
、
安
全
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
か
を
調
べ

る
。
お
そ
ら
く
二
時
、

あ
る
い
は
三
時
に
は
採
炭
夫
が
坑
内
に
き
て
、
少

年
達
が
坑
内
に
降
り
て
く
る
前
に
石
炭
を
掘
り
だ
し
て
お
く
。
四
時
に
は

少
年
達
、

つ
ま
り
運
搬
夫
、
馬
輓
夫
そ
れ
に
通
気
番
が
持
場
に
つ
き
、

そ
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の
日

の

一
二
時

間

の
労

働

を

始

め
準

備

が

整

う

。

こ

の
よ
.う
に

し

て
毎

日

が

過

ぎ

て

ゆ
く

・

」
①

こ

の
引

用

文

か

ら

す

れ
ば

北

東

部

で

の
石

炭

搬

出

は
、

午

前

四

時

か

ら

午

後

四

時

ま

で

お

こ
な

わ

れ

る

の
が

通
例

で

あ

っ
た

よ

う

で

あ

る

。

こ

の
時

期

、

採

炭
夫

の
労

働

時

間

は

六

-

八
時

間

で

あ
り
、

坑

内

の
年

少

労

働

者

は

一
二
時

間

の
労
働

で

あ

っ
た

と

い
わ

れ

る

。
②

だ

が
、

こ

の
労

働

時

間

は
純

粋

に

坑

内

で

の
作

業

時

間

で

あ
り
、

入

坑

か

ら

昇
坑

ま

で

の
時

間

は

も

っ
と
長

か

っ
た

こ
と

に
留

意

し

て

お

く
必

要

は

あ
ろ

う

。

し

か
も

、

P

・
M

・
ス

ウ

イ
ー

ジ

ー

の
推
定

に
よ

れ

ば
労

働

時

間

そ

の
も

の
が

一
八

三

二
年

よ

り

一
八

四

四
年

で

は
長

く

な

っ
て

い

た
。

採

炭
夫

の
六
、

七
時

間

が

八
時

間

に
、

運

搬

夫

の

=

時

間

が

}
二
時

間

に

と

延

長

さ

れ

、

労

働

条

件

は
悪

化

し

て

い
た

の

で

あ

る

。

⑤

「
炭

坑

の
労

働

は

休

止

す

る

こ
と

が
な

い
」

以

上

、

夜

間

で
も

準

備

作

業

が

お

こ

な

わ

れ

て

い

た
と

考

え

ら

れ

る

が
、

「
二

作
業

方

を
常

に

お

こ
な

う

こ
と

は

、

一
般

的

な

こ

と

で

は

な

い
」
ω

と

い
わ

れ

る

よ

う

に
採

炭

を

お

こ

な

う

と

い
う

意

味

で

の
夜

間

作

業

は

通

常

に

は

な

さ

れ

て

い
な

か

っ
た

と

推
定

さ

れ

る

。

勿
論

、

石

炭

の
需

要

が

増

加

し

た
際

に

は

お

こ

な

わ

れ

て

い
た

も

の

の
、

北

東

部

で

昼

夜

に

わ

た

り
作

業

方

が

お

こ

な

わ

れ

て

い
る

こ

と

は
、

ま

れ
な

事

態

で

あ

っ
た

と

い

っ

て
よ

か

ろ
う

。

⑤

労

働

日
数

に

つ

い

て
触

れ

て

お

こ

う

。

二

八
才

の
あ
る

採

炭

夫

は

次

の

よ
う

に

述

べ

て

い
る

。

「
我

々

は

一
週

間

に

六

日

間

働

き

ま

す

。

そ

し

て

あ
と

の

一
週

問

は

五
日

間

働

き

ま

す

。

つ
ま

り
賃

金

支

払

日

の
金

曜

日

の
翌

日

で

あ
る

土

曜

日

に

は

働

き

ま

せ
ん

。
」
⑯

後

述

す

る

よ

う

に
、

賃

金

の
支

払

い

は

二

週

間

に

一
度

、

金

曜

日

に

お

こ
な

わ

れ

て
お

り
、

賃

金

支
払

日

の
翌

日

は
働

か

な

い
と

述

べ

て

い

る

の

で

あ
る

。

し

た

が

っ
て
、

彼

の
言

明

に

よ

れ

ば

二
週

間

に

一

一
日

と

い
う

の

が
労

働

日
数

で

あ
る
。

し

か

し

「
一
年

全
体

を

と

っ
て

み
れ

ば
、
炭
礦

主

が

石

炭

を

販
売

す

る

こ

と

で
全

期

間
、

す

な

わ

ち

二

週

間

に

=

日
、
炭
礦

に
仕

事

を

与

え

る

こ
と

は

で
き

な

い
…

…

。

だ

か

ら

、

=

日

で

は
な

く

て
七

日

な

い
し

八

日

の
仕
事

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
石
炭
を

〔
切
羽
か
ら

〕
坑
底
ま
で
運
ぶ
こ
と
に
関
係

し
て
い
る
す
べ
て
の
者
達
は
、

そ
れ
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
。
」
σ

お
そ
ら
く
、

年
季
雇
用
制
の
下
に
あ
っ
た
労
働
者
は
、
二
週
間
に
七
日
な

い
し
八
日
間
働
く
の

が
通
例
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

註ω②③④⑤⑧①

③

賃

金

年
季
雇
用
制

の
下
に
あ
っ
た
労
働
者
は
二
週
間
に

一
度
、
金
曜
日
の
午
後
に
賃

金
を
支
払
わ
れ
て
い
た
。
だ
か
、

そ
の
時
に
支
払
わ
れ
る
の
は
前

の
週
ま
で
に
な

さ
れ
た
仕
事

に
対
す
る
賃
金

で
あ
っ
て
、
支
払
日
ま

で
の
全
賃
金
で
な
か

っ
た
こ

と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
0

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
北
東
部
炭
田
で
は

「
労
働
者
を
し

ば
り
つ
け
て
お
く
た
め
に
、

い
つ
も

一
週
間
分
の
賃
金
を
保
留
し
て
お
く
の
が

一

⑳

般

の
慣
習
で
あ
る
」
ー
と
述
べ
た
の
は
こ
の
事
実
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
点
は
労
働
者
の
不
満
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
坑
内
作
業
の
監
督
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
年
季
雇
用

制
の
下
に
あ
る
労
働
者
の
う
ち
採
炭
夫
、
運
搬
夫
は
出
来
高
給
で
雇
用
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
監
督
が
必
ず
し
も
充
分
に
は
い
か
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
り
、
出
来

高
給
と
い
う
刺
激
給
に
よ

っ
て
労
働
者
が
労
働
力
の
支
出
を
自
ら
管
理
す
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
出
来
高
の
査
定
に
関
し
て

坑
夫
達
に
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
後
の
労
働
運
動
史
家
に
よ

「30一

double shift
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萄

り
度

々
、

指

摘

さ

れ

て
き

た

こ
と

で

あ

る
。
(

賃

金

水

準

は
ど

れ
程

で

あ

っ
た

の

で

あ

ろ
う

か
。

こ

の
点

に

関

し

て
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

と

な

ら

ん

で
北

東

部

の
大
炭
礦

で

あ

っ
た

ヘ

ッ
ト

ン
炭
礦

H
e
t
t
o
n
 
C
O
l
l
o
e
r
y

の
例

を

と

っ
て

み

よ

う
。

採

炭

夫
、

運

搬

夫

の

一
週

間

の
平

均

所

得

は

各

々
、

二
三

シ
リ

ン
グ
、

二

〇

シ

リ

ン
グ

で

あ

っ
た

。

ヘ

ッ
ト

ン
炭
礦

で

の
採

炭

夫

の

一
日

平

均

賃

金

が

三

シ

リ

ン
グ

九

ペ

ン

ス
と

い
わ

れ

て

い
る

か

ら

、

二
三

シ

リ

ン
グ

と

は
大

体

六

日
間

の
賃

金

を

示

す

も

の
で

あ
る

。
@

こ

の
三

シ

リ

ン
グ

九

ペ

ン

ス
で

一

一
日

間

1

す

な

わ

ち
北

東

部

で

二
週

間

の
う

ち

フ

ル
に
働

く

と

し

て

i

所

得

を

算

出

し

て

み
る

と

二
ポ

ン

ド

一
シ

リ

ン
グ

三

ペ

ン

ス

で

あ

る
。

実

際

に
、

二
週

間

で

二
ポ

ン
ド

を

超

え

る

収

入

の

あ

る
例

が

別

の
炭
礦

の
場

合

で

あ
げ

ら

れ

て

お

り
、
⑤

二
週

間

フ

ル
に

働

い
た

と

す

れ

ば

二
ポ

ン

ド
を

得

る

こ
と

は

で
き

た

と

推
定

し

て
よ

か

ろ

う

。

し

か

し

「
労

働

日
」

の
項

で

述

べ
た

如

く

、

七

日
か

ら

八

日

が

二
週

間

の
う

ち
実

際

に

働

く

日
数

で

あ

っ

た
。
⑯

一
日
平

均

三

シ

リ

ン
グ

九

ペ

ン

ス
と
す

る

な

ら

ば

、

八

日
間

働

く

と

し

て

二

週

間

で

三

〇

シ
リ

ン
グ

が

採

炭

夫

の
賃

金

で

あ
る
。

こ

の
二

週

間

で
三

〇

シ

リ

ン
グ

と

い
う

金

額

は

、

年

季

雇

用

契

約

の
規

定

、

「
採

炭

夫

は

雇

用

さ

れ

て

い
る
全

期

間

に

わ

た

っ
て
、

前

述

の
率

で

彼
等

に

二
週

間

で

『
三

〇

シ

リ

ン
グ

』
と

い

う

金

額
、

『

(
六

週

間

の
平

均

で
、

す

な

わ

ち

六

週

間

で
四

ポ

ン

ド

一
〇

シ
リ

ン
グ

)
』

を

も

た

ら

す

で

あ

ろ

う
仕

事

が

少

な

く

と

も

与

え

ら

れ

る

べ
き

で

あ

る
」

と

い

う

規
定

と

符

号

す

る

で

あ
ろ

う

。

こ

の
年

季

雇

用

制

の
規
定

に
関

連

し

て
興

味

深

い

の

は
次

の
証

言

で

あ
ろ

う

。

「
河

が

凍

る

と
仕

事

が

お

こ
な

わ
れ

な

い
。

だ

が

労

働

者

達

は
働

く

と

否

と

に

か

か

わ

ら

ず

一
週

間

に

一
五

シ

リ

ン
グ

、

と

い
う

よ

り

は

二

週
間

に

三

〇

シ

リ

ン

グ

が

支
払

わ

れ

る
。

彼

等

が

二
週

間

に

三

〇

シ
リ

ン
グ

以

上

を

稼

ぐ

こ

と

が

で
き

る

場

合

に

は

〔
三

〇

シ

リ

ン
グ

を

〕
超

過

す

る

金

額

は

、

仕

事

が

な

い
場

合

に
彼

等

に
支
払

わ

れ

た

も

の
が
炭
礦

主

に

よ

り
埋

め
合

わ

せ

ら

れ

る

ま

で
控

除

さ
れ
る

。
」

⑧

す

な

わ

ち
、

年

季

雇

用

制

の
下

で

は
採

炭

夫

は

二
週

間

で
三

〇

シ
リ

ン
グ

と

い
う
額
を

一
応
、
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
採
炭
夫
の
賃
金
が
二
週
間

フ
ル
に
働

い
た
と
し
て
も
大
き
く
こ
の
額
を
超
え
る
も

の
で
な
い
以
上
、
採
炭
夫

の
賃
金
は
つ
ね
に
二
週
間
三
〇
シ
リ
ン
グ
と
い
う
水
準
に
引
き
も
ど
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
⑲

し
か
も
年
季
雇
用
制
の
下
で
は
仕
事
を
休
ん
だ
坑
夫
に
対
し
て
は

一
日
に
つ
き

二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
㈲

更
に

ロ
ウ
ソ
ク
等
は

自
分
で
購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
住
宅
が
無
料
で
提

供
さ
れ
、
自
宅
で
消
費
す
る
石
炭
が
僅
か
な
金
額
で
提
供
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、

　
実
質
的
な
賃
金
は
低
水
準
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に

「
彼
等

〔
採
炭
夫
…

引
用
者

〕
は
控
除
や
休
業
を
考
慮
す
れ
ば
、

一
年
に
五
〇
ポ
ン
ド
以
上
を
稼
ぐ
坑

夫
は
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
と
主
張
す
る
」
@

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
彼

等
が
手
に
す
る
収
入
は
二
週
間
で
三
〇
シ
リ
ン
グ
を
下
回
る
水
準
で
あ
っ
た
と
さ

え
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
成
人
男
子
労
働
者
で
あ
る
採
炭
夫
が
こ
の
よ
う
な
賃
金
水
準
で
あ
る
こ

と
が
、
そ
の
子
弟
を
家
計
補
助
的
な
賃
金
で
炭
礦

労
働

へ
送
り
出
す
こ
と
に
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

(通
気
番
↓
馬
輓
夫

↓
運
搬
夫
↓
採
炭
夫
)
と
い
う
坑
夫

の
熟

練
形
成
階
協
そ
の
も
の
は
、

一
面
で
は
こ
の
よ
う
な
賃
金
水
準
で
、
し
か
も
他
に

雇
用
機
会
が
な
い
た
め
に
、
坑
夫
家
族
が
家
計
補
助
の
た
め
に
児
童
を
幼
少

の
頃

よ
り
炭
礦

に
送
り
こ
ま
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
を
も
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

採
炭
夫
の
賃
金
水
準
が
か
く

の
如
き
も

の
で
あ
れ
ば
、
罰
金
制
度
に
よ
る
賃
金

か
ら
の
控
除
に
対
す
る
不
満
が

つ
の
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仕
事

の
確
保
が
要
求
と

し
て
提
起
さ
れ
て
く
る
理
由
も
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
P

・
M

・
ス
ウ

イ
ー
ジ
ー

の

推
定

に
よ
れ
ば
、

一
八
三
二
年
の

一
日
の
平
均
賃
金
が
採
炭
夫
で
四
シ
リ
ン
グ
、

運
搬
夫

の
四
シ
リ
ン
グ
が
、

一
八
四
四
年
に
は
各
々
、
三
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
、

三
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
に
と
低
下
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。⑬

こ
こ
に
も
労
働
者

の
不
満
が
醸
成
さ
れ
る
基
盤
が
あ
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。



註①助

エ
ン
ゲ

ル

ス
、

前
掲

訳
書
、

二
五
四
頁

。

訓

さ

し

あ
た

り
飯

田
鼎
著
・

『
イ
ギ

リ

ス
労
働

運
動

の
生

成

』
再
版

(
有

斐

閣
、

昭

和

三
十

七
年

)
を
参

照
。

④⑤⑳個

に

あ
げ
ら

れ

窺

定

の
例

に
よ

る
・

但

し
、

こ
の
例

は

モ
ン
ク

ウ

イ
ア

マ
ス
炭
礦

の
例

で

あ
る
。

⑧
I
b
i
d
.
,
p
.
1
5
0ま

た
p
.
1
4
1を
も

参

照
。

鋤

し
た

が

っ
て
、

「
こ

の
金
額

は
単

に

《
l
o
a
n
》と
考
え

ら

れ
る

べ
き

で

あ
る
。
」

(
I
b
i
d
.
,
p
.
1
4
1

)

と
も

い
わ
れ

た
。

⑩⑳働⑯

④

生
活
条
件

石
炭
産
業
は
炭
層

の
賦
存
を
第

一
の
存

立
基
盤
と
し
て
い
る
た
め
に
炭
層
が

あ

る
土
地
に
炭
礦
を
開
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
が
山
間
僻
地
で
あ
っ
て
も
労
働
者
を

確
保

・
定
着
さ
せ
る
必
要
が
生
ず
る
。
し
た
が

っ
て
炭
礦
主
達
は
た
だ
炭
礦

を
掘

削

・
開
坑
し
、
必
要
な
機
械

・
器
材
を
備

え
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
を
誘
致
し

定
着
さ
せ
る
た
め
に
住
居
、
学
校
、
教
会
等

の
生
活
条
件
を
整
備
す
る
必
要
に
せ

ま
ら
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
炭
礦
主
達
に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
る

生
活
条
件
が
炭
礦

で
働
く
労
働
者
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
考
察
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
炭
礦

労
働
そ
れ
自
体
に
お
い
て
労
働
者
が
甘
受

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
条
件
に
加

え
て
、
炭
礦

の
労
働
に
従
事
す
る
が
故
に

こ

う
む

ら

ざ

る

を

得

な

い
生

活
条

件

を

も

考

察

し

て

お

こ
う

と

い
う

の

で

あ
る

。

既

に

「
賃

金

」

の
項

で
触

れ

て
お

い

た

が

住

宅

は

労

働

者

に
無

料

で
与

え
ら

れ

て

い
た
。
雷
こ
れ

は
、
炭
礦

主

側

に

と

っ
て

労
働

者

を

確

保

す

る

た

め

に

住
宅

を

提

供

す

る
必

要

が

あ

っ
た
た

め

で

あ
る

。

「
住

宅

は
炭

坑

か

ら

遠

く

な

い

こ
と

が

要

求

さ

れ

る

の
で
、

住

宅

と

炭

坑

は

し

ば

し

ば

同

時

に

放

棄

さ

れ

、

荒
涼

た

る

様

相

を

提

す

る

」
0

こ

と

が

あ
る

と

い
わ

れ

る

よ

う

に
、
炭
礦

と

住
宅

と

は

不

可

分

の

関

係

に

あ

っ
た
。

し

た

が

っ
て
、
炭
礦

が

開

か

れ

る

や

全

く

の
無

人

の
地

に

巨

大

な
集

落

が
出

現

す

る

こ
と

が

あ

っ
た

。

サ
ウ

ス

.
ヘ

ツ
ト

ン
炭
礦

の
例

を

こ

こ

で

は

あ
げ

て
お

こ
う

。

「
こ

の
村

は

最

近

、

建

設

さ

れ

ま

し

た
。

一
八
三

一
年

に
炭
礦

が

始

め
ら

れ

る

ま

で

は

一
軒

の

家

も

あ

り
ま

せ
ん

で

し

た
・

現

在

で

は
人
口
は
二
、
一

五

〇

人

で

す

。

」

②

炭
礦

が

開

か

れ

る

と
住

宅

が
炭
礦

主

に
よ

っ
て
建

設

さ

れ

る

か

、

あ

る

い

は
炭

磧

主

が

賃
借

し

た

住

宅

に
労

働

者

の

一
群

が
移

り
住

み

炭
礦

村

落

が

形

成

さ

れ

て

く

る

の

で

あ
る

。

『
児
童

雇

用

調

査

委

員

会

報

告

書

』
は

、

こ

の
間

の
事

情

を

次

の
様

に
述

べ

て

い
る
。

「
最

近

一
〇

年

間

に

ウ

ィ

ア
川

と

テ

ィ
ー

ズ

川

の
間

で

炭

磧

が

多

く

の
場

所

で

開

か

れ

て
き

た
。

そ

し

て
炭
礦

が

開

か

れ

る

と
大

き

な
村

な

い

し

は
町

が

、

す

ぐ

に

そ

れ

に
接

し

て

建

設

さ

れ

る

。

そ

こ

の
住

民

は
、

ほ

と

ん

ど

が
炭
礦

の
人

間

で

あ

り
、

酒

場

の
人

間

で

あ

り
、

小

売
業

者

で

あ
る
・

」

⑤

そ

し

て
労

働

者

を
定

着

さ

せ

る

た

め

に

教

会

を

設

立

し

た

り
、

教

育

を

ほ

ど

こ

す

こ

と
も

あ

っ
た

。

前

に

あ

げ

た

サ

ウ

ス

・
ヘ

ッ
ト

ン
炭
礦

で

は

教

会

が
炭
礦

側

に

よ

っ
て

建

設

さ

れ

て

い

る

し

、
@

ロ
ン

ド

ン

デ

リ
侯

の
場

合

で
も

シ

ー

ア
ム

.
励

ハ
ー

バ

ー

で

の
新

し

い
教

会

の
建

設

は

彼

が

中

心

に

な

っ
て
お

こ
な

わ

れ

た
。
ー

教
育

に

関

し

て
も

北

東

部

の

「
炭
礦
村

落

で

二
、
三

の
学

校

が
な

い
村

落

は

な

い
」

⑥

と

言

わ

れ

た

如

く

各
村

落

に
学

校

が

広

ま

っ
て

い
た

。

だ

が

そ

の
内

容

に

つ

い

て

み
れ

ば

「
ノ
ー

サ

ン

バ
ー

ラ

ン

ド
、

ダ

ラ

ム
両

州

の
炭
礦

一
般

に

つ

い

て
述

べ

る

な

ら

ば
、

そ

こ

で

の
学

校

は

…

…
保

護
所

に

す

ぎ

な

い
も

の
で

し

か

な

い

こ

一32一
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C
.E

.C
., 1st R

ep. A
pp. I. 1842, p.648 
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と

を

認

め

ざ

る

を

得

な

い
」
σ

と

い
う

の
が

実

状

で

あ

っ
た

。

た

だ

そ

の
中

に

あ

っ
て

「
ダ

ラ

ム

州

で

は

幾

つ
か

の
大
炭
礦

の
所

有

者
達

は

教

師

に
金

を

出

し
匠

⑧

い

た
。

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

も

年

に
四

〇

ポ

ン
ド
を

支
出

し

て

い

た
も

の

の
、

全

面

的

に
学

校

と

か

か

わ

っ
て

い
た

わ

け

で

は
な

か

っ
た

。

②

と

こ
ろ

で
、

こ

う

し

た

教

育

及
び

労

働

者

の
教

化

に

つ

い

て

は
諸

宗

派

の
動

き

を

み
る

こ

と

が
必

要

で

あ
る

。

次

の
証

言

か

ら

そ

の
影

響

の
大

き

さ

が
理

解

さ

れ

よ

う

。

「
私

は

坑
夫

を

四

〇

年

以

上

に
わ

た

っ

て
知

っ
て

い
る

が
、

彼

等

の
道

徳

お

よ

び
宗

教

的

な

特

質

に

き

わ

め

て
明

確

な

改

善

が

な

さ

れ

た

。

す

な

わ

ち

労

働

し

て

い
る
時

や

自

宅

に

い
る

時

の
慣

習

が

大

層
、

改

善

さ

れ

た

。

闘

鶏

ボ

ウ

リ

ン
グ

ボ

ク

シ

ン

グ

等

の
馬

鹿

げ

た

ス
ポ

ー

ツ

が

な

く

な

り
、

ほ

と

ん

ど

稀

れ

に

し

か

み
な

い

。

そ

れ

に
安

息

日

に
礼

拝

に
出

て

い

た

の
が

一
人

で

あ

っ
た
場

所

で
、

今

で

は

五
〇

人

が
出

席

し

て

い
る

。

四

〇
年

前

に
は

礼

拝

す

る

場

所

が

大

層

少

な

く
、

し
か

も
出

席

が

よ

く

な

か

っ
た

。

こ

の
変

化

は
主

に
ウ

ェ
ズ

リ

ィ
派

メ

ソ

ジ

ス

ト
の

お

か

げ

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。

つ
ま

り

彼

等

は

四
〇

の
礼

拝

堂

を

二

万

九
、
○
○
○
ポ

ン

ド

で
建

設

し

た

。

そ

の
座

席

数

は

一
万

五

、
O
O

O
で

あ

る

。

更

に

そ

こ

で
は

日

曜

学

校

で

四
、
0
0
0
人
が

教

え

ら

れ

て

い
る

。

こ

れ

ら

の
こ

と

は

す

べ

て

タ

イ

ン

川
両

岸

の

一
マ
イ

ル

以
内

の

こ
と

で

あ

っ
て
、

ノ
ー

サ

ン

バ
ー

ラ

ン

ド
、

ダ

ラ
ム

両

州

に

お

け
る
礦
山

地

域

全

体

で

は
も

っ

ω

と
多

く

の
も

の
が

あ

る
。

」

q

と

り

わ

け

、

労

働

者

を

と

ら

え

た

の
は

プ

リ

ミ

テ

ィ

ブ

・
メ

ソ

ジ

ス

ト

で

あ

っ

た
。

さ

き

の
サ

ウ

ス

・
ヘ

ッ
ト

ン
炭
礦

で
は

「
メ

ソ
ジ

ス
ト

の
礼

拝

堂

が
あ
り
、
教
会

〔
炭
礦
側
で
建
設
し
た
ー

引
用
者

〕
よ
り
も
よ
く
出

席

さ

れ

て

い
る

。

そ

れ

で
、

我

々

の
住

宅

の

二

つ
が

一
緒

に

さ

れ

て
プ

リ

ミ

テ

ィ

リ

ブ

・
メ

ソ
ジ

ス

ト
、

い
わ

ゆ

る

ラ

ン
タ

ー

の
礼

拝

堂

に
な

っ
て

い

る
」
q

と

い

わ

れ

た

し
、

「
こ

こ

で

は
、

プ

リ

ミ

テ

ィ
ブ

・
メ

ソ
デ

ィ
ズ

ム
は
、

き

わ

め

て
密
接

に
労
働
組
合
と
提
携
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
実
際
に
は
労
働
者
宗
教
と
な

っ
た
ほ

ど
L
㈹

だ

っ
た
の
で
あ
る
・
だ
が
炭
撃

中
心
に
村
落
が
発
展
し
・
し
か
も
住
宅

が
炭
礦

主

側

に

よ

っ

て
提

供

さ

れ

て

お

り
、

加

え

て
教

会

・
学

校

等

も
炭
礦

主

側

が
建

設

あ

る

い

は
何

等

か

の
形

で
関

与

し

て

い
る

と

い
う

事

実

が

あ

っ
た

。

そ

の

た

め
、

た

と

え
プ

リ

ミ

テ

ィ
ブ

・
メ

ソ

ジ

ス
ト

が

積

極

的

に
活

動

を

お

こ
な

っ
た

と

し

て
も
、

「
炭

坑

村

落

は

植

民

地

そ

の
も

の

で

あ
り

、

し

た
が

っ
て
、

そ

の

よ

う

に

取

り
扱

わ

ね

ば

な

ら

な

い
」
儲

と

い

う
経

営

側

の
見

解

を

生

み

だ

し

た

し
、

そ

の
よ

う

に

労

働

者

を

扱

い
う

る
条

件

を
炭
礦

主

に
も

た

ら

し

て

い

た

こ

と

を

忘

れ

る

べ
き

で

な

か

ろ

う

。

註①②③④⑤

た

と
え

ば
、

の

一
八

三
三
年

三
月

二
六

日
、

八

三
五
年

二
月
一
一

日
、

一
八
四
〇
年

六
月

七

日

の
記

述
を
参

照
。
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②

一
八
四
四
年
争
議
の
発
生
と
そ
の
経
過

①

争
議

の
発
生

北
東
部
炭
田
に
生
じ
た

一
八
四
四
年

の
争
議
は
、

コ

八
二
六
年
以
来
、
こ
の

つ

地
域
で
発
生
し
た
四
回
目

の
大
労
働
争
議

で
あ
っ
た
。
」
(
し
か
し
、

こ

の

一
八
四
四
年

の
争
議
は
こ
の
地
域
で
生
じ
た
幾
多

の
争
議
と
は
異
な

っ
た
意
義
を

も

っ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
は
、
か
の
有
名
な

一
八
三

一
年
、

三
二
年
の
争
議
で
さ
え
も
ト
ー

マ
ス

・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン

に

指
導
さ
れ
た
北
東
部
炭
田
と
い
う

一
地
域

に
限
定
さ
れ
た
労
働
組
合
を
背
景
に
し

て
闘
わ
れ
た
争
議
で
あ
っ
た
。
@

こ
れ

に
対
し

一
八
四
四
年
の
争
議
は
大
ブ
リ
テ

ン

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
坑
夫
連
合

を
背
景
に
し
て
闘
わ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
坑
夫
連
合
は
鉱
山
業

に
従
事
す
る
労
働
者
に
と
り
最
初
の
全
国
的
な
組
織
で
あ
っ
た
が
、
単
に
そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
義
を
労
働
運
動
史
上
に
も

つ
も

の
で
あ
っ
た
。
ウ

ェ
ッ
ブ

夫
妻
は
こ
の
労
働
組
合
に
触
れ
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
労
働
組
合
運
動
に
た
い
す
る

チ
ャ
ー
テ
ィ
ズ
ム
の
主
導
性
は
、
一
八
三
七
-

四
二
年
の
不
況
の
時
期
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
急
速
な
景
気

の
回
復
と
そ
れ

に
続
い
た
か
な
り
の
繁
栄
の
影
響

の
も
と
で
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
は
消
滅

し
去

っ
た
。
そ
し
て
労
働
組
合
運
動

の
明
ら
か
な
復
活
は

一
八
四
三
年
ご
ろ

製
陶
工
組
合

と
行
動
的
な
綿
紡
績
工
組
合
(
C
o
t
t
o
n

-
S
p
i
n
n
e
r
s
`
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

)

の
再

興
、
そ
れ
に
一
八
四
五
年
、
首
都
お
よ

び
地
方

の
植
字
工
諸
組
合

の
全
国
活
版
組
合

へ
の
合
同
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
強
力
な
連
合
鉛
硝
子

製
造
工
組
合

ー

一八
四
九

年
に
大
英

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
鉛
硝
子
製
造
工
友
愛
組
合

と
し

て
再
組
織
さ
れ
る
)
は
こ
の
年
か
ら
発
足
し
た
。
ほ
か
の
諸
職
業

の
代
表
者

会
議
も
招
集
さ
れ
、
縫
製
工
や
製
靴
工
た
ち

の
全
国
的
組
織
も
設
立
さ
れ
た
。

一
八
四
五
年
に
は
皮
革
工
た
ち
の
全
国
協
議
会
が
、
す
べ
て
の
地
方
同
職
ク

ラ
ブ
の
連
合
組
合
を
結
成
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
新
し
い
組
織
体
の
な
か

で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は

、

一
八
四

一
年
ウ

ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
で
結
成
さ

れ
た
大
ブ
リ
テ

ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
坑

夫
連
合

(

)
で
あ
っ
た
。
」

〔
傍
点
は
引
用
者
。

の

但
し
、
結
成
年
の

一
八
四

一
年
は
誤
り
で
あ
る
。

〕
ー

最
近
で
は
、

「
坑
夫
連
合
は
全
国
至
る
所

で
坑
夫
の
利
害
を
代
表
す
る
常
置
の

持
続
的
な
組
織
を
作
る
こ
と
を
明
ら
か
に
意
図
し
て
い
た
。
こ
の
持
続
性
は
、
ウ

ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
労
働
組
合
の
古
典
的
定
義

『
賃
金
労
働
者
が
、
そ
の
労
働
生
活
の

諸
条
件
を
維
持
ま
た
は
改
善
す
る
た
め
の
恒
常
的
な
団
体

』
に
い
っ
そ
う
合
致
し

て
い
た
"
と
把
握
す
る
研
究
も
あ
ら
わ
れ
た
。
つ
ま
り

一
八
三
〇
年
代
に
は
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
全
国
的
な
労
働
組
合
と
い
う
考
え
が
抬
頭
し
て
い
た
が
、
そ
の
中

で

誕
生
し
た

「
連
合
王
国
紡
績
工
総
連
合
」

「建
築
工
組
合
」

「
全
国
労
働
組
合
大
連
合
」

、

は
長
く
て
三
、
四
年
し
か
続
か
な

か
っ
た
。

「
こ
れ
に
反
し
て
、
坑
夫
組
合
は
よ
り
強
固
で
あ
っ
た
し
持
続
性
が
あ

っ
た
。
構
成
諸
団
体
の
権
限
は
、
普
通
六
ケ
月
毎
に
召
集
さ
れ
る
全
国
代
表
者
会

議
で
少
な
く
と
も
文
書
に
よ

っ
て
付
与
さ
れ
る
単

一
の
組
織
が
あ
っ
た
。
日
常
活

動
は
執
行
委
員
会
に
よ

っ
て
指
図
さ
れ
た
」
よ
う
に

「
そ
の
規
模
、
構
造
そ
れ
に

そ
の
目
的
は
多
く
の
点
で
以
前

の
労
働
者
に
よ
る
団
体
よ
り
進
ん
だ
近
代
的
労
働

組
合

の
原
型
を
な
し
た
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
⑤

我
々
の
当
面
の
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
主
張
の
当
否
が
問
題
で
は
な
い
。
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
こ
の
組
合
が
既
に
ウ

ェ
ッ
ブ
夫
妻
に
よ
り
そ

の
意
義
を
認
め
ら
れ
、
更
に
は
最
近
で
は

「
近
代
的
労
働
組
合
の
原
型
」
を
な
す

と
ま
で
い
わ
れ
る
組
合
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
だ
け
で
よ
い
。
こ
の
組
合

を
背
景
に
し
て

一
八
四
四
年
争
議
が
闘
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
組
合
の
成

「「

M
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T
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立

と
組

織

に

つ
い

て
若

干

の
考
察

を
加

え

た

う

え

で
、

こ

の
争
議

が

発

生

す

る

ま

で

の
経

過

を

組

合

と

の
関

連

で
述

べ
る

こ
と

に

し

た

い
。

こ

の
坑
夫

連

合

が

正

式

に
発

足
し

た

の
は

一
八

四

二
年

=

月

七

日

ウ

ェ
イ

ク

フ
ィ

ー

ル

ド

に

お

い

て

で

あ

っ
た
。

「
強

力

な

州

の
諸

組

合

が
、

一
方

で

は

ノ
ー

サ

ン
バ

ー

ラ

ン
ド

と

ダ

ラ

ム

で
、

他

方

で

は

ラ

ン

カ

シ

ャ
ー

と

ヨ
ー

ク

シ

ャ
ー

で

成

長

を

と

げ

、

こ

の
新

し

い
組

織

体

は

こ

れ

ら

の
連

合

体

に
ほ

か

な
ら
な
か

っ
た
」

⑥

の

で

あ

る

が
、

こ

の
組

合

が

発

足

当

初

か

ら

た

だ

ち

に
組

織

と

し

て

の
進

展

を

み

た
わ

け

で

は

な

く
、

各

地

で

の
組

織

化

が
進

み
実

質

的

な

内

容

を

整

え

る

に

い

た

る

の

は

一
八

四

三

年

五

月

一
日

の

二

ユ
ー

カ

ス

ル

に
お

け

る
大

会

で

あ

っ
た
。

⑦

こ

の
大

会

で

規
約

が

決
定

さ

れ
、

組

合

員
数

も

二

ユ
ー

カ

ス

ル

の
大

会

頃

に

は

僅

か

四
、
八
〇
二
人

と

い
わ

れ

て

い

た

の
が
、

一
八

四

三
年

八

月

頃

に

は

五

万

人

に
も

達

し

た

と

い

わ

れ

た

。

こ

の
組

合

員

数

の
急

増

し

た
理

由

の

一
つ
に
有

給

の

オ

ル
グ

と

し

て

の

《
l
e
c
t
u
r
e
r
s

》

の
存

在

も

忘

れ

て

は

な
ら

な

い
。

「
こ

の
組

合

は
、

草

の
根

レ

ベ

ル

で

の
組

織

維

持

の

た

め

に

は
…

…

《
l
e
c
t
u
r
e
r
s

》

に
依

存

し

て

い
た

」
⑱

の

で

あ

っ
て
、

こ
れ

ら

《
l
e
c
t
u
r
e
r
s

》

は
各

地

に
散

ら

ば

り
組

織

を

拡

大

・
強
化

し

て

い
た

。

こ

の
組

合

は

一

一
人

か

ら

な

る
執

行
委

員

会

を

お

き

、

半

年

毎

に

開

催

さ

れ

る

全

国

代

表

者
大

会

が

最

高

の
決

定

機

関

で

あ

っ
た

。

そ

し

て
組

合

員

か

ら

六

ペ

ン

ス
の
加

入

費

、

組

合

員

証

の
費

用

と

し

て

一
ぺ
ニ
ー

、

更

に
加

入

後

は

一
週

間

に

}
ペ

ニ
ー

を
組

合

費

と

し

て

お

さ

め

る

こ

と

を

求

め
、

そ

の
財
政

的

基

礎

の
確

立

を

は

か

っ
た

。
⑨

だ

が

・

こ

れ

は

当

時
・

喧

伝

さ

れ

た

ほ

ど

確

固

た

る
も

の

で

は

な

か

っ
た
。
㈹

〔
表

皿

参

照

〕
ω

ま

た
、

こ

の
組

合

は
機

関

誌

を

発

行

し

、

「
坑

夫

の
検

事

総

長

」
P
i
t
m
e
n
'
s
 
A
t
t
o
r
n
e
y
 
G
e
n
e
r
a
l

と

呼
ば

れ

た

W

・
P

・
ロ

バ

ー

ツ
W
.
P
.
R
o
b
e
r
t
s
と
も

関

係

が

あ

っ
た

の

で

あ

る
。

で

は
、

一
八

四

四

年

の
争

議

は
ど

の
よ

う

に

し

て
提

起

さ

れ

て

く

る

の

で

あ

ろ

う

か
。

最

初

、

こ

の
組

合

は

労
働

条

件

の
改

善

を

は

か

る

た

め

に
生

産

制

限

と

い
う

方

策
を
と
っ
た
。
生
産
制
限
に
よ
り
石
炭
価
格
を
上
昇

・
維
持
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り

坑
夫

の
労
働
条
件
を
改
善
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
泊
に

し
か
し
、
こ
の

一
八
四
三
年
五
月
六
日
の
二
ユ
ー
カ
ス
ル
で
の
大
会
で
提
起
さ
れ
た
方
針
は
所
期

の
成
果
を
あ
げ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
地
域
間
の
格
差
は
い
ま
だ
に
大
き
す
ぎ

た
し
、
北
東
部
だ
け
に
関
し
て
も
年
季
雇
用
制
の
下
に
あ
る
坑
夫
が
自
分

の
都
合

で
労
働
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
は
投
獄
を
意
味
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
程

の
状
態

の

に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
0

生
産
制
限
と

い
う
方
針
が
成
果
を
あ
げ
え
な
い
状
況
下
で
提
起
さ
れ
て
き
た
の

が
ゼ
ネ

・
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
ゼ
ネ

・
ス
ト
を
め
ぐ

っ
て

一
八

四
四
年

三
月

二
五
日
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
大
会
で
論
戦
が
交
わ
さ
れ
た
。
だ
が
、
投
票

の
結
果
、

ゼ
ネ

・
ス
外
賛
成
が

二
万
三
、
三
五
七
票
、
反
対
が
二
万
八
、
〇
四
二
票
で
ゼ
ネ

・

ス
ト
の
方
針
は
否
決
さ
れ
た
。M

こ
の
結
果
、
組
合
の
下
に
あ
る
全
国
の
坑
夫
が

一
斉
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
す
る
と
い
う
事
態
は
実
現
し
な

い
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
時
点
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
支
持
に
ま
わ

っ
て
い
た
北
東
部
の
坑

夫
達
は
、
こ
の
大
会
で
次

の
様
な
決
議
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た

の
で
あ
る
。

「
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
及
び
ダ
ラ
ム
の
者
達
は
あ
ら
ゆ
る
合
法
的
手
段

を
用

い
た
後
、
な
お
目
的
を
達
し
え
な

い
な
ら
ば
こ
の
四
月
五
日
に
お
こ
な

わ
れ
る
雇
用
主
と
の
契
約

の
下
で
働
く
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
委
員
会

の
決
定

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
我
々
、

他
地
方
の
代
表
者
達
は
彼
等
の
闘
争
を
で
き
る
限

り
支
援
し
、
ま
た
彼
等

の

地
域
に
人
が
流
入
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
で
き
る
な
ら
ば
我
々
の
労
働
を
よ
り

一
層
、
制
限
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
。
」
⑤

す
な
わ
ち
、
こ
の
決
議
に
よ
っ
て
全
国

の
坑
夫

の
ス
ト
に
よ
り
労
働
条
件
を
改

善
さ
せ
る
と
い
う
方
途
を
絶
た
れ
た
北
東
部

の
労
働
者
に
、
こ
の
坑
夫
連
合
と
い

う
全
国
組
織
を
背
景
に
北
東
部
だ
け
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
お
こ
な
う
と
い
う
道
が
ひ

ら
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
北
東
部

の
坑
夫
達
は
自
ら
の
労
働
条
件
を

改
善
す
る
た
め
に
、
更
に
は
坑
夫
組
合
の
方
針
を
め
ぐ
る
政
治
的
思
惑
を
は
ら
み



表 坑夫連合の収支 〔出典は註⑪を参照 〕

出支入収間期

d

8

S

12

£

250

d

8

S

14

£

2541843年9月5日11月11日

11%20261%1981845年11月11日 ～12月6臼

494051・sl/2485
1845年12月6日 ～

1844年2月10日

101155261・1/25271844年2月10日 ～4月15日

21%406188t/23161844年6月8日 ～8月5日

161・ 彦6017124961844年8月5日 ～10月22日

つ
つ
、

一
八
四
四
年
四
月
五
日
に
次
の
要
求
を
掲
げ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。

ω

支
払

い
は
量
に
よ
ら
ず
重
さ
に
よ
る
こ
と
。

㈲

重
さ
の
確
認
は
政
府

の
検
査
官
に
よ
っ
て
検
定
さ
れ
た
普
通
の
天
秤
と

分
銅
に
よ
る
こ
と
。

㈹

雇
用
期
間
を
半
年
と
す
る
こ
と
。

⑨

罰
金
制
度
を
廃
止
し
、
実
際
の
出
来
高
に
よ
っ
て
賃
金
を
支
払
う
こ
と
。

M

炭
坑
所
有
者
は
自
分

の
と
こ
ろ
で
専
属
で
は
た
ら
い
て
い
る
労
働
者
に
、

一
週
す
く
な
く
と
も
四
日
の
労
働
、
も
し
く
は
四
日
分

の
賃
金
を
保
証
す

る
義
務
を
お
う
こ
と
。
幅

②

さ

し

あ
た
り
飯

田
鼎
、

前
掲

書

が
参
考

と
な

ろ
う

が
、

詳
細

に
は

を
参

照

の

こ
と
。

3ゆ

シ

ド

ニ
ー

・
ウ

ェ

ッ
ブ
、

ビ

ア
ト
リ

ス

・
ウ

ェ

ッ
ブ
著
、

飯
田

・
高
橋

訳

『
労
働

組
合

運

動

の
歴

史

』
上

巻

(
日
本

労
働
協

会
、

昭
和

四

八
年

)

二
〇

六
-

二
〇
七
頁

。

但
し
、
M
i
n
e
r
s
'
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

の
訳
語

は
、

本

論
文

で
の
記
述

の
統

一
を

は
か
る

た

め
に
改
変

し

た
。
な

お
、

坑
夫
連

合

の
成

立
年

は

一
八
四

二
年

で

あ

っ
て
、

一
八

四

一
年

で
は
な

い
。

一
八

四

一
年

成
立
説

は
、
R
.
F
y
n
e
s
の
前
掲
書

に
由
来

し
、

ウ

ェ
ツ
ブ
夫

妻

の

『
労
働

組
合

運
動

の
歴

史

』
及

び
シ

ド

ニ
ー

.
ウ

ェ

ッ
ブ

の
『
ダ

ラ

ム
坑
夫

の
物

語

』

に
踏
襲

さ
れ
定

着

し
た
が
、

A

・
J

・
テ
イ

ラ
ー

に
よ

っ
て
そ

の
誤

り

が
指

摘
さ

れ
現

在

で
は

一
八
四

二
年

成

立
説

が
通
説

で

あ
る

。
(
C
f
.
A
.
J
.
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 X
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㈲

「
組
合

の
基

金

は
豊

富

に

あ

っ
た

の
で
、
数

ケ
月

に
わ

た

っ
て
各
家

庭

に
毎

週

二
五

シ
リ

ン
グ

の
援
助

金

を
保
証

す

る

こ
と
が

で
き

た
。

」

(
エ

ン

ゲ

ル

ス

前

掲

訳

書

、

二
五
五

頁
)

ま

た
、

ス
ウ

ィ
ー
ジ

ー
に

い
た

っ

て
は
、

}
八

四
四
年

の
初
期

に
銀

行

に
約

二
万
四
、
O
O
O
ポ

ン
ド
が

あ

っ

た

と

い

っ
て

い
る
。
A
.
J
.
T
a
y
l
o
r
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
5
0

も
参

照
。

⑳

表
 

は
R
.
C
h
a
l
l
i
n
o
r
＆
B
.
R
i
p
l
e
y
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
8
2

に
よ

る
。

㈲

エ
ン
ゲ

ル

ス
、
前

掲

訳
書
、

二
五
五
頁

。

②

争

議

の
経

過

北

東
部

に
お
け
る

労

働

争

議

は
、

発

生

後

ど
の
よ
.つ
な

経

過
を

た

ど

っ
た

の
で

あ

ろ

う

か

。

争

議

終

了

後

に
鉱

山

検

査

官

S

・
ト

レ
ー

メ

ン

ピ

ア
S
.
T
r
e
m
e
n
h
e
e
r
e

が

、

そ

の
印

象

を

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

こ

と

に

注

目

し

て

お

こ

う

。

「
こ
の
大
団
体

の
人
々

〔
争
議
参
加
者
-

引
用
者

〕
に
よ
る
行
為
は
、

二
、

三

の
例

外

は

あ
る

が
平

穏

で

模

範

的

で

あ

っ
た
。

当

局

に

対

す

る
抵

抗

が

二
、

三

試

み
ら

れ

た

が
、

そ

れ

も

ま

も

な

く
止

ん

だ

。

…

…

無

意

味

な

機

械

破

壊

は

お

こ
な

わ

れ
な

か

っ
た

。

機

械

の
多

く

が

、

し
か

も

大

層
価

値

の

あ

る
機

械

が

手

近

の
と

こ
ろ

に

あ

り
、

ど

こ

で

も

放

置

さ

れ

て

い
た

の

で

あ

る

。

他

の
財

産

に
も

ほ

と

ん

ど

危

害

が

加

え

ら
れ

な

か

っ
た

し

、

略

奪

も

ほ

と

ん

ど

お

こ

な

わ

れ

な

か

っ
た

。

個

人

的

な

危

害

の
例

も

ほ

と
ん

ど

な

い
。

い

や
な

人

間

へ
の
妨

害

は

通

り

す

が

っ
た
際

に
、

野

次

っ
た

り
、

ひ

や
か

し

た

り
す

る

こ

と

に
普

通

は

限

ら

れ

て

い
た

・

」

①

こ

の

よ

う

に

争
議

が

極

め

て
平

穏

で

あ

っ
た

と

い
う

こ

と

は
、

次

の
記

事

か

ら

組

合

の
方

針

で

あ

っ
た

こ
と

が

わ

か

ろ

う

。

「
ダ
ラ
ム
州
の
坑
夫
に
よ
る
大
集
会
ー

ウ
ィ
ァ
川
流
域

の
坑
夫
に
よ
る

大

集

会

が

昨

日
ピ

ッ
テ

ィ

ン
ク

ト

ン

・
ヒ

ル
で

開

か

れ

た

。

一
万

人

が

参

加

し
、

ブ

ラ

ッ
ク

●
フ

ェ
ル

で

の
大

集

会

と

同

様

の
決
議

が
な

さ

れ

た

。

地

域

集

会

は

ノ

ー

サ

ン

バ
ー

ラ

ン
ド

の
様

々
な

場

所

で
も

開

催

さ

れ

て
き

た
。

そ

の
集

会
で
は
リ
ー
ダ
ー

達
が

平

和

的

に
秩
序
を
も
っ
て
行
動
す
る
よ
う

に

訴え
た

。
そ
う
で
な
い
よ
う
な
行
動
を
し
た
者
は

、
す
べ
て
組
合
の

敵

と

み
な

さ
れ
る

・

…

…

」

〔
傍

点

は
引

用

者

〕
②

組

合

の
指

導

者

達

が

「
平

和

的

に

秩

序

を

も

っ
て
行

動

す

る

よ

う

訴

え

た
」

の

に
応

え
、

争
議

に
批

判

的

で

あ

る

S

・
ト

レ
ー

メ

ン

ビ

ア
さ

え

も

が

認

め

る

が

如

く
平

穏

に

お
ご

な

わ

れ

た

の
で

あ

っ
た

。

こ
れ

は
如

何

に
組

合

が

坑

夫

を

掌

握

し

て

い
た

か

を

も

示

す

も

の

で

あ

っ
た

と

い

え

よ

・つ
。

⑤

ま
た
、

「
炭

鉱

夫

は

、

か

れ

ら

の
要

求

を

労
働

の
雇

用

者

に
む

け

る

に

い
た

っ

た

と

こ

ろ

で

は
、

う

ち

こ
わ

し

と

い
う

テ
ク

ニ
ク

ッ
ク
を

も

ち

い
た

。

:
:
..だ

か

ら
、

ノ
ー

サ

ン
バ

ー

ラ

ン

ド

の
炭

田

で
は

、

坑

口

の
機

械

装

置

の

や
き

う

ち

は

一
七

四

〇

年

代

の
大

暴

動

の

一
部

で

あ

り
、

…

…

ま

た

一
七

六

五

年

の
暴

動

で

は

機

械

が

う

ち

く

だ

か

れ
、

石

炭

に
火

が

つ
け

ら

れ

た

:
:
..
一
八
三
一

年

に

い
た

っ

て
も

な

お
、

ベ

ド
リ

ン

ト

ン

(
ダ

ラ

ム

)

の

ス

ト

ラ

イ

キ
参

加

者

は
、

巻

揚

機

を

う

ち

こ
わ

し

た

」
④

と

い
わ

れ

る

こ
と

を

考

慮

す

る

な

ら

ば
、

極

め

て
平

穏

に

1

機

械

の
破

壊

も

、

個

人

に
危

害

を

加

え

る

こ
と

も

ほ

と
ん

ど

な

く
-

お

こ
な

わ

れ

た

こ
と

は

、

以
前

の
労

働

争

議

と

決

定

的

に

異

な

る

一
八
四

四
年

争

議

の
特

質

の
一

つ

で

あ

っ
た

こ

と

が

わ
か

ろ

う
。

た

と

え

武

力

に

よ

る

威
圧

の
下

で

組

合

が

T
rade U

nion in the A
ge of the C

hartists, L
ondon, 1968, p. 9

Ibid., pp. 7 —
 8 

Ibid.,  p.60 

Ibid., pp.64-65 

Ibid., p.75 

Ibid., p.74

A
. J. T

aylor, op.cit., p.50

R
.C

hallinor &
 B

.R
ipley, op.cit., p.82

 18461737) , R
eport......M

ining D
istrict s, p. 7 

R
.C

hallinor &
 B

.R
ipley, op.cit., pp.111-112 

 Ibid., p.113 

R
.Fynes, op.cit., p.54 

 Ibid., p.54
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、

と

っ
た

方

針

に
よ

る
も

の

で

あ
る

と

し

て
も

、

こ

の
よ

う

に
平

穏

に

な

さ

れ

た

の

は
i

組
合
の
方
針
が
か
く
も
徹
底
し
た
の
は
-

何
に
よ
っ
て
可
能
に
な

っ
た

⑤

の
か

を

運

動

の
形

態

よ

り

考

察

し

て

お

こ

う

。

一
八

四

四

年

の
争

議

で
は

全

体

の
集

会

や
地

域

ご

と

の
集

会

が
も

た

れ
、

坑

夫

の
士

気

を

鼓

舞

し

て

い
た

。

争

議

発
生

後

、

最

初

の
集

会

が

ゲ

イ

ツ

ヘ

ッ
ド

近

郊

の
ブ

ラ

ッ
ク

・
フ

エ
ル
に

あ
る

シ

ャ
ド

ン
ズ

・
ヒ

ル

で
四

月

八

日

に

開

か

れ

て

い

る
。

R

・
フ

ァ
イ

ン
ズ

に

よ
れ

ば

「
そ

の
土
地

に
到

着

し

て

み

る

と
、

今

ま

で
述

べ

ら

れ

て
き

た

な

か

で
最

も

華

麗

で
壮

大

な

光

景

の

一
っ
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ

て
」

⑤

お

り
、

そ

の
中

に
炭

車

が

演

台

と

し

て
お

か

れ
、

指

導

者

達

が

参

加

者

の
士

気

を

高

め

た
と

同

時

に

自

制

を

も

訴

え

た

と

い
う
。

こ

の

よ
う

な

集

会

は

し

ば

し

⑦

ば

も
　た

れ
、

坑

夫

の
結

束

を

か

た

め
さ

せ

た

の
で

あ

っ
た

。

ま

た
、

こ

の

よ

う

な

集

会

と

は
別

に
指

摘

し
て

お

か

ね

ば

な

ら

な

い

の
が
、

プ

リ

ミ

テ

ィ
ブ

・
メ

ソ

ジ

ス

ト
に
よ

り

開

か

れ
た

集

会

で

あ

ろ
う

。

S

。
ト

レ
ー

メ

ン

ピ
ア

は
次

の
よ

う

に

述

べ

て
、

こ

の
動

向

に
注

目

し

て

い
る

。

「
こ
の
運
動

〔
争
議

の
こ
と
ー

引
用
者

〕
と
と
も
に
奇
妙
な
印
象
的
な

方

法

に

よ

っ
て

宗

教

的

感

情

が

醸
成

さ

れ

た

。

…

…

集

会

が
度

々
、

彼

等

の

礼

拝

堂
c
h
a
p
e
l

(
普

通

は
、

プ

リ

ミ

テ

ィ
ブ

・
メ

ソ
ジ

ス

ト
、

す

な

わ

ち

当

地
方

で

は

『
ラ

ン
タ

ー

』
R
a
n
t
e
r
s、

と

呼
ば

れ

て

い
る

者

達

の
教

会

)

で

開
か

れ
、

そ

こ

で
は

公

然

と

ス

ト

ラ

イ

キ

の
成

功

の
た

め

に
祈

り

が

さ
さ

げ
ら

れ

た
。

こ

の
状

況

を

私

〔
ト

レ
ー

メ

ン

ビ

ア

ー

ー

引

用

者

〕
に
物

語

っ
た
者

達

が

用

い
た

表

現

に

よ

れ

ば

、

『
自

分

の
信

念

を

強

め
る

た

め

』

に

こ

の

祈

願

の
集

会

に

参

加

し

た

の

で

あ
る

。

す

な

わ

ち

互

い

に

ス

ト

ラ

イ

キ
が

成

功

す

る

だ

ろ

う

と

い
う

確

信

を

助

長

す

る
た

め

で

あ

る

。

…

…

こ

れ

ら
祈

願

の
集

会

で
主

な

話

し

手

で

あ
る

地

方

の
牧

師

は
、

言

葉

を

自

由

に

あ

や

つ
れ

る

こ
と

に

よ

っ
て
彼

等

の
仲

間

の
労

働

者

に
影

響

を

及

ぼ

し

、

一
様

に

ス

ト

ラ

イ
キ

の
主

要

な

推

進

者

・
扇

動

者

と

な

っ
た

者
達

で

あ

っ
た
。
」
⑱

ま

た
、

こ

の
集
会

へ
の

一
参

加

者

に

よ

れ

ば

「
ス

ト

ラ

イ

キ

の
間

、
炭
礦

村

落

の
教

会

で

は

〔
ス

ト

ラ

イ

キ

〕
の
成

功

を

神

に
祈

る
集

会

が

一
週

間

に

一
度
、

定

期

的

に

開

か

れ

て

い
た

」
⑲

と

い
う

。

こ

の
争

議

に

お

い

て
プ

リ

ミ

テ

ィ
ブ

・
メ

ソ
ジ

ス

ト
達

が

果

し

た

役

割

は

小

さ

い
も

の

で

は

な

か

っ
た

と

い
え
る

で

あ
ろ

う

.

北

東

部

に

お

い

て

「
き

わ

め

て
密

接

に

労

働

組

合

と
提

携

し

て

」
⑳

い
た

プ

リ

ミ

テ
ィ
ブ

・
メ

ソ

ジ

ス
ト

の
役

割

は

軽

視

さ

れ

る

べ

き

で

は

な

い
。

争

議

の
指

導

者

達
が
地
域
集
会

ー

つ
ま
り
大
集
会

ー

を
開

い
て
争
議
全
体

の
高
揚
を
は
か

っ

た
と
す
れ
ば
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
・メ
ソ
ジ
ス
予
達
は
炭
礦
村
落
の
礼
拝
堂

で
の
小
規

模
な
集
会
を
開
く
こ
と
に
よ

っ
て
争
議
参
加
者

の
脱
落
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
争
議

を
き
め
こ
ま
か
な
規
模
で
組
織
す
る
こ
と
を
可
能

に
さ
せ
た

の
で
あ
っ
た
。

つ
ま

り
双
方

の
集
会
は
相
互
補
完
的
に
争
議
の
維
持

・
高
揚
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ

う
・
切(

争
議

と

北

東

部

地

域

住

民

と

の
関

係

は
ど

う

で

あ

っ
た

だ

ろ

う

か

。

住

民

の
共

感

を

得

る

た

め

の
集

会

が

こ

こ

で
も

催

さ

れ

た
。

四

月

一
〇

日

の
ウ

ォ
ー

ル
ズ

エ

ン
ド

で

開

か

れ

た
集

会

で
は

極

め

て
多

数

の
人

間

が
集

ま

り
、

四

月

一
五

日

の

フ

オ
ー

ド

ン
F
a
w
d
o
n
の
集

会

で

は
次

の
よ

う

な

決

議

が

な

さ

れ

た

。

「
炭
礦

主

の
新

し

い
契

約

の
下

で
働

く

こ
と

を

坑
夫

た

ち

が

拒

否

す

る

の

は

正

当

で

あ

る
と

い
う

の
が
、

こ

の
集

会

の

見
解

で

あ
る

・

」

吻

更

に
、

五

月

二
日

に
も

商

人

等

と

の
集

会

が

バ

ラ

ス

ト

・
ヒ
ル

ズ
B
a
l
l
a
s
t

H
i
l
l
s

で

開

か

れ
、

次

の
決

議

が
な

さ

れ

て

い
る

。

「
声

明
文

か

ら

判

断

し

て
、

ノ
ー

サ

ン

バ
ー

ラ

ン

ド

及

び
ダ

ラ

ム

の
坑

夫

は
虐

待

さ

れ

抑

圧

さ

れ

た

階

層

で

あ
り
、

地

域

社

会

の

あ
ら

ゆ

る

階

層

の
共

感

と

支

持

を

受

け

る

に

価

す

る

と

い

う

の
が
本

集

会

の

見
解

で

あ

り
、

本

集

会

は
彼

等

の
現
在

の
闘

争

中

、

支

持

す

る

た

め

に

最

大

限

の
努

力

を

す

る

こ

と

を

誓

約

す

る
・

」

⑯

こ
れ

ら

の
地

域

住

民

か

ら

の
共

感

・
支

持

が

あ

っ
て

こ

そ
、

ス

ト

ラ

イ

キ

は
続

行

し

え

た

。

「
組

合

の
基

金

は
豊

富

に

あ

っ
た

の

で
、

数

ケ
月

に

わ

た

っ
て
各

家

の

庭

に
毎

週

二

五

シ
リ

ン
グ

の
援

助

金

を
保

証

す

る

こ
と

が

で
き

た

」
0

と

い
う

エ

「38「



ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
組
合

の
基
金
が
潤
沢
で
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら

〔
表
刃
参
照

〕
ー

た
と
え
他
地
域
か
ら

の
援
助
金
が
送
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

考
慮
し
て
も
-

地
域
住
民
か
ら

の
支
持
な
く
し
て
は
、
具
体
的
に
は
商
人

に
よ

っ
て
掛
売
り
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
肉
体
を
維
持
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
ス

ト
ラ
イ
キ
を
続
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

坑
夫
達
は
こ
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
結
束
を
固
め
争
議
の
高
揚
を
は
か
る
と
と

も
に
、
地
域
の
住
民
に
も
積
極
的
に
支
持
を
訴
え
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
動
き
に
、

一
八
四
三
年
末
に
は
そ
の
経
営
が
危
殆
に
頻
し
て
い
た
北
東
部
の
大

炭
礦

主
で
あ
る

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
が
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
と
っ
た
の
か
。
こ
れ

が
次
に
考
察
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

註①
1
8
4
6
〔
7
3
7
]
X
X
I
V
,
R
e
p
o
r
t

…
M
i
n
i
n
g
 
D
i
s
t
r
i
c
t
s
p
8

。

②
T
h
e
 
N
o
e
t
h
e
r
n
 
S
t
a
r
,
A
p
r
i
l
2
0
 
1
8
4
4
 
p
5

こ

の
記
事

は

『
タ

イ

ン

・
マ
ー

キ

ュ
リ
ー

』
の
記
事

を
転

載

し
た
も

の
で

あ
る

。

③

ほ
と

ん
ど

の
地

域
集
会

で
組

合

の
指

導
者

達

は
こ

の
よ
う

な
訴

え
を

お

こ
な

っ
て
い
た
。

(
c
f
.
R
.
F
y
n
e
s
,
o
p
.
c
i
t
.
p
p
6
2
-
6
3

)

④
E
.
J
.
H
o
b
s
b
a
w
m
 
o
p
 
c
i
t
 
p
p
 
7
-
8

。。

前
掲

訳

書
、

八
頁

。

⑤

「
彼

ら
が

暴
力

蜂
起

を

や

っ
た

な
ら

ば
、

武

器
を
も

た

な

い
彼

等

は
撃

破
さ
れ

、

}
両

日
中

に
炭
坑

所
有

者

の
勝

利

が
決

定

し
た

で

あ
ろ
う
。

こ

の
合
法

的
行

為

は
…
…

ま

っ
た
く

の
熟

慮
か

ら
で

た
こ
と

で

あ
り
、

労
働

者

の
知

恵

と
克
己

心

の
こ

の
う
え
も

な

い
証

明
で

あ

っ
た

の
で
あ
る
。

」

(
エ
ン
ゲ

ル

ス
、

前
掲

訳
書
、

二
五
九

頁
)

⑧
R
.
F
y
n
e
s
,
o
p
 
c
i
t
 
p
5
6

I
b
i
d
 
p
5
7
f

⑧
1
8
4
6
 
7
3
7
 
X
X
I
V
 
R
e
p
o
r
t
 
M
i
n
i
n
g
 
D
i
s
t
r
i
c
t
s
 
p
8

。

③
I
b
i
d
p
1
6

⑲
E
.
J
.
H
o
b
s
b
a
w
m
 
o
p
 
c
i
t
 
p
2
6

前
掲

訳
書

、

二
三
頁

。

⑳

そ

れ
が

た
め

「
ほ

と
ん
ど

の
と

こ

ろ

で
、

ス
ト
ラ
イ

キ
が
終

了

す
る

と

ま

っ
さ

き

に

彼

ら

〔
プ

リ

ミ

テ

ィ

ブ

・
メ

ソ

ジ

ス

ト

の
牧

師

達

〕
が

解

雇

さ

れ

た

る

こ
と

に

な

っ
た

。

」
1
8
4
6
〔
7
3
7
]
X
X
I
V
 
R
e
p
o
r
t

…

…
M
i
n
i
n
g

D
i
s
t
r
i
c
t
s
 
p
8

)R
.
F
y
n
e
s
 
o
p
 
c
i
t
 
p
6
3

I
b
i
d
 
p
6
3

⑳

エ
ン
ゲ

ル

ス
、
前

掲
訳

書
、

二
五
五
頁

。

㈲

W

・
P

・

ロ
バ
ー

ツ
の
努
力

で
六
月

四

日
か
ら

ス
ト

ラ
イ

キ
末
ま

で

四

二
九

ポ

ン
ド

一
〇

シ
リ

ン
グ

が

ロ
ン
ド

ン
か
ら

送
付

さ
れ

た

と

い
う
。

(
R
F
y
n
e
s
 
o
p
 
c
i
t
 
p
1
3
8

)

②

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
対
応

①

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
炭
礦
経
営
に
対
す
る
労
働
争
議

の
影
響

労
働
争
議

の
発
生
に
よ

っ
て
、

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
の
炭
礦
は
経
営
を
更
に
悪
化

さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
経
営
内
容
を
好
転
さ

せ
る
機
会
を
つ
か
ん
だ
。
皮
肉

的
で
は
あ
る
が
、
労
働
者
が
自
ら
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

と
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
行
為
が
、
北
東
部

の
大
炭
礦

主
た
る

ロ
ン
ド
ン
デ
リ

侯

の
炭
礦
経
営
に
被
害
を
与
え
る
ど
こ
ろ
か
、
争
議

の
初
期
に
お
い
て
は
経
営
内

容
を
好
転
さ
せ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

経
営
内
容
を
好
転
さ
せ
る
機
会
を
与
え
た
の
は
第

一
に

「
ス
ト
ラ
イ
キ
が

あ
る

と
い
う
絶
え
ざ
る
噂
が

ロ
ン
ド
ン
で
も
地
方

の
製
造
業
者
の
間
で
も
石
炭
の
需
要

が
刺
激
さ
れ
、
充
分
な
価
格
で
石
炭
が
販
売
さ
れ
た
」
q

こ
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
だ
が
、
こ
れ
に
も
増
し
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

ロ
ン
ド
ン
デ
リ

侯
の
炭
礦
に
お
け
る
貯
炭
量
が

一
万
チ

ョ
ー
ル
ド
ロ
ン
に
ま
で
達
し
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
②

こ
の
一
万

チ
ョ
ー

ド
ロ

ン
が
如
何
に
厖
大
な
量
で
あ
っ
た
か
は
・

一
八
四

一
年
の
北
東
部
炭
田
に
お
け
る
証
人
の
次

の
言
を
み
れ
ば
理
解
さ
れ
よ
う
。

「
.・:
..貯
炭
す
る
こ
と
は
今
で
は
滅
多
に
お
こ
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

〔
以
前

は

〕
一
年

の
特
定

の
季
節
に
お
け
る
需
要
に
み
あ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た



た

め

に

貯

炭

す

る

こ

と

が
普

通

だ

っ
た

の

で

す
。

今

や

供

給

能

力

は
需

要

を

上

ま

わ

り

ま

す

。

し

た

が

っ

て
、

貯

炭

す

る
必

要

は

あ

り
ま

せ
ん

。

炭

坑

で

一
、
○
○
○

チ

ョ
ー
ル

ド

ロ
ン

が

貯

炭

さ

れ

る

こ

と

は
、

お

そ

ら

く

滅

多

に

な

い

こ
と

で
す

。
最
大
の
炭
礦
で
さ
え

三

、
0
0
0
あ
る
い
は

、
四

、
0
0
0
チ
ョ

ー

ル
ド

ロ
ン
を

超

え

る

こ
と

は
、

お

そ

ら

く

な

い

で
し

ょ
う

。

」

〔
傍

点

は

引

用

者

〕
⑤

す

な

わ

ち

、

貯

炭

が
滅

多

に
な

さ

れ

て

い
な

い
時

期

に
、

し

か

も
最

大

の
炭
礦

で
さ

え

も

四

、
○
○
○

チ

ョ
ー

ル

ド

ロ

ン
を

超

え

て
貯

炭

す

る

こ

と

は

な

い
と

い
わ

れ

る
中

に

あ

っ
て
、

そ

の

二
倍

を
超

え

る

一
万

チ

ョ
ー

ル

ド

ロ
ン

と

い
う

量

を

ロ

ン

ド

ン

デ

リ
侯

の
炭
礦

で

は
貯

炭

し

て

い
た

の

で

あ
る

。

勿

論

、

「
こ

れ

は

一
八

四

三
年

に

販
売

量

が

少

な

か

っ
た

帰

結

で
も

あ

っ
た

し
、

規

制

〔
つ
ま

り

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

引

用

者

〕
の
条

件

に

よ

っ
て
許

さ

れ

る

販

売

量

以

上

に

石

炭

を

ロ
ン
ド

ン
デ
リ
侯

の
炭
礦

が

産

出

す

る

こ
と

が

で

き

る
こ

と

を

示
し

て

い
た

。
」

⑥

つ
ま

り
、

既

述

し

た

よ
う

に
新

坑

の
掘

削

等

に
よ

り
出

炭

能

力

が

増

大

し

た

に
も

か

か

わ

ら

ず

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

で
は

石

炭

販
売

量

を

増

加

さ

せ

る

こ

と

が

で
き

な

か

っ
た

が
、

一
万

チ

ョ
ー

ル

ド

ロ

ン
と

い
う
厖
大

な

貯

炭

の
存

在

は

こ

う

し

た
事

態

を

反

映

し

た
も

の
な

の

で

あ

っ
た
。

し

か
も

、

こ

の
貯

炭

量

が

た

だ
厖
大

で

あ

っ
た

と

い
う

だ

け

で

な

く

、

他

の
炭
礦

の
そ
れ

を

圧

し

て

い

た

の

で

あ
る

。
こ

の
よ

う

な

豊

富

な

貯

炭

を

背

景

に
し

て
、

ス

ト

ラ
イ

キ

開

始

直

後

「
貴

方

〔
ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

-

引

用

者

〕
は

、

坑

夫

が

い

な

く

と

も

一
ケ
月

、

あ
る

い

は
六

週

間

は

充

分

に

や

っ
て

い
け

る

で

し

ょ
う

」
6

と

経

営

内

部

の
人

間

が

述

べ

て

い

た
。

新

た

に
石

炭

の
採

掘

が

な

さ

れ

な

く

と

も
、

既

に
坑

夫

達

に

よ

り

切

り

出

さ

れ

て

い

る
石

炭

を

販
売

す

る

こ
と

で

ス

ト
ラ

イ

キ

に
対

応

し
え

る

こ

と

を

示

唆

し

た

の

で

あ

っ
た
。

た

だ

「
石

炭

の
積

込

を

妨

害

す

る

意

図

を

も

っ
た

暴

力

が

企

て
ら

れ

る

こ

と

」
⑯

に

だ

け

注

意

す

れ

ば

よ

か

っ
た

の

で

あ

る

が
、

前

述

し

た

よ
う

に
極

め

て
平

穏

な
争

議

の
進

行

か

ら

す

れ

ば

、

こ

の

よ
う

な

「
暴

力

」

が

実

現
す

る

こ

と

も

な

か

っ
た
。

争

議

状

態

の
中

に

あ

っ
て
、

貯

炭

を

利

用

し

て

ロ
ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

は
積

極

的

な

石

炭

販

売

を

お

こ

な

っ
た

。

サ

ン
ダ

ー

ラ

ン
ド

港
が

全

く

閑

散

し

て

い

る

の

に

「
炭
車

に

積

ま

れ

降

り

て
く

る

あ
ら

ゆ

る

石

炭

を

購

入

し
、

積

み

込

も

う

と

し

て

い

る

船

で

シ
ー

ア

ム

は

あ
ふ

れ

て

い

る
」
σ

と
報

ぜ
ら

れ

て

い

た

し
、

ロ
ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

で

は

「
何

年

間

も

横

た

わ

っ
て

い

た

石
炭

を

売

り
払

い

つ

つ
」
⑱

あ

っ
た

。

勿

論

「
ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

の
よ

う

に

高

価

格

で
販

売

す

る

こ

と

、

輸

出

用

の
石

炭

を

国

内

市

場

に

む

け

る

こ

と
、

及

び

〔

「
ヴ

ェ

ン
ド
」

の

〕

《
c
o
m
m
i
t
t
e
e

》

の

《
i
s
s
u
e
s

》
に

と

ら

わ

れ
ず

に

販

売

す

る

こ
と

は
、

規

制

と

は

正

反

対

の

こ

と

で

あ

っ
た

」
汐

の
で

あ
る

が

、

彼

の
炭
礦

で
は

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の
規

制

に
か

ま

う

こ

と

な

く

石

炭

の
販

売

を

お

こ
な

っ
た

の

で

あ

る
。

だ

が
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

で

ス

ト
ラ

イ

キ
が

歓

迎

さ

れ

た

の
も

豊

富

な

貯

炭

の
存

在

を

前

提

と

し

て

い

た

以
上

、

貯

炭

を

売

り
尽

し

て
し
ま

え

ば

様

相

は

一
変

せ
ざ

る

を

得

な

い
。

六

月

に

は

貯

炭

が

売

り

尽

さ

れ

、

六
月

中

頃

に

も

な

る

と

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

で
も

ス
ト

ラ

イ

キ

は

「
極

め

て
悪

い
事

態

に
な

っ
て

き

て

い
る
」
qゆ

と

述

べ
ら

れ

る

ま

で

に

な

っ
た

。

彪

大

な

貯

炭

を

背

景

に
、

経

営

内

容

を

好

転

さ

せ

る
機

会

と

し

て

発

生

当

初

は

労

働

争

議

を

歓

迎

し

て

い

た

ロ

ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

も

、

貯
炭

を

売

り

尽

し

て

し
ま

う

や

最

早
、

争

議

の
継

続

が

経

営

状

態

の
改

善

を

も

た

ら

す

も

の

で
は

な

く

な

っ
た

の

で

あ
る

。

註①②③④⑤⑧㈲
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R
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⑧
I
b
i
d
.
,
p
.
5

③
I
b
i
d
.
,
p
.
6

㈹
I
b
i
d
.
,
p
.
6

②

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
対
応

石
炭
の
販
売
収
入
が
低
下
し
経
営
が
悪

化
し
て
い
た

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
の
炭
礦

で
は
、

一
八
四
四
年
の
争
議
に
厖
大
な
貯
炭
を
売
り
捌
く
こ
と
に
よ

っ
て
当
初
は

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
の
み
な
ら
ず
、
経
営
状
態
を
改
善
す
る
機
会
を
え
た

と
さ
え
い
い
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
彼
が
こ
の
争
議
に
何
等
か

の
積

極
的
な
介
入
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
貯
炭
も
ほ
ぼ
売
り
尽
し
た
六
月
を
過

ぎ

て

の
こ

と

で

あ

っ
た
。

「
こ

の

『
け

だ

か

い

』
貴

族

〔

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

-

引

用

者

〕
は
、

一
般

的

に
も

、

労

働

者

へ
あ

て

た

滑
稽

で

誇

大

な
、

悪

文

の

『
布

令

』
に

よ

っ
て

ス

ト
ラ

イ

キ

全

体

を

つ
う

じ

て

の
道

化

役

で

あ

っ
た

。

彼

は

つ
ぎ

つ
ぎ

に

こ

う

し

た

布

令

を

発

し

た

が
、

そ

れ

は
毎

回
国

民

の
失

笑

を

か

う

ほ

か
、

な

ん

の
効

果

も
も

つ

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

の
で

あ

る
」
q

と

エ
ン
ゲ

ル

ス
が

述

べ

て

い
る

よ

う

に

彼

は

「
布

令

」

を

争

議

の
間

に
度

々
出

し

て

い

る

。

チ

ャ
ー

テ

ィ

ス
ト

の
…磯
関

誌

『
ノ
ー

ザ

ン

・
ス
タ

ー

』
T
h
e
 
N
o
r
t
h
e
r
n
 
S
t
a
r

に
転

載

さ

れ

て

い
る

こ
れ

ら

の
文

書

に
よ

っ

て
、

ロ
ン

ド

ン

デ

リ
侯

が

こ

の
争

議

に

如

何

に
対

応

し

た

の
か

を

最

初

に
考

察

す

る

こ

と

に

し
よ

う

。

争

議

発

生

後

、

『
ノ
ー

ザ

ン

・
ス

タ

ー

」

に

最

初

に

掲

載

さ

れ

た

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
文

書

と

は

次

の
よ

う

な

も

の
で

あ

っ
た

。

「

ウ

ィ

ン

ヤ
ー

ド

・
パ

ー

ク

一
八

四

四

年

六

月

一
六

日

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

は

ハ

ン
タ

ー

氏

に
礦
山

監

督
、

現

場

監

督

、

現

場

監

督

補
佐

を

た

だ

ち

に

呼
び

集

め

る

よ

う

に
命

じ

た

。

そ

し

て
彼

等

に

以
下

の
こ

と

を

伝

え

た

。

自

分

の
惑

わ
さ

れ

た

労

働

者

達

が
、

雇

用

主

の
憂

慮

し

公

正

で

あ
り
、

か

つ
温

情

に

み

ち

た
考

慮
、

つ
ま

り
正

当

な
要

求

に

は

す

べ

て
応

じ

た

い
と

切

望

し

て

い
る

こ
と

に
公

然

と
挑

戦

し

て
か

ら

、

ほ

ぼ

一
〇

週

間

に
な

っ
た

こ

と
を

極

め

て
残

念

に

思

っ
て

い
る

こ
と

を

伝

え

た

。

も

し

も

仕

事

に
復

帰

し

な

け

れ

ば

、

意

志

に

反

す

る

が

財

産

を

破

滅

か

ら

救

う

た

め

に

困
難

だ

が

効

果

の

あ
る

方

策

を

と
ら

ざ

る

を

え

な

い

こ

と
を

彼

は

二

週
間

前

に
警

告

し

た

。
彼

等

の
気

紛

れ
、

つ
ま

り
自

分

達

は

不
満

が

な

い

と
認

め

た

の

に
他

人

の
不

満

を

高

め

る

た

め

に
彼

等

が

従

っ
て

い
る

陰

険

な

忠

告

に

よ

っ
て
、

危

険

な

状

態

に

最

早

と

ど

ま

っ
て

い

ら

れ

な

い
時

期

が

き

た

。

彼

は

そ

れ

故

に

ハ

ン
タ

ー
氏

と
礦
山

監

督

達

に
次

の
よ

う

に
命

じ

た
。

仕

事

を

拒

否

し
、

一
〇

週

間

も

ロ

ン
ド

ン

デ

リ

侯

の
側

で

我

慢

し
た

後

に

は
、

彼

の
家

屋

敷

を

占

有

し
、

彼

の
財

産

を

保

持

す

る

潜

在

的

な

権

利

を

も

っ
て

い
な

い

者

達
を

彼

の
家

屋

か

ら

立

ち

退

か

せ

る
手

段

を

た

だ

ち

に

と

る

よ

う

に

命

じ

た
。

ロ
ン
ド

ン

デ

リ
侯

は
、
こ

れ

ら

の
命

令

が
実

行

さ

れ

る

こ
と

を

監

視

す

る

た

め

に
明

日
中

に

ペ

ン

シ

ャ
ー

に

い
く

で

あ
ろ

う

。

〔
署

名

〕

ヴ

ェ
イ

ン

・
ロ

ン
ド

ン
デ

リ
州

長

官

」

②

こ

の
文

書

か

ら

六
月

初

め

に
彼

が

労

働

者

に
対

す

る

呼

び

か
け

を

お

こ

な

っ
て

い

る

こ
と

が

わ

か

る

が
、

こ
れ

は

前

述

し

た

こ
と

を

裏

付

け

る
も

の
と

い
え

よ

う

。

つ
ま

り

六

月

に

な

り

貯

炭

が

ほ

ぼ

な

く

な

っ
た

頃

に
彼

は

介

入

し

始

め
、

六
月

中

旬

に

い
た

っ
て
炭

住

か

ら

の
追

い
立

て
と

い
う

方

策

を

と

っ
た

の

で

あ

っ
た

。

し

か

も
、

州

長

官

と

い
う

立

場

を

も

積

極

的

に
利

用

し

て

で

あ
る

。

だ

が
、

こ

れ

に

よ

っ
て

ロ
ン

ド

ン

デ

リ

侯

は

争

議

を

鎮

圧

す

る

こ

と

は

で
き

な

か

っ
た
。

「
ダ

ラ

ム
、

ノ

ー

サ

ン
バ

ー

ラ

ン
ド

州

を

通

じ

て
住

人

が

い
な

い
何

千

も

の

小

屋

が

あ

っ

た
。

一
方

で

は
、

そ

こ

に

住

ん

で

い
た

者

達

は

悪

天

候

に
さ

ら

さ

れ

野
外

で

露

営

、

し

て

い
る
」
¢

と

い
わ

れ

た

様

に
、

労

働

者

達

は

炭

住

か

ら

の
追

い

立

て

に

野

宿

に
よ

っ
て
対

抗

し

た

の
で

あ

る
。

こ

の
追

い

立

て

が
、

は

か

ば

か

し

い
成

果

を

あ
げ

な

か

っ
た

た

め

に
彼

は

再

度

、

「
通

告
」

を

出

し

た

。



「

通
告

ペ
ン
シ
ャ
ー

、
レ
イ
ン
ト
ン
お
よ
ぼ
ピ
ッ
テ
ィ
ン
ク
ト
ン
炭
礦
の
坑
夫

並

び

に

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

の
労

働

者

に

対

し

て

ホ

ウ

ル
ダ

ネ

ス

・

ハ
ウ

ス一
八

四
四

年

七
月

三

日

も

う

一
度

、

そ

し

て
こ

れ

が

最

後

で

あ
る

が
、

私

は
諸

君

に

警

告

す

る

。

陰

謀

を

た

く

ら

む

人

間

や
狡

猜

な

弁

護

士

に

よ

り
惑

わ

さ

れ

た

強

情

な

犠

牲

者

の
大

部

分

は
、

い
ま

や

(
一
二
週

間

の

ス

ト

ラ

イ

キ

の

あ
と

)

自

分

た

ち

が
雇

用

主

に

な

る

こ
と

や
、
炭
礦

主

に
条

件

を
指

図

す

る

こ
と

は

で
き

な

い

の
だ

、

と

い

う

こ
と

に

気

付

か

ね
ば

な

ら

な

い
。

す

で

に

三
、
六
一二
九
人

(
主

に

ノ
ー

サ

ン
バ

ー

ラ

ン

ド
、

ダ

ラ

ム
地

域

以
外

の
人

間

で

あ

る

)

が

石
炭

の
採

掘

に
雇

わ

れ

て

い
る

。

七

六

六

人

の
分

別

あ

る
者

は

組

合

を

離

脱

し
、

仕

事

に
復

帰

し

て

い
る

。

彼

等

の
労
働

に

よ

る
生

産

高

は

一
日

あ
た

り

五

、
=

七

チ

ョ
ー

ル
ド

ロ
ン

で

あ
る

。

し

か

も

こ

の
明

白

な

事

実

を

眼

の
前

に

し

、

ま

た

毎

日
も

っ
と
多

く

の
人

間

が

他

地

域

か

ら

や

っ
て
来

る

の

に
、

老

練

な

尊

敬

す

べ
き

熟

慮

深

い
炭

坑

夫

諸

君

が
、

な

お

頑

強

に
反

抗

す

る

こ
と

で
自

分

た

ち

の
雇
傭

主

を

打

ち

負

か

す

こ

と

が

で
き

る

と
考

え

る

ほ
ど

の
ぼ

せ

上

が

る

こ
と

が

で

き

る

の
だ

ろ
う

か

P

坑

夫

諸

君

!

私

は

要

求

す

る
。

私

は

諸

君

に
嘆

願

す

る
。

諸

君

が

諸

君

の
妻
、

子

供

、

州

に

そ

し

て

こ

の
国

に
も

た

ら

そ

う

と

し

て

い

る

破

滅

を

顧

み

る

こ

と

を
。

あ

と
一

、

二
週

問
も

す

れ

ば
炭
礦

は
外

国

人

に

よ

っ
て

満

た

さ

れ

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

そ

う

す

れ

ば

避

難
所

、

保

護

も

仕

事

も

諸

君

に

は

な

く

な

る

で

あ

ろ

う

。

ま

だ

時

間

の

あ
る

あ

い
だ

に
再

考

し

た

ま

え

!

こ

れ

ま

で
私

に
雇

わ

れ

て

き

た

諸

君

す

べ

て

に
、

も

う

一
度

、

機

会

を
与

え

よ

う
。私

は
、

諸

君

の
な

か

に

入

っ
て
、

諸

君

に
説

い

た
。

諸

君

を

待

ち

か

ま

え

て

い
る

愚

挙
、

悲

惨

、

破

滅

は

愚

か

で
狂

気

じ

み

た
組

合

の
せ

い

で

あ

る

こ

と

を

諸

君

に
指

摘

し

た

。

私

が
諸

君

を
諸

君

の
家

か

ら

追

い
立

て
る

こ
と

を

始

め
る

前

に
、

諸

君

が

仕
事

に
も

ど

る

か

否

か

に

つ
い

て
考

慮

す

る
た

め

二

週

間

の
猶

予

を

与

え

た

。
私

が

ペ

ン

シ

ャ
ー

に

も

ど

っ
て

み

る

と

諸

君

が

頑

固

で
、

強

情

で
決

心

が
固

い
こ

と

が

わ

か

っ
た

。
代

々

、

こ

こ

の
礦
山

で
働

い
て
き

た

ヴ

ェ
イ

ン
と

テ

ン
ペ

ス

ト

の
旧

家

の
坑

夫

諸

君

に

対

す

る
、

私

の

実

に

温
情

に

み
ち

た

忠

告

、

親

切

な

感

情

に

諸

君

は
関

心

を

示

さ

な

い
。

私

は
約

束

を

実

行

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ
た

ー
ー

責

任

上

、

私

の
財

産

、

家

族

、

地

位

に

し
ば

ら

れ

て

い
た

の

で

あ

る

。

そ

こ

で
多

数

の
立

ち

退

き

を

私

は
指

揮

し

た

。

だ

が

そ
れ

も

無

駄

で

あ

っ
た

。

つ
い

で

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

の
私

の
所

領

か

ら

労

働

者

を

連

れ

て
来

て
、

さ

ら

に
多

く

の
労

働

者

を

立

ち

退

か

せ

る

だ

ろ

う
、

と

諸

君

に
警

告

し

た

。

諸

君

は
私

の
警

告

に
注

意

を

払

わ

な

か

っ

た

。
今

私

は
、
炭
礦

に
四

〇

人

の

ア
イ

ル

ラ

ン

ド
人

を

連

れ

て
き

て

い

る

。

諸

君

に

あ

と

}
週

間

の
猶

予

を

与

え

よ
う

。

そ

し

て
、

も

し

も

今

月

の

=

二

日

ま

で

に
私

の
炭

坑
夫

の
大
部

が

自

分

の
仕

事

に
も

ど

ら

な

い
な

ら

ば

、

私

は

あ
と

一
〇

〇

人

を

連

れ

て
来

て
、

現

在
、

不

法

か

つ
不

正

に

も
、

私

の
家

屋

を

占

拠

し

て

い
る

一
〇

〇

人

を

追

い
立

て

る

こ

と
を

始

め

る

。

さ

ら

に

つ

ぎ

の
週

に

は
、

ま

た

一
〇
〇

人

が

や

っ
て
来

る

だ

ろ

う
。

私
自

身

、

現

場

に

居

合

わ

せ

る

だ

ろ

う

。

警

察

と
軍

隊

と

が
、

す

ぐ

近

く

に

い

て
善

良

な

者

、

お

よ

び
異

国

者

を

保

護

す

る

だ

ろ

う

。

し

た
が

っ
て

法

の
尊

厳

と
財

産

権

と

が

守

ら

れ

、

勝

ち

を

制

す

る

だ

ろ

う

、

と

諸

君

は
期

待

し

て
も

よ

か

ろ

う

。

私

を

信

じ

よ

。

諸

君

の
誠

実

な

友

ヴ

ェ
イ

ン

・
ロ
ン

ド

ン

デ

リ
」

〔
傍

点

は
原

文

〕
但

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

に

よ

る
坑

夫

の
炭

住

か

ら

の
追

い
立

て
は

、

そ

れ

だ

け

で
は

争

議

を

鎮

圧

す

る

こ

と

が

で
き

な

か

っ
た
。

ま

た

既

に

貯

炭

を

売

り

尽

し

て
し

ま

っ
た

彼

の
炭
礦

で

は

石

炭

を

生

産

し

販

売

す

る

こ

と

が
火

急

の
事

と

な

っ
て

い
た

。



労

働

者

を

確

保

し
、

石

炭

生

産

を

お

こ

な

い
、

そ
れ

に

よ

っ

て

ス

ト

ラ

イ

キ
参

加

者

の
間

に

動

揺

を

呼

び

お

こ
す

こ
と

が

彼

に

は
必

要

で

あ

っ
た

。

こ

の

た

め

に

彼

が

と

っ
た

手

段

と

は
、

自
分

の

ア
イ

ル
ラ

ン

ド

の
所

領

か

ら

労

働

者

を

連

れ

て
く

る

だ

っ
た

の

で

あ

る
。
一

八

四

四

年

七

月

六

日
付

の

『
ノ
ー

ザ

ン

・
ス

タ

ー

』
は

「
石

炭

王

達

は

不
満

を

解

消

す

る

た

め

に

ア

イ

ル
ラ

ン
ド
方

式

を

採

用

し
た

」
価

と

述

べ
、

ア

イ

ル

ラ

ン
ド

労
働

者

の
流

入

と

い
う

方

策

を

と

っ
た

こ
と

に
触

れ

て

い
る

。

ま

た

同

日
付

の
別

の
記
事

で
は

次

の

よ

う

に

述

べ
、

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

の

炭
礦

に

ア

イ

ル

ラ

ン
ド

労

働

者

が

き

た

こ

と

を

認

め

て

い
る

。

「
ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

に

お

け

る
礦
山

監

督

で

あ
る

ロ

ン
グ

ス
タ

ー

フ
氏
M
r
.
L
o
n
g
s
t
a
f
f
は
、

ア
イ

ル

ラ

ン

ド
に

渡

っ
て
、

〔
北

東

部

に
〕

渡

来

す

る

よ

う

に
数

人

を

誘

う

こ

と

に
成

功

し

た

。

彼

等

は

所

領

の
上

で
働

く

に

ち

が

い
な

い
と

期

待

し

て

い

た

の
で

あ
る

。

と

こ
ろ

が

、

彼

等

が

や

っ

て
く
る
と
所
領

の
中
で

〔
つ
ま
り
地
中
で
ー

引
用
者

〕
働
か
ね
ば
な
ら
な

い

こ
と

が

わ

か

っ
た

の
で

あ
る

。

」

〔
傍

点

は

原
文

〕
⑯

「
ア

イ

ル

ラ

ン
ド

か

ら
連

れ

て
く

る

の

に

一
人

当

り

三

〇

シ

リ
ン
グ
か

か

っ
た
」

⑦

の
で

あ
る

が

、

ス

ト

ラ

イ

キ
破

り
と

し

て

「
ア
イ

ル

ラ

ン
ド

か

ら

約

一
八

〇

人

を

連

れ

て
き

た

」
⑱

の
で

あ

っ
た

。

こ
れ

ら

ア
イ

ル

ラ

ン

ド
か

ら

の
労
働

者

に

対

し

て
、

ス

ト

ラ

イ

キ
参

加

者

は

直
接

の
危

害

を

加

え

る

こ
と

は

な

か

っ
た
。

㈲

ア
イ

ル
ラ

ン

ド
労

働

者

の
流

入

と

い
う

事

態

は
、

こ

の
争

議

に

打

撃

を

与

え

た

こ

と

は

無

論

で

あ
る

が
、

連

れ

て

こ
ら

れ

た

ア
イ

ル

ラ

ン
ド
労

働

者

に

と

っ
て
も

大

き

な

不

幸

で

あ

っ
た
と

い

わ

ね

ば

な

ら

な

い

で

あ

ろ
う

。

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯
　の
炭

鑛

に

お

け

る

硬

山

監

督

の

一
人

で

あ

っ
た

ラ

ル

フ

・
エ
リ

オ

ッ
ト
R
a
l
f
 
E
l
l
i
o
t

は

次

の
よ

う

に

述

べ

て

い

る
。

「
我
々
は
彼
等

〔
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
労
働
者
の
こ
と

1

引
用
者

〕
に
五
ケ

月

に

わ

た

っ
て
、

一
日

に

三

シ

リ

ン
グ

と

食

料

を

与

え

た

。

と

い
う

の
は
、

最

初
、

彼

等

は

働

く

こ

と

を
大

層

こ
わ

が

り
自

分

の
食

料

に
か

か

る
だ

け

の

も

の
を

稼

ぐ

こ
と

は

ほ

と
ん

ど

で

き

な

か

っ
た

の
で

あ

る

・
」

㈹

海

を

渡

り

イ

ン
グ

ラ

ン

ド

に
連

れ

て

こ

ら

れ

、

し

か

も

恐

ら

く

不

慣

れ

な

地
下

労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た

ー

そ
の
う
え
、
ス
ト
ラ
イ
キ
破
り
の
役
割
を
担
わ
さ

れ
た
i

労
働
者

の
置
か
れ
た
状
況
は
、
彼
等
自
体
に
と

っ
て
も
不
幸
で
あ
っ
た
。

と
も
か
く
も
、

ス
ト
破
り
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
労
働
者
は
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯

の
炭
礦

に
導
入
さ
れ
た
。
し
か
も
表
 

よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
徐
々
に
組
合
を
去

っ
て
仕
事
に
復
帰
す
る
労
働
者
が
増
え

つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、
㈲

か
な

り
の
動
揺
を

ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
者
に
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
組
合
を
離
脱
し
て
仕
事

に
復
帰
す
る
者
が
増
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
資
金
面
で
の
苦
し
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
述
べ

た
如
く
組
合

の
資
金
が
潤
沢
と
い
え
な
い
状
況
で
は

〔
表
刃
参
照

〕
1

た
と

え

M

・
ジ

ュ
ー

ド

や

W

・
P

・

ロ
バ
ー

ツ
等

の
努

力

に

よ

っ
て
他

地

域

か

ら

資

金

援
助
が
あ
っ
た
に
し
て
も
@

ー

争
議
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
困
窮
の
度
が
ひ

ど
く

な

ら

ざ

る

を

え

な

か

っ
た
。

ト

レ
ー

メ

ン

ビ

ア
に

よ

れ

ば

、
商

人

に

よ

る

掛

売

り
や

、

家

財
道

具
、

は

て

は
結

婚
指

輪

を

売

っ
て
生

活

し

て

い
か

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

の
で

あ
る

。
 

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

候

は

、

こ

こ

に
も
楔

を

打

ち

込

ん

だ

の
で

一

あ

っ
た
。

「

通

告

一
八

四

四

年

七
月

二

〇

日

自

分

の
仕

事

に

誠

意

が

な

く

、

私

の
炭
礦

に
雇

わ

れ

て

い
な

い
者

は
誰

で

も
、

坑

夫

で

あ

れ

労
働

者

で

あ

れ
、

あ
る

い
は

そ

の
家

族

の
誰

で
も

物

品

を

販

売

し

た

り

購
入

す

る

目

的

で
車

両
c
a
r
r
i
a
g
e

に
乗

り

込

ん

だ

り
、

シ

ー

ア
ム

・
ハ
ー

バ
ー

に
入

る

こ
と

は
許

さ

れ

な

い
と

ロ
ン

ド

ン
デ

リ

候

は
命

令

し

た
。

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
卿

は
、

再

度

彼

の

シ
ー

ア

ム

の
町

の
す

べ

て

の
商

店

主

と

商

人

に

た

い

し
、

彼

ら

が

ス

ト
ラ

イ

キ
を

続

け
組

合

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

炭

坑
夫

に
、

な
お

も
掛

売

り

を

す

る

な
ら

ば

、

そ

の
人

物

た

ち

は
卿

の
代

理

人

一

と

監

督

に

よ

っ
て
記

録

さ

れ

、

卿

の
炭
鉱

で
は

二
度

と

用

い
ら

れ

る

こ

と

は



表)皿1844年 争 議 の終熔 〔出典 は註GD〕

1日 の 採 炭 量組 合 離 脱 者就業している採炭夫

チ ョール ドロン

1,955

人

215

人

1,5866月1日

2,7184501,9758日

5,5654742,65615日

4,6036515,25522日

5,1177665,65929日

5,5418895,9757月6日

な

い
と

警

告

し

た

。
そ

し

て
商

店

主

た

ち

は

、

卿

が
ど

ん

な
方

法

で
も

阻
止

で
き

る
卿

の
大

事

業

か

ら

の
、

ど

の
よ

う

な

注

文

も

取
引

も
決

し

て
与

え

ら

れ

な

い
だ

ろ

う

と
、

申

し
渡

さ

れ

た

。

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
卿

は
、

さ

ら

に

ま

た
、

商

店

主

と
商

人

に
、

卿

の
処

置

に

よ

っ

て

シ
ー

ア

ム

の
町

に

た

い
す

る

昨

年

の
商

取
引

が
非

常

に
増

大

し

た

こ

と

を

告

げ
、

も

し

掛

売

が
分

別

の
な

い
坑

夫

に

た

い

し

て
、

不

当

に

か

つ
不

運

に

お

こ
な

わ

れ

て

い

て
、

そ

れ

で
有

害

な

ス

ト

ラ

イ

キ
を

長

引

か

す

な

ら

ば
、

彼

の
事

業

の
出

費

を

こ

と

ご

と
く

、

ニ

ュ
ー

カ

ー

ス

ル

に
引

き

あ
げ

る

だ

け

の
断

呼

と

し

た
決

意

が

あ
る

こ
と

を
知

ら

せ

た

。

な

ぜ

な

ら

ば

、

卿

自

身

の
町

に
居

住

す

る
商

人

た

ち
が

、

ば

か

げ

た

ス
ト

ラ

イ

キ
、

つ
ま

り

彼
等

の
所

有

者

と
主

人

に

た

い
す

る
不

正

で
非

常

識

な

交

戦

を

続

け

て
、

自

分

た

ち

自

身

の
悲

惨

な

状

態

を

長

引

か

せ

て

い
る

思

慮

を

失

な

っ
た
労

働

者

と

炭

坑

夫

を
、

団

結

さ

せ
、

援

助

す

る

よ

う
な

こ

と

は

、

公

正

で
も

な

く

・

正

当

で
も

な

く

・

公

平

で

も

な

い
か

ら

で

あ

る
。

」

㈲

こ

の
通

告

に

よ

っ

て
、

ロ
ン
ド

ン

デ

リ

侯

の
炭
礦

に
働

く

労

働

者

に

と

っ
て

は

ス
ト

ラ

イ

キ

を

続

行

す

る

基

盤

を

失

う

こ

と

に

な

っ
た

と

い

っ
て

よ

か

ろ

う

。

こ

の
間

に
も

ア
イ

ル

ラ

ン

ド
労

働

者

や

他

地

域

か

ら

の
労

働

者

の
流

入

が

あ

っ
た

し
、

炭

住

か

ら

の
苛

酷

な

追

い

立

て
も

続

け

ら

れ

て

い
た

。

こ
れ

に
追

撃

ち

を

か

け

る

よ
う

に
掛

売

り

の
停

止

が
な

さ

れ

た

。

つ
ま

り
生

活

必

需

品

が
実

質

的

に
購

入

不

可
能

に

な

っ
た

の

で

あ

る
。

こ

う

し

た

状

況

に

い

た

っ

て
出

さ

れ

た

の
が

次

に

あ

げ

る

ロ

ン
ド

ン

デ

リ
侯

に

あ
て

た

坑

夫

達

の
手

紙

で

あ

っ
た

。

「

ダ

ラ

ム

七

月

二

二

日

侯
-

我
々
は
、

『
組
合
を
去

っ
て
仕
事
に
復
帰
せ
よ

』
と
い
う
貴
方

の

手

紙

を

受

取

り

ま

し

た

。

こ

の
返

答

と

し

て

我

々

は

次

の
よ

う

に

い

い
た

い

-1

『
侯

よ

!

貴

方

が

ユ

ニ
オ

ン
を

去

り

な

さ

い
、

そ
う

す

れ

ば

石

炭

は

よ

り

安

く

な

ろ

う

し
、

坑

夫

に

よ

る

労
働

も

増

大

し

よ
う

』

貴

方

は

我

々

が

団

結

し

て

い

る

こ

と

を

と

が

め

る
。

侯

よ
、

我

々

は

貴

方



が
同

じ

よ

う

な

行

為

を

し

て

い
る

こ

と
を

と

が

め

る

。

額

の
汗

に
価

値

が

あ

る

か

ら
、

我

々

は

団

結

し

て

い
る

の

で

あ
る
。

貴

方

は

《
t
h
e
 
C
o
a
l
 
T
r
a
d
e

U
n
i
o
n

》
一
に
、

つ
ま

り
炭
礦

主

の

ユ

二
オ

ン
に

属

し

て

い
る

。

石

炭

の
価

格

を

つ
り

あ
げ

て

お
く

た

め

に
、

一
定

の
価

格

に

い

つ
も

な

っ

て

い

る

よ

う
市

場

へ

の
供

給

を
制

限

す

る

た

め

に
、

互

い

に
結

合

し

て

い

る

ユ

二
オ

ン
に

。

で

は
富

は
結

合

し

て
も

よ

く

て
、

労

働

が

い

け

な

い

の
は

ど

う

し

て

か
。

貴

方

は
、

我

々

が

『
我

々

の
妻
、

子
供

、

州
、

そ

れ

に
国

!

に
も

た

ら

そ
う

と

し

て

い
る

破

滅

を

顧

み

る

こ

と

』
を

嘆
願

し

た

。

返

答

と

し

て
、

高

炭

価

に

し

て

お

く

こ

と

で
暖

房

を

得

難

い
贅

沢

な

こ
と

に
し

て

い

る
炭
礦

主

の
三

ニ
オ

ン
が

冬

毎

に

ロ

ン
ド

ン

の
貧

民

に

も

た

ら

し

て

い

る
困

難

、

悲

惨
、

一
苦

難

を

考

慮

す

る

こ

と

を

我

々
は

貴

方

に
嘆

願

す

る

。

貴

方

は

我

々

の
と

こ

ろ

へ
や

っ
て

き

て
、

『
警

察

と

軍

隊

と

が

、

す

ぐ

近

＼
に

つ

い

て

』
貴

方

を

支

援

す

る

と

い
う

特

別

な

配
慮

を

す

る

こ
と

で

『
追

い
立

て
を

始

め

る

』
だ

ろ

う

貴

方

は

い
う

。

父

よ

!

そ

れ

が

、

坑

夫

と

い

う

幼

子

に
示

そ

う

と

い
う

貴

方

の
父

性

愛

な

の
か

。

我

々

の
と

こ

ろ

に
き

な

さ

い
、

侯

。

ど

う

ぞ

や

っ

て
き

て

く

だ

さ

い
、

そ

し

て
我

々

の
相

違
を

解

決

す

る

た

め

に

『
警

察

と

軍

隊

』
を

用

い

る

こ
と

を

夢

想

だ

に

し

な

い

で
下

さ

い
。
否

、

や

っ
て

こ
な

い

こ
と

を

恐

れ

よ

。

少

し

話

し

あ
え

ば
我

々
は

友

好

的

に
同

意

す

る

だ

ろ

う

。

貴

方

は

ユ

ニ
オ

ン
を

去

る

だ

ろ

う

し
、

我

々
も

そ
う

す

る

だ

ろ

う

。

こ

の

こ

と
を

期

待

す

る

。

親

愛

な

る
父

よ

。

我

々

は
、

貴

方

の
慈

愛

深

い
炭

坑

の
子

に
と

ど

ま

る

。

〔
以
下

、

多

数

の
署

名

〕

」

㈹

坑
夫

達

の
言

葉

は
、

た

し

か

に

前

段

は

勇

ま

し

い
。

だ

が

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

に

ユ

ニ
オ

ン

ー

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の
こ

と

ー

を

去

り

な

さ

い
と

述

べ
、

坑

夫

自

ら

も

組

合

を

去

ろ

う

と

い

っ
た
時

、

既

に

ス

ト
ラ

イ
キ

の
帰

着

は

み
え

た

と

い

っ

て
よ

か

ろ

う
。

実

際

、

七
月

の
最

後

の
週

に

は

二

二
人

が
、

八

月

の

最
初

の
週

に

は

七

九

人

が
仕

事

に
復

帰

し

た

と
礦
山

監

督

ハ

ン
タ

ー

は

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

に
報

告

し

た

。
価

そ

し

て
、

つ

い
に

八

月

一

一
日

に

ロ
ン

ド

ン

デ

リ

侯

の
坑

夫
達

は

仕

事

に

復

帰

し

た

の
で

あ

っ
た
。

㈲

労

働

者

が

仕

事

に
復

帰

し

始

め

る

と
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

で

は
積

極

的

に
生

産

、

販

売

を

お

こ

な

っ
た

。

「
販

売

し

う

る

限

り

の
も

の
を

す

べ

て
売

る

た

め

に
、

可

能

な

だ

け
生

産

す

る

こ

と

が

我

々

の
方

針

で

あ

る
」
㈹

と

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯
自

身

が

述

べ

た

よ
う

に
、

争
議

に

よ

る

混

乱

状

態

の
結

果

、

「
ヴ

ェ
ン
ド

」

が
実

質

的

に

機

能

し

え
な

い
状

況

を

利

し

て

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

の
規

制

に

躊

躇

す

る

こ

と
な

く

生

産

を

お

こ
な

っ
た

。

い
ま

だ

他

の
炭
礦

が

生

産

を

軌

道

に

の

せ
え

な

い
状

況

を

た

く

み

に

つ

い

て
生

産

を

続

行

し

た

の
で

あ
る

。

し

か

し
、

九

月

に

な

り
争

議

も
収

束

す

る

と
、

争

議

期

間

中

の

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

に

お

け

る
石

炭
販

売
量

が

規
制

量

を

超

過

し

て

い

る

こ

と

が

「
ヴ

ェ

ン
ド
」

内
部

で
問

題

と

さ

れ

、

販

売

量

を

抑

制

す

る

よ

う
彼

の
炭
礦

に
求

め

ら

れ

る

こ

と

と

な

っ
た

。

シ
ー

ア

ム

・
ハ
ー

バ

ー

の

ノ
ー

ス

・
ド

ッ
ク
完

成

前

に

「
危

機

を

ひ

き

お

こ

す

」

こ
と

は

避

け

た

ほ

う

が
得

策

で

あ

る

と

い

う
判

断

か

ら

こ

の
要

求

に
は

従

っ
た
も

の

の
、

生

産

は

精

力

的

に

お

こ
な

わ

れ

て

い

た

。

㈹

そ

し

て

「

一
八

四

五
年

に
炭
礦

主

達

が

〔
販

売

量

の

〕
超

過

.
不

足

に

つ
い

て

考

慮

す

る

た

め

に

集

ま

る

と
、

『
坑
夫

の

ス

ト

ラ

イ

キ

が

極

め

て
多

様

に
作

用

し

た

』
た

め

に

『
尋

常

で
な

い
事

態

』
で

あ
る

こ

と

が

わ

か

っ
た

。

超

過

量

は
、

一
九

万

九
、
一
六
三
ト

ン
、

不

足

量

は

四

七

万

五
、
九

七
三

ト
ン
に

達

し

て

い

た
。

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

だ

け

で
、

三

万

四

、
三
八
四

ト
ン
超

過

し

て

い
た

」

脚

と

い
う
事

態

が

生

じ

た

の

で

あ

る

。

ロ
ン

ド

ン
デ

リ

侯

の
炭
礦

だ

け

で
超

過

量

の
約

二

割

を

占

め

て

い

た

の
で

あ
る

。

こ

の
超

過

故

に
彼

は

八
、
六
〇
〇
ポ

ン
ド

の
支

払

い
を

命

ぜ

ら

れ

た

が
、

そ

れ

を

拒

絶

し

「
ヴ

ェ
ン
ド

」

層

崩

壊

に
導

い

た
。

ま

さ

し

く

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

も

ユ

二
オ

ン
を

去

っ
た

の

で

あ

っ
た

。

註①

エ
ン
ゲ

ル
ス
、

前
掲

訳
書

、

二
五
八
頁
。

但

し
、

エ
ン
ゲ

ル
ス

の

い
う



よ

う
に

「
な

ん

の
効

果

も
も

つ
こ
と

が
で
き

な
か

っ
た
」

の
か
否

か
は
行

論

の
う

ち

に
示
さ

れ

よ
う
。

②
T
h
e
 
N
o
e
t
h
e
r
n
 
S
t
a
r
,
J
u
l
y
 
6
7
,
1
8
4
4
,
P
.
7

『

な

お
、

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
候

は

一
八
四

四
年

四
月

二
七

日
に
州

長
官

と

し
て
宣
誓

し

て

い
た

。
ま

た
、

ペ

ン

シ

ョ
ウ
P
e
n
s
h
a
wは
当
時
、

ペ
ン

シ

ャ
ー
P
a
i
n
s
h
e
r
と
表

記

さ

れ
る

の
が

通
例

で

あ

っ
た
が
、

訳
文

で
は

ぺ

、弓
シ

ャ
ー

と
し

た
。

③
R
.
F
y
n
e
s
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
8

O

な
お
c
h
a
p
.
x
v
を

特

忙
参
照

の
こ
と
。

④
T
h
e
 
N
o
r
t
h
e
r
n
 
S
t
a
r
,
J
u
l
y
 
1
3
,
1
8
4
4
,
p
4

な
お
、

こ

の
通

告

が
掲

載
さ

れ

た
記
事

『
貴
族

の
傲

慢

ダ

ラ
ム

の
独

裁
者

』
は
、

都

築

忠

七
編

『
資
料

イ
ギ

リ

ス
初

期

社
会
主

義
、

オ
ー

エ
ン
と

チ

ャ
ー

テ

ィ

ズ

ム

』

(
平

凡
社
、

一
九
七

五
年

)
に
筆

者

に
よ
る
抄

訳

が
収

め
ら

れ

て

い
る
。

こ
れ

に
よ

り
、

当
時

の
チ

ャ
ー

テ

ィ
ス

ト
達

の

こ

の
争
議

に
対

す

る
関

心

の

一
端

が
わ
か

ろ
う
。

)

T
h
e
 
N
O
r
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h
e
r
n
 
S
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a
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p
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i
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V
 
R
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p
1
6
i
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i
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p
1
5
i
b
i
d
p
1
5
i
b
i
d
p
1
6

表

皿

の
依

拠

し

た

の

は
I
b
i
d
;
P
9

.

で

あ
る

。

R
.
C
h
a
l
l
i
n
o
r
 
&
B
.
R
i
p
l
e
y
,
o
p
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c
i
t
.
p
1
3
7
1
8
4
6

〔
7
3
7〕
X
X
I
V
,
R
e
p
o
r
t

…

…
M
i
n
i
n
g
 
D
i
s
t
r
i
c
t
s
P
8
。。

T
h
e
 
N
O
e
t
h
e
r
n
 
S
t
a
r
 
J
u
l
y
2
7
 
1
8
4
4
 
p
4

こ

の
通
告

は

ウ

エ

ッ
ブ
夫

妻

の
書

物

に
も
掲

載
さ

れ

て

い
る
。

(前

掲
書

、

一
九

〇
頁
)

だ

が
奇
妙

に
も

一
段

目
は

カ

ッ
ト
さ

れ
、

二
段
目

か
ら

で

あ
る
。

二
段
目

以

降

は
訳

書

に
よ

っ
た
。

T
h
e
 
N
O
e
t
h
e
r
n
 
s
t
a
r
 
A
u
g
u
s
t
 
3
 
1
8
4
4
 
p
6
D
.
L
a
r
g
e
 
o
p
 
c
i
t
 
p
7
n
i
b
i
d
 
p
7

為

労
働
条

件

に
何

等

の
変

更
も
加

え

ら

れ
る

こ
と
は

な
か

っ
た

と

い
う
。

但

し
、

労

働
者

側

の
半
年

間

の
要

求

に
対

し

て
、
炭
礦

主

が

主
張

し

て

い
た

一
ケ

月
と

い
う

雇
用
期

間

は
抜

か
り
な

く

一
年
間

に
さ

れ
た
。

い
ま

こ

そ
労

働

力

の
確
保

が
要
求

さ
れ

た

の

で
あ

っ
た
。

(
C
F
.
1
8
4
6〔
7
3
7〕
X
X
I
V
R
e
p
o
r
t

…

…
M
i
n
i
n
g
D
i
s
t
r
i
c
t
s
p
1
5
.

)D
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L
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g
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p
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c
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p
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I
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p
p
8
-
9

P
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M
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S
w
e
e
z
y
 
0
p
 
c
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t
 
p
1
2
7

A
.
J
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T
a
y
l
o
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T
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M
a
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o
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L
o
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d
o
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d
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r
r
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a
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t
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N
o
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t
h
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E
a
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t
e
r
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C
o
a
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T
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d
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u
r
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U
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t
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J
o
u
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n
a
l
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L
V
I
I
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1
9
5
5
 
p
2
5

W

結

語

ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
は
争
議
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
炭
住
か
ら

の
追

い
立
て
、
小

売
商
人

の
坑
夫

へ
の
掛
売
り
禁
止
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
労
働
者

の
流
入
と
い
う
方
策

を
と
っ
た
。

つ
ま
り
、
炭
礦

の
立
地
条
件
に
よ
り
規
定
さ
れ
労
働
力
の
調
達

.
確

保

の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
住
宅
が
争
議
抑
圧
の
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
更
に
こ
の
住
宅
を
含
む
炭
礦

村
落
等
に
対
す
る
炭
礦

主
、
地
主

の

支
配
力

1

と
り
わ
け

「
彼
の
町
」
と
し
て
成
長
し
た
シ
ー
ア
ム

に
対
す
る
ロ
ン

ド
ン
デ
リ
侯

の
強
大
な
支
配
力

1

を
通
し
て
の
強
制
的
な
坑
夫
と
の
売
買
禁
止

で
あ
っ
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
労
働
者

の
導
入
に
し
て
も
、
彼
は
大
地
主
で
あ
る
が

故
に
自
分

の
所
領
か
ら
労
働
者
を
連
れ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
総

じ
て
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
侯
が
こ
の
争
議
に
対
し
て
と

っ
た
策
と
は
、
大
炭
礦

主
に
し

て
大
地
主
、
さ
ら
に
州
長
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
社
会
的
条
件
を
積
極
的
に

労
働
者

の
抑
圧
に
も
ち
い
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

ロ
ン
ド
ン
デ

リ
侯
の
炭
礦

で
は
労
働
争
議

の
初
期
に
豊
富
な
貯
炭
を
売
り
捌
く
こ
と
で
対
応
で

き
た
こ
と
が
、
さ
き
の
諸
策
を
弾
圧
策
と
し
て
極
め
て
有
効
に
さ
せ
た
要
因
で
5

っ
た
。
彼

の
炭
礦
に
お
け
る
積
極
的
な
経
営
拡
大
と

「
ヴ

ェ
ン
ド
」
規
制
策

の
強



化

と

の
矛

盾

の
集

約

で

あ

る
豊

富

な

貯
炭

の
存

在

が

争

議

抑

圧

に
極

め

て

有

利

な

状

況
を

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

に

も

た

ら

し

た

の
で

あ
る
。

ロ
ン

ド

ン

デ

リ

侯

が

一
八

四

四

年

の
労

働

争

議

に

積

極

的

に
、

巧

妙

に
対

応

し

て

い

っ
た

背

景

に

は
、
一
八

三

〇
年

代

末

以

来

の
石

炭

販

売

収

入

の
急

減

に

よ

っ

て

も

た

ら

さ

れ

た
経

営
状

態

の
悪

化

と

い
う

事

態

が

あ

っ
た

こ
と

を

忘

れ

て

は
な

ら

な

い
。

貯

炭

を

売

り

尽

し

た

後

に

積

極

的

な

介

入

を

し

め

し

て
く

る

こ
と

か

ら

も

窺

え

る

よ

う

に
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ

侯

に

と

っ
て
労

働

争

議

に

対

応

し

て

い
く

こ

と

は
、

彼

の
炭
礦

経

営

が
悪

化

し

た

こ
と

に

対

応

し

て

い
く

過
程

で
も

あ

っ
た

。

と

す

れ

ば

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

規
制

策

の
強

化

に

よ

り
経

営

が
危

機

に

陥

っ

て

い

た

ロ
ン

ド

ン
デ

リ
侯

の
炭
礦

に

と

り
、

争

議

の
混

乱

に
乗

じ

て

「
ヴ

ェ
ン
ド
」

の
規

制

を

無

視

し

た

石

炭

の
生

産

・
販

売

を

お

こ

な

い
、

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

を

崩

壊

に

導

く

こ

と

は
、

争

議

へ
の
対

応

か

ら

し

て
当

然

の
帰

結

で

あ

っ
た

と

い
わ

ね
ば

な

ら

な

い

で

あ
ろ

う

。

一
八

四

四
年

争

議

が

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

崩

壊

の
主

た

る
要

因

で

あ

っ
た

と

は

い

い

が

た

い

が
、

ロ

ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
か

か

る
行

為

を

容

易

に
し

た

と

い
う

意

味

で
、

不

安

定

と
な

っ
て

い

た

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

に

「
最

後

の

一
撃

」

を

加

え

た

と

評

価

す

る

こ
と

は

で
き

よ

う

。

し

か

し
、

こ

の
労

働

争
議

を

支

援

し

た
大

ブ

リ

テ

ン

・
ア

イ

ル

ラ

ン

ド
坑

夫

連

合

は

こ

の
争

議

の
敗

北

も

大

き

な

原

因

と
な

っ
て

一
八

四

八

年

に

は

消

滅

し
去

っ
た

。

ロ
ン
ド

ン
デ

リ
侯

の
炭

磧

の
坑

夫

に

よ

る

言

に
倣

え
ば

「
富

の

ユ

ニ
オ

ン
」

と

と

も

に

「
労

働

の

ユ

ニ
オ

ン
」

も

崩

壊

し

た

の
で

あ

っ
た
。

「
ヴ

ェ
ン

ド
」

が

崩

壊

し
、

一
八

五

一
年

に

は

ロ
ン
ド

ン
市

場

で

《
i
n
l
a
n
d
 
c
o
a
l

と

《
s
e
a
-
b
o
r
n
e
 
c
o
a
l

の
本

格

的

な

競

争

が
展

開

す

る

こ

と

に

な

り
、

「
石

炭
戦

争

」

と

ま

で

い
わ

れ

る

地

域

間

の
激

烈

な

競

争

を
特

徴

と

す

る
時

期

を

イ
ギ

リ

ス
石
炭

産

業

は

迎

え

る

こ

と

に

な

る

。

こ
う

し

た
新

た

な

産
業

的

条

件

の
下

で

炭
坑

夫

の
運

動

が

い
か

な

る

形
態

を

と

り
、

ま

た
争

議

が

い
か

な

る
特

質

を

お

び

て
展

開

す

る

か

は
、

最

早

、

本

稿

の
範

囲

を

こ
え

る

こ

と

で

あ
る

。


